
全校朝会では、６年生の鼓
笛の演奏に合わせて全員整
列。子どもたちは、５年生
になると６年生から楽器を
教えてもらう。子どもたち
の間で受け継がれていく伝
統だ。

先生や友だちの説明を聞いて、考える。黒板を見つめ、また考える。
そして「分かった！」「出来た！」と笑顔。たくさん考えたら今度
は図工室でものづくり。「よし！上手く出来たぞ！」

子どもたちは校庭での木登りが大好き。自分の身長よりも
高くても平気！ そして、暑い日も寒い日もうす着で校庭
を駆け回る。頭も体もたくさん汗をかき、たくさん給食を
食べて、たくましく、大きく育っていく。

自分たちの教室を掃除するのも大切な活動。１年生のクラスまで６年生が
出掛けていき、ほうきやぞうきんの使い方を手本を示しながら教えていく。
帰りの会も学級全員でのあいさつで終わる。「さようなら！」の大きな声
から、「明日も学校に来るのが楽しみ！」という思いが伝わってくる。
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子
ど
も
の
生
活
に
広
く
か
か
わ
る
多
様
な
教
育
活
動
は
、

日
本
の
小
学
校
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
魅
力
で
あ
る
。

小
学
校
が
こ
れ
ま
で
担
っ
て
き
た
基
本
的
な
使
命
は
、

ど
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
学
校
中
に
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
目
の
輝
き
も
。
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他の人の意見を聞いたら、それを基に自分の考え
を見つめ直す。いろいろな考えに耳を傾けること
で、思考が深まっていく。

正門では毎朝近隣の住民たちが登校する子ども
たちを笑顔で迎える。校内の飾り付けや掃除で
も保護者や地域の人々が参加するなど、校内の
あちこちに、さまざまな大人の姿が見られる。

「どんな風に考えた？」「友だちに説明して、意見を聞いてみよう！」。まずは、自分
の考えを友だちに説明する。そして、ノートを見せ合いながら「ここはどう考えた？」。
学び合いを通して考える力や伝え合う力を身に付けていく。

幼稚園との交流では、未来の小学生に一生懸命踊りを教える。そして、
朝のあいさつ運動では中学生になった先輩たちが参加し、「おはようござ
います！」と声を掛けてくれる。お互いを育て合う関係が広がっていく。

撮影協力

東京都世田谷区立給田小学校
１９６１（昭和３６）年開校。長年、心と
体の健康づくりを重視し、子どもたち
の「うす着」「はだし」は同校のシン
ボルとも言える。２００７年度より世田
谷区の地域運営学校として、「つなが
る給田、つよい給田」をスローガンに、
保護者・地域・学校が一体となった学
校づくりを進める。

校　長　　土橋 稔先生
児童数　　827人
学級数　　24学級
所在地
〒157-0064
東京都世田谷区給田 4-24-1
TEL  03-3308-5671
URL 
http://school.setagaya.ed.jp/kin/

そ
し
て
、

新
し
い
学
校
で

新
し
い
未
来
が

つ
く
ら
れ
る

子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
は
確
実
に
、
そ
し
て
急
激
に
変
化
し
て
い
る
。

そ
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
、
小
学
校
は
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
続
け
る
。

知
識
を
活
用
し
た
り
、
考
え
を
伝
え
あ
っ
た
り
し
て
、
思
考
力
を
育
む
授
業
づ
く
り
。

保
護
者
や
地
域
に
開
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
か
か
わ
り
が
あ
る
学
校
づ
く
り
。

こ
の
よ
う
な
小
学
校
で
の
学
び
を
礎
に
、

子
ど
も
た
ち
は
未
来
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
く
。

きゅうでん



ど
の
よ
う
に
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、

大
切
に
し
、
伝
え
、
残
し
て
い
き
た
い
小
学
校
の
場
面
を

読
者
の
先
生
方
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

愛知県阿久比町立英比小学校
校長 石井勝巳 先生

えいあ ぐ い び

　本校では、地域住民による「学校支援事業」を2011年度から始
めました。学校教育を地域の人たちと共に行う第一歩と考えてい
ます。今の子どもは、外遊びをすることがとても少なくなりました。
週末に学校の運動場を開放して、子どもたちに昔の遊びの良さを
体験させようということで、「缶けり」を、子
ども、教師、地域の方たちで行っているとこ
ろです。

地域の方と昔の遊びを体験

岩手県盛岡市立大慈寺小学校
副校長 金沢卓司 先生

じだい じ

千葉県市原市立京葉小学校
校長 鎌田正男 先生

読
者
の
先
生
が
選
ぶ

　小学校でも情報モラルを身に付ける学習指導の充実が、新学習
指導要領に示されました。ネット社会の急速な発展は、子どもと
無関係ではありません。ネット社会へ、主体的に、そして安全に
かかわることが出来る子どもを育てることが求められています。
子どもがインターネットの世界に向かう表情を
目の当たりにすると、改めて情報モラル指導の
重要性を強く感じます。

自分自身を守る力を育む

　指導力を高める上で欠かせない授業研究。2011年度、本校では
20回以上行います。授業を見合い、学び合う日本の授業研究は世
界からも評価されています。今後は、学び合い高め合う学習が大
切です。そのためには、個を育て、かかわり合わせ、それを土台
に集団を高める授業が不可欠です。そうした
授業を創造できる授業研究を日常化し、未来
に残したいと思います。

授業研究で指導力を高める

未
来
に
残
し
た
い

学
校
の
一
場
面＊

氏
名
五
十
音
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す

未
来
に
残
し
た
い

学
校
の
一
場
面
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愛知県東浦町立片葩小学校
校長 鈴村俊二 先生

かた は
栃木県宇都宮市立上河内西小学校

校長 刀川啓一 先生

かみ かわち にし

新潟県妙高市立新井小学校
校長 西山義則 先生

愛媛県新居浜市立角野小学校
山本千明 先生

すみ の

　本校では３年生の「総合的な学習の時間」で、地域について知
ることをねらいとする学習の一環として、老人会の方から盆踊り
を教えてもらいます。ここで踊りをマスターした子どもたちは、
地域の盆踊り大会に積極的に参加し、輪の中で楽しそうに踊って
います。こうした「地域の方々とのかかわり
による伝統文化の継承」こそ、未来に残した
い小学校の良さだと思います。

伝統文化を受け継ぐ

　新年度が始まってすぐの給食を校庭で食べるのが、本校の恒例
です。全児童が縦割り班になり、上級生が下級生の給食の世話をし、
シートを敷いて桜の木の下で食べるので「お花見給食」と呼んで
います。春の訪れを感じながら異学年が協力し合うこの行事は、
子どもの心の豊かさを培うと共に、新年度の
始まりに夢と希望を膨らませる行事となって
います。

夢膨らむ春のひととき

　明治時代以来、日本の学校になくてはならないものの一つは黒
板です。「板書がきちんと出来たら一人前の教師」と先輩に言われ
ましたが、これがなかなか難しい。最近は電子黒板が導入されま
した。画面操作や書き込みは簡単で、画面の保存や再生も出来ま
す。しかし、一斉指導である限り、黒板はな
くなりません。近い未来、黒板と電子黒板の
併用が新しい教室の風景になるでしょう。

新旧の黒板を授業の核に

　自分の担当場所を、心を込めて掃除する。自分たちの手で自分
たちの学校を美しくすることで、自分の心も磨かれていくもので
す。学校が、教室が、子どもの豊かな人間性を育む場となるよう、
授業はもちろん、何気ない日々の活動も大切に積み重ねるよう心
掛けています。知徳体のバランスの取れた力
を重視する日本の教育は、世界に誇れる素晴
らしい教育だと思います。

学校を磨き、心を磨く

たち かわ
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注）対象年齢は、日本・韓国が6～11歳、中国が7～12歳

韓国には約347万人、中国には約1億332万人の児童がいる

児童数は、699万3000人と、過去最高だった1958（昭和33）年の1349万2000人から約半
減。１学級あたりの児童数は、平均で28.1人だ。

約699万人
岐阜市、高松市、宮崎市の人口総数とほぼ同じ

小学校教員数は39万8223人。そのうち約６割が女性教員だ。近年は、定年退職者数が増
えているため、若手教員の割合の増加が課題となっている。

約40万人
営業中の郵便局数（簡易郵便局・分室を除く）も約2万局

現在、国公私立合わせて２万390校の小学校がある。児童数の減少や市区町村の合併など
により統廃合が進み、学校数は減少傾向だ。

約2万校

日本の小学校

数字で見る

写真で見る

日本全国に約２万校ある小学校。全ての学校で学習指導要領に基づく一定水準以上の教育が
保障されている上で、地域性や学校規模を生かした多様な教育活動が展開されている。

北の地方の学校は、
冬にはスキーやスケ
ートの授業を行う。
プールが学校になく、
海で水泳の授業を行
う学校もある

体育

1月中旬～２月下旬くらいまでスキー学
習を行う。校庭には学習のための「ス
キー山」が作られる（東札幌小）

食器や牛乳の形は地
域によってさまざま。
世界各国の名物を出
す給食や、子どもが
メニューを考える給
食もある

給食

札幌市から全国に広まったスープカ
レーも給食に登場。この日は、パンか
ごはんかのセレクト給食（東札幌小）

単式学級では、前の
黒板を向いて授業を
受ける。複式学級で
は、黒板は前後に二
つ。複数の授業が同
時に行われる

授業（教室）

北海道には音楽専科の先生が少ないた
め、担任の先生が教室や音楽室で音楽
の授業をすることも多い（東札幌小）

校舎の屋上に造られたプール。体育の
授業だけでなく、地域のスポーツイベ
ントにも開放されている（給田小）

東京都八丈島産のムロアジを使った
ジャンボぎょうざ。地場産を使った献
立の一つ（給田小）

廊下と教室を仕切る壁は可動式。開放
感があり、他の先生も授業を見に来や
すい（給田小）

校舎から海まで徒歩1分。校内にプール
はなく、水泳の授業は７月まで海で行
われる（嘉鉄小）

奄美大島名物・鶏飯（けいはん）もメ
ニューに加わる。子どもたちが大好き
な一品（嘉鉄小）

5年生と6年生の複式学級。先生が片方
の学年を教えている時は、もう片方の学
年は自分たちで学習を進める（嘉鉄小）

北海道札幌市立東札幌小学校（児童数563人）、東京都世田谷区立給田小学校（児童数827人）、鹿児島県瀬戸内町立嘉鉄小学校（児童数18人）写真協力：

出典：文部科学省『平成23年度学校基本調査』、郵便局『郵便局局数情報』（2011年9月）、総務省『統計でみる市区町村のすがた2011』、文部科学省『教育指標の国際比較 平成23年度版』

と

学校数は

教員数は

児童数は
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創刊号（左）は
タブロイド形式で
発行

3号め以降、
表紙は

全国各地の
先生と子どもが

飾ってきた
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おけおけおけおける取る取る取り組り組り組みやみやみややや課題課題課題課題が垣が垣が垣が垣間見間見間見間見えるえるえるえるるようようようようだ。だ。だ。だ。特に特に特に特に202020080808（平（平（平（平成2成2成2成 0）0）0）年度年度年度度からからからからか 3年3年3年3年間は間は間は間は、新、新、新、新学習学習学習学習学 指導指導指導指導要領要領要領要領要
全面全面全面全面実施実施実施実 に向に向に向に向けてけてけてけて年間年間年間年間でシでシでシでシリーリーリーリ ズをズをズをズ 組み組み組み組み、授、授、授授業づ業づ業づ業 くりくりくりを中を中を中中心に心に心にに心 さまさまさまさ ざまざまざまざ な学な学な学な学校事校事校事校事事例を例を例をを紹介紹介紹介紹介してしてしてし きたきたきたきた。。

　　　　　　　　小学版　創刊から30号までの歩み

 １０月号 地域で進む教育改革
 １月号 学校評価を学校活性化にどうつなげるか

 4月号 豊かな学力の確かな育成に向けて
 １０月号 教師の「授業力」向上のために
 特別号 「学力向上」への挑戦
 1月号 保護者の教育力を生かす学校づくり

 4月号 教室を超えて生きる国語力
 特別号 地方自治体がひらく新しい教育
 9月号 「考える力」を引き出す授業
 1月号 つながる幼小の「学び」

 4月号 「学校力」を生み出す学校評価
 特別号 学力調査を指導改善に生かす
 9月号 コミュニケーションが生まれる授業づくり
 1月号 量から質へーこれからの学びを考える

 4月号 みんなで取り組む小学校英語
 7月号 教師がつながる「授業研究」
 9月号 つながる「保護者」と「学校」
 1月号 データで読み解く新学習指導要領

年間特集テーマ　新学習指導要領へのアプローチ
春号 「言語活動」で広がる学び
夏号 学びが深まる「算数的活動」
秋号 「問題解決能力」を高める理科指導
冬号 「活用」から考える授業づくり

年間特集テーマ　移行措置対応のポイント
Vol.　1 担任が進める英語活動
Vol.2 「活用」から見る算数の授業
Vol.3 子どもが主体的に考える理科の指導
Vol.4 言語活動を通じてつくる国語の授業

年間特集テーマ　全面実施への助走
Vol.　1 つづけたくなる授業研究
Vol.2 何のため？　各教科での言語活動
Vol.3 「目指す力」と実践をつなぐカリキュラム
Vol.4 授業づくりと共に深める家庭学習

Vol.　1 現在と未来をつなぐ小学校教育
Vol.2 思考が深まる「学び合い」

　『VIEW21』小学版は、２００３年１０月の創刊以来、全国の小学校の先生方に支えられ、今号
で３０号を迎えることが出来ました。心より御礼申し上げます。
　知識基盤社会化やグローバル化など、社会が大きく変化する中、日本の教育はどうある
べきか、そして小学校教育はどうあるべきかを全国の先生方と一緒に考え、微力ではござ
いますが、小学校教育の発展に少しでも貢献できるよう努力してまいります。
　今後ともご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

小学校教育の発展を
応援いたします
株式会社ベネッセコーポレーション　
教育研究部部長　
原　茂

2003（平成15）年度 2008（平成20）年度

2009（平成21）年度

2010（平成22）年度

2011（平成23）年度

2004（平成16）年度

2005（平成17）年度

2006（平成18）年度

2007（平成19）年度

http://benesse.jp/berd/
★全ての記事を、Benesse教育研究開発センターのウェブサイトで
　ご覧いただけます　
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C O N T E N T S

巻頭カラー

特集

とじ込み　未来をつくる小学校の風景

未来をつくる日本の小学校

読者の先生が選ぶ　未来に残したい学校の一場面

数字と写真で見る　日本の小学校

『VIEW21』小学版 創刊から30号までの歩み

学校事例●1　北海道地区　北海道札幌市立東札幌小学校

「熱中」できる授業を通して、明日の登校が待ち遠しい学校に

学校事例●2　東北地区　岩手県釜石市立鵜
うの

住
すま

居
い

小学校

教育の原点を見つめながら学校を再開し、未来の町を支える人を育てる

学校事例●3　関東甲信越地区　群馬県前橋市立岩神小学校

全ての教育活動で一工夫。「役立つ自分」「感謝」があふれる学校に

学校事例●4　東海北陸地区　愛知県名古屋市立東
ひがしさくら

桜小学校

全員が同じ土俵で行う授業研究を核に、子どもも教師も学び続ける集団に

学校事例●5　近畿地区　京都府京都市立羽
は

束
づか

師
し

小学校

プロ集団としての「学校家族」を目指し、個々の教師が持ち味を生かせる学校へ

学校事例●6　中国地区　広島県広島市立千
せん

田
だ

小学校

地域の素材を活用した教材開発をし、子どもの社会性を育む

学校事例●7　四国地区　香川県高松市立栗
りつりん

林小学校

教師、保護者、地域が一体となり子どもの成長を支える

学校事例●8　九州地区　宮崎県宮崎市立西池小学校

地域とのつながりを深め「心の基盤を西池に持つ人」を育てる

座談会

一斉指導、板書、校内研究　世界から見た日本の教育の強み
北海道札幌市立中の島小学校校長◎嶋田 肇
元北海道札幌市立小学校校長◎高橋承造
北海道札幌市立百合が原小学校校長◎継

つ ぎ

田
た

昌博

インタビュー

新たな時代がすぐそこに
三つの基盤を維持しつつ、教師の思いを込めて授業に一工夫を
日本女子大教職教育開発センター所長・人間社会学部教授◎吉崎静夫

1

3

6

8

12

16

20

24

28

32

36

40

44

4

読者のページ　Reader’s VIEW／編集後記48

東日本大震災の被災者の皆さまに、心からお見舞い申し上げます。　　VIEW21 編集部一同
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特集

義
務
教
育
の
第
一
段
階
に
位
置
し
、

「
知
・
徳
・
体
」
の
土
台
を
築
く
小
学
校
。

授
業
を
柱
と
し
な
が
ら
、

学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
子
ど
も
を
育
む
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
大
人
に
育
て
る
た
め
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
は
何
か
。

小
学
校
が
、
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の
教
師
が

大
切
に
し
た
い
こ
と
を
考
え
る
。
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 P. 8 学校事例① 北海道地区

  学校改革
 P. 12 学校事例② 東北地区　

  教育の原点
 P. 16 学校事例③ 関東甲信越地区　

  自己有用感の醸成
 P. 20 学校事例④ 東海北陸地区　

  授業研究
 P. 24 学校事例⑤ 近畿地区　

  教師の連携
 P. 28 学校事例⑥ 中国地区　

  教材開発
 P. 32 学校事例⑦ 四国地区　

  地域との共育
 P. 36 学校事例⑧ 九州地区　

  心の基盤づくり

 P. 40

 P. 44

海外の学校への
赴任経験者による
座談会

日本女子大
吉崎静夫教授
インタビュー

II NN D E XX

未来に残したい
小学校の力強さ

世界から見た
日本の小学校の良さ

未来の小学校に
求められること
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1

2

3

4

5

6

7

8

学
校
改
革

教
育
の
原
点

自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

「
熱
中
」で
き
る
授
業
を
通
し
て

明
日
の
登
校
が

待
ち
遠
し
い
学
校
に

北
海
道

札
幌
市
立
東
札
幌
小
学
校

学校事例●1
北海道　地区

S c h o o l  D a t a

設立 1965（昭和40）年

校長 中易まさき先生

児童数 563人

学級数 21学級（うち特別支援学級3）

所在地 〒003-0004

 北海道札幌市白石区東札幌4条5丁目4-20

TEL 011-821-6333

URL http://www.higashisapporo-e.sapporo-c.ed.jp/

公開研究会　「平成26年度　開校50周年記念教育実践

発表会」開催予定　

●　夢をもち、その実現に向けて熱中できる人
●　自分をもち、社会がどのように変わってもくじけずに生き抜
いていける人

●　自分を大切にしながら、周りの人や社会とのかかわりの視点
も大切に出来る人

●　どんな子どもも、夢や希望をもち、努力によって実現が可能
なのだと感じられるようにすること

●　「当たり前のこと」を当たり前に出来るようにすること
●　「あの学校に行けば大丈夫」と保護者に信頼を寄せてもらえる
ような学校にすること

未来に残したい　東札幌小学校の力強さ
◎「どの子どもも希望をもてる学校に」という信念に基づき、「熱
中できる授業づくり」など、複数の新たな取り組みを導入。「こ
の学校はそういう学校だから仕方がない」という雰囲気を、
教師の力で変えていった

◎まず校長がビジョンを提示。教頭、教務主任と共に「３０～
４０点から始めよう」と語り掛け、取り組みを開始。実践を
進める中でより良い形を教師全員で模索している

どんな大人になってほしいか

そのための小学校の役割

札
幌
市
立
東
札
幌
小
学
校
教
頭

松
田
昭
雄

M
atsuda A

kio

「
子
ど
も
に
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
を
取
り

巻
く
保
護
者
・
地
域
住
民
、
そ
し
て
教
職

員
に
誠
意
を
も
っ
て
接
す
る
」

札
幌
市
立
東
札
幌
小
学
校
校
長

中
易
ま
さ
き

N
akayasu M

asaki

「
明
日
は
今
日
よ
り
必
ず
良
く
な
る
と
信

じ
、
諦
め
ず
に
小
さ
な
こ
と
に
も
粘
り
強

く
取
り
組
む
」

札
幌
市
立
東
札
幌
小
学
校

山
元
朗

Yam
am

oto A
kira

教
務
主
任
。「
人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
、

愛
情
や
感
謝
の
気
持
ち
を
バ
ト
ン
の
よ
う

に
つ
な
げ
ら
れ
る
子
ど
も
を
育
て
た
い
」

札
幌
市
立
東
札
幌
小
学
校

三
髙
純
子

M
itaka Junko

研
究
部
長
、
５
学
年
担
任
。「
今
日
の
自

分
は
昨
日
よ
り
少
し
で
も
良
く
な
り
た

い
。
情
熱
を
も
っ
て
、
教
師
を
続
け
た
い
」
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札
幌
市
立
東
札
幌
小
学
校
の
中な

か

易や
す

ま
さ
き
校
長
は
、

毎
朝
、
校
門
で
子
ど
も
を
出
迎
え
る
。
元
気
に
あ
い
さ

つ
を
し
て
か
ら
校
内
に
入
る
子
ど
も
が
ほ
と
ん
ど
だ

が
、
中
易
校
長
が
赴
任
し
た
１
年
前
は
、
少
し
様
子
が

異
な
っ
て
い
た
。
う
つ
む
い
て
ボ
ソ
ッ
と
あ
い
さ
つ
を

し
た
り
、
元
気
の
な
い
表
情
で
登
校
し
た
り
す
る
子
ど

も
が
少
な
か
ら
ず
い
た
の
だ
。

　
同
校
の
子
ど
も
は
と
て
も
素
直
で
、
教
師
が
真
剣
に

向
き
合
い
、
真し

ん

摯し

に
語
り
掛
け
れ
ば
心
を
開
い
て
く
れ

る
と
、
教
師
は
口
を
そ
ろ
え
る
。
し
か
し
、
校
区
に
繁

華
街
を
抱
え
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
学
習
へ
向
か
う

姿
勢
が
身
に
付
い
て
い
な
い
子
ど
も
も
い
た
。
そ
の
た

め
か
、
同
校
に
対
す
る
地
域
や
保
護
者
の
評
価
の
中
に

は
厳
し
い
も
の
も
あ
っ
た
。
教
師
も
生
徒
指
導
な
ど
に

疲
れ
、「
こ
の
学
校
は
そ
う
い
う
学
校
だ
か
ら
仕
方
が

な
い
」
と
い
っ
た
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。
中
易
校
長

は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
校
内
に
一
歩
入
っ
た
ら
、
そ
こ
か
ら
は
学
校
の
責

任
で
す
。
た
と
え
家
庭
で
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、『
友

だ
ち
に
会
え
る
』『
あ
の
先
生
が
い
る
』『
今
日
は
○
○

を
頑
張
ろ
う
』
と
い
っ
た
前
向
き
な
気
持
ち
で
校
門
を

く
ぐ
り
、
に
こ
に
こ
と
全
員
の
笑
顔
が
輝
く
学
校
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
強
く
感
じ
ま
し
た
」

　
そ
の
思
い
を
表
し
た
２
０
１
１
年
度
経
営
重
点
目
標

が
「
夢
ふ
く
ら
む
東
札
幌
！

　
笑
顔
か
が
や
き
、
心
と

き
め
き
！
」
だ
。
松
田
昭
雄
教
頭
は
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。

　「
全
て
の
子
ど
も
が
希
望
を
も
ち
、
自
分
の
し
た
い

こ
と
や
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
子
ど
も
も
教
師
も

『
明
日
、
学
校
に
行
く
の
が
待
ち
遠
し
い
』
と
思
う
学

校
に
し
よ
う
と
、
７
つ
の
視
点
（
図
）
で
教
育
活
動
を

見
つ
め
直
し
ま
し
た
」

　
検
討
に
当
た
り
、
前
年
度
末
、
中
易
校
長
は
26
枚
に

も
及
ぶ
学
校
経
営
方
針
を
教
師
に
示
し
た
。

そ
れ
を
松
田
教
頭
や
教
務
主
任
の
山
元
朗
先

生
が
各
部
会
の
教
師
に
伝
え
、
７
つ
の
視
点

に
ま
と
め
、新
た
な
日
課
表
に
具
現
化
し
た
。

７
つ
の
視
点
に
は
、
子
ど
も
の
学
び
、
心
や

体
な
ど
の
育
成
と
共
に
、
教
師
の
成
長
や
保

護
者
・
地
域
と
の
連
携
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

子
ど
も
を
変
え
る
に
は
、
教
師
自
身
や
子
ど

も
の
生
活
習
慣
な
ど
の
変
革
が
必
要
と
い
う

考
え
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
７
つ
の
視
点
に
伴
う
教
育
活
動
を
い
く
つ

か
紹
介
す
る
。

　「
②
学
び
を
鍛
え
る
」
の
視
点
か
ら
、
11

年
度
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」
を
始
め
た

（
Ｐ
．10
写
真
）。
毎
日
、
中
休
み
後
の
10
分

間
に
漢
字
練
習
や
計
算
練
習
な
ど
を
行
い
、

基
礎
・
基
本
の
習
熟
を
図
る
。

　「
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
授
業
に
参
加
す

る
に
は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能

の
十
分
な
定
着
が
不
可
欠
で
す
。『
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ

ム
』
は
、
こ
の
定
着
と
共
に
『
自
ら
学
ぶ
力
』
の
育
成

を
図
る
取
り
組
み
で
す
。
１
日
10
分
で
す
が
、
１
年
間

で
は
約
35
時
間
も
の
学
習
と
な
り
ま
す
」（
松
田
教
頭
）

　「
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」
に
加
え
て
、
中
易
校
長
は
、

高
学
年
で
か
け
算
な
ど
が
出
来
な
い
子
ど
も
を
校
長
室

に
呼
び
、
自
ら
個
別
指
導
す
る
こ
と
も
あ
る
。

経営重点目標の具現化のための７つの視点図

特集　未来をつくる日本の小学校

校
門
を
一
歩
入
っ
た
ら

ど
の
子
も
希
望
を
も
て
る
学
校
に

全
て
の
子
ど
も
が

「
熱
中
」す
る
授
業
を
目
指
す

＊同校の資料を基に編集部で作成

経営重点目標「夢ふくらむ東札幌！ 笑顔かがやき、心ときめき！」

視点 内容 実践例

「チャレンジタイム」などを含めた日課表
の改善、評価新たな発想と理論に裏打ちされた教育課程の編成・実施・評価・

改善

新たなる東札幌の教育の創造

「チャレンジタイム」、「ふれあいタイム」
基礎的・基本的な知識・技能の習得と「自ら学ぶ力」の育成
学びを鍛える

清掃活動等、体験的活動の充実かかわりの中で、互いに思いを通わせる「しなやかな心」の育
成など

心を鍛える

「東っ子タイム」、運動習慣づくり
折れない強い意志と、「たくましい体」の育成など
体を鍛える

異学年交流の活性化、児童会活動の充実
あたたかな人間関係を育む。厳しさと温かさのある学級経営など
人としての力を鍛える

「熱中」をキーワードとした授業研究

学校の教育情報・教育活動の積極的な発
信

専門性を高める研究・研修の充実と統一的な取り組みの推進な
ど

教師力を磨く

地域・保護者との新たな連携と教育力の活用など
共に育てる

視点 1

視点 2

視点 3

視点 4

視点 5

視点 6

視点 7
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　「
担
任
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
見
取
り
切
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
教
室
の
中
で
分
か
ら
な
い
の
に
黙
っ

て
我
慢
し
て
い
る
だ
け
の
子
ど
も
も
、
一
対
一
で
教
え

る
と
、
簡
単
な
問
題
で
あ
っ
て
も
、
解
け
る
と
と
て
も

う
れ
し
そ
う
な
顔
を
し
ま
す
。
次
第
に
自
信
を
付
け
、

学
習
に
前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
中

易
校
長
）

　
基
礎
・
基
本
の
定
着
と
の
両
輪
で
、
同
校
が
目
指
す

の
は
「
ど
の
子
も
熱
中
で
き
る
授
業
づ
く
り
」
だ
。
こ

れ
は
「
⑥
教
師
力
を
磨
く
」
の
視
点
に
当
た
る
。
研
究

部
長
の
三
髙
純
子
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
授
業
は
学
校
生
活
の
基
本
で
す
。
ど
ん
な
子
ど
も

で
も
、
夢
中
に
な
る
授
業
、『
楽
し
か
っ
た
』
と
言
う

授
業
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
目
指
す
授
業
像
を
本

校
の
子
ど
も
の
姿
で
考
え
、
研
究
授
業
で
語
り
合
う
中

で
よ
く
出
て
き
た
の
が
、『
熱
中
』と
い
う
言
葉
で
し
た
。

そ
こ
で
、
11
年
度
は
テ
ー
マ
を
『
熱
中
探
し
の
旅
』
と

し
て
、
校
内
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
」

　
子
ど
も
が
、
そ
し
て
教
師
も
熱
中
す
る
授
業
づ
く
り

の
た
め
に
、主
に
三
つ
の
要
素
を「
探
す
」。
一
つ
め
は
、

「
真
の
熱
中
」と
い
え
る
子
ど
も
の
姿
だ
。学
期
に
１
回
、

「
熱
中
交
流
会
」
を
開
き
、「
子
ど
も
は
ど
の
よ
う
な
場

面
で
熱
中
し
た
か
」「
熱
中
し
た
時
に
、
子
ど
も
に
ど

の
よ
う
な
表
情
や
行
動
が
見
ら
れ
た
か
」
な
ど
を
伝
え

合
い
、
目
指
す
子
ど
も
像
を
共
有
し
て
い
る
。
二
つ
め

は
、「
熱
中
の
源
」
と
な
る
学
習
課
題
だ
。
内
容
や
提

示
の
方
法
を
検
討
す
る
。
三
つ
め
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
学
び
合
い
の
場
を
設
け
る
か
な
ど
、「
教
師
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
の
あ
り
方
」
だ
。

　「『
熱
中
』
と
い
う
本
校
の
子
ど
も
に
即
し
た
言
葉
を

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
興
味
を
引
き
付

け
る
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」（
三
髙
先
生
）

　「
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」
は
１
週
間
で
50
分
間
と
な

り
、
１
コ
マ
分
、
日
課
表
の
中
に
学
年
・
学
級
が
自
由

に
使
え
る
枠
が
生
み
出
さ
れ
た
。こ
の
時
間
を
使
っ
て
、

「
②
学
び
を
鍛
え
る
」
の
視
点
か
ら
、
木
曜
日
の
６
時

間
目
に
学
年
・
学
級
担
任
が
自
由
に
使
え
る
「
ふ
れ
あ

い
タ
イ
ム
」
を
設
け
た
。

　「
先
生
方
が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
増
や
し
た

い
と
い
う
ね
ら
い
で
す
。
子
ど
も
の
こ
と
を
よ
く
分

か
っ
て
い
な
い
と
、
子
ど
も
に
寄
り
添
う
授
業
づ
く
り

も
出
来
ま
せ
ん
。
担
任
が
自
由
に
内
容
を
決
め
て
、
教

師
と
子
ど
も
が
交
流
す
る
時
間
に
し
て
い
ま
す
」（
松

田
教
頭
）

　
算
数
が
苦
手
な
子
ど
も
を
集
め
て
教
え
た
り
、
学
年

集
会
を
開
い
た
り
、
学
年
・
学
級
に
よ
っ
て
活
動
内
容

は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
今
後
は
子
ど
も
が
活
動
内
容
を
企
画

し
、よ
り
自
主
的
な
活
動
に
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　「
東
っ
子
タ
イ
ム
」
は
、「
④
体
を
鍛
え
る
」
の
視
点

で
取
り
入
れ
た
。
朝
8
時
か
ら
15
分
間
、
校
庭
で
爽
や

か
な
汗
を
流
せ
る
時
間
で
、キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
朝

日
を
浴
び
て
、
頭
と
心
と
体
を
す
っ
き
り
と
」
だ
。
山

元
先
生
は
こ
の
時
間
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
就
寝
時
刻
が
遅
く
、
朝
、
学
校
に
来
て
も
ぼ
ん
や

り
し
て
い
る
子
ど
も
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、『
東
っ

子
タ
イ
ム
』
で
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
午
前
中
の
授
業

で
も
活
動
的
に
な
っ
た
り
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
よ
う

に
な
り
生
活
習
慣
が
整
っ
た
り
す
る
子
ど
も
が
増
え
ま

し
た
」

　
11
年
度
に
新
し
い
取
り
組
み
を
次
々
と
始
め
た
が
、

1

2

3

4

5

6

7

8

学
校
改
革

教
育
の
原
点

自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

「
東
っ
子
タ
イ
ム
」
で

頭
と
心
と
体
を
す
っ
き
り
と

「
困
っ
た
」「
大
変
」「
難
し
い
」と

教
師
が
言
わ
な
い

写真　「チャレンジタイム」に取り組む子どもたち。この時間になると、使用するドリルを机の上
に出して待つようになった。学習習慣の確立にも良い効果をもたらしている
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そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
校
内
の
雰
囲
気
を
プ
ラ
ス
思
考

に
変
え
る
必
要
が
あ
っ
た
と
、
山
元
先
生
は
話
す
。

　「
口
癖
の
よ
う
に
も
な
っ
て
い
た
『
困
っ
た
』『
大
変
』

『
難
し
い
』
と
い
う
言
葉
を
、
教
師
が
言
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
後
ろ
向
き
の
雰

囲
気
は
子
ど
も
に
伝
わ
り
、『
や
っ
て
も
無
駄
だ
』
と

い
っ
た
気
持
ち
に
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。『
困
っ
た
』『
大

変
』
と
思
う
こ
と
こ
そ
、
教
師
が
向
き
合
う
べ
き
仕
事

で
は
な
い
か
。『
こ
の
ま
ま
で
は
ダ
メ
だ
』
と
思
っ
た

人
が
声
を
上
げ
、
前
向
き
に
取
り
組
む
雰
囲
気
を
つ
く

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　「
産
み
の
苦
し
み
」
も
あ
っ
た
と
、
山
元
先
生
は
続

け
る
。

　「
初
め
て
の
取
り
組
み
は
ど
う
し
て
も
不
安
に
な
り

ま
す
。『
本
当
に
効
果
が
あ
る
の
か
』『
忙
し
く
な
る
の

で
は
な
い
か
』と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
は
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
変
わ
る
子
ど
も
の
姿
を

心
に
描
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、『
最
初
か
ら
１
０
０
点

で
は
な
く
、
ま
ず
は
30
〜
40
点
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
み
ま
し
ょ
う
』
と
校
長
、
教
頭
と
共
に
声
を
掛
け
、

少
し
ず
つ
工
夫
を
加
え
な
が
ら
前
に
進
ん
で
き
ま
し
た
」

　「
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」は
、導
入
当
初
、学
級
に
よ
っ

て
取
り
組
む
姿
勢
に
差
が
見
ら
れ
た
が
、
１
学
期
の
終

わ
り
頃
に
は
ど
の
学
級
で
も
学
習
に
向
か
う
姿
勢
が
定

着
し
、
集
中
力
が
高
ま
っ
た
。
例
え
ば
、
週
３
回
、
朝

の
活
動
と
し
て
行
う
「
読
書
タ
イ
ム
」
で
も
、
自
然
と

子
ど
も
が
積
極
的
に
本
を
選
び
、
集
中
し
て
読
む
よ
う

に
な
っ
た
。
授
業
で
も
集
中
力
を
発
揮
す
る
子
ど
も
が

増
え
て
い
る
。
ま
た
、「
東
っ
子
タ
イ
ム
」
に
よ
っ
て

校
内
に
活
力
が
出
て
き
た
。
こ
う
し
た
子
ど
も
の
変
化

を
き
っ
か
け
に
、
現
在
は
教
師
の
意
識
も
前
向
き
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
三
髙
先
生
は
言
う
。

　「
こ
の
学
校
に
赴
任
し
て
４
年
が
経
ち
ま
す
が
、
子

ど
も
は
4
年
前
の
姿
と
は
全
く
違
い
ま
す
。
学
び
に
向

か
え
な
か
っ
た
の
は
子
ど
も
の
せ
い
で
は
な
い
、
子
ど

も
は
い
く
ら
で
も
変
わ
る
こ
と
が
出
来
る
。
自
信
を

も
っ
て
言
う
こ
と
が
出
来
ま
す
」　

中
易
校
長
が
子
ど
も

に
願
う
の
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
だ
。

　「
今
後
、
社
会
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
も
、

自
分
ら
し
さ
を
忘
れ
ず
、

く
じ
け
ず
に
生
き
抜
い

て
い
く
人
を
育
て
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

自
分
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、『
社
会
の
中
で
の
自
分
』

と
い
う
視
点
も
忘
れ
ず
に
い
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
基
礎
・
基
本
を
身
に
付
け
、
き
ち
ん
と
し
た
言

葉
遣
い
で
話
し
、
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
行
動
が
出
来

る
な
ど
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
出
来
る
子

ど
も
を
育
て
ら
れ
る
学
校
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

　「
自
信
を
も
っ
て
、
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
現
状
に
満
足

せ
ず
、
常
に
自
分
の
良
さ
を
高
め
た
い
と
考
え
る
気
持

ち
を
小
学
校
で
育
み
た
い
で
す
」（
三
髙
先
生
）

　
山
元
先
生
は
た
び
た
び
、
子
ど
も
に
「
一
日
一
生
」

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
話
を
す
る
。

　「
ま
ず
夢
を
も
つ
こ
と
で
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
今

の
自
分
を
大
切
に
し
て
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。『
一
日
一
生
』
は
、
毎
日
を
一
生
懸
命
に

生
き
て
い
く
と
い
う
意
味
で
す
。
そ
の
よ
う
な
学
校
生

活
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
良
さ
が
膨

ら
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　
松
田
教
頭
は
、
子
ど
も
の
未
来
を
見
据
え
て
次
の
よ

う
に
話
す
。

　「
自
分
の
特
長
を
生
か
し
伸
ば
す
だ
け
で
は
な
く
、

別
の
世
界
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。多
種
多
様
な
経
験
や
触
れ
合
い
を
も
つ
こ
と
で
、

道
は
開
け
て
い
く
も
の
で
す
」

　
同
校
の
改
革
は
道
半
ば
に
あ
る
。
地
域
、
保
護
者
、

児
童
、
教
師
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
マ
イ
ナ
ス
面
も

含
め
た
取
り
組
み
の
総
括
を
し
、
次
年
度
の
方
針
を
立

て
る
予
定
だ
。
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
は
中
易
校
長
が
主

導
し
、
松
田
教
頭
や
教
務
主
任
の
山
元
先
生
を
中
心
に

新
し
い
取
り
組
み
を
浸
透
さ
せ
て
き
た
。こ
れ
か
ら
は
、

教
師
一
人
ひ
と
り
か
ら
「
マ
イ
プ
ラ
ン
」
と
し
て
ア
イ

デ
ア
を
募
り
、
改
革
を
続
け
る
考
え
だ
。

　「
ど
の
先
生
に
も
、『
こ
ん
な
子
ど
も
を
育
て
た
い
』

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
う
れ
し
い
こ
と
に
『
東
っ

子
タ
イ
ム
』
に
ポ
イ
ン
ト
制
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か

と
、
あ
る
先
生
か
ら
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
全
て
の
先

生
が
学
校
経
営
に
か
か
わ
り
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
校
は
も
っ
と
も
っ
と
良
く
な
っ

て
い
く
は
ず
で
す
」（
中
易
校
長
）

特集　未来をつくる日本の小学校

育てたい大人像と
そのための小学校の役割

自分を大切にし
夢を実現する大人を育む
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学
校
改
革

教
育
の
原
点

自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

教
育
の
原
点
を
見
つ
め
な
が
ら

学
校
を
再
開
し
、

未
来
の
町
を
支
え
る
人
を
育
て
る

岩
手
県

釜
石
市
立
鵜う

の

住す

ま

居い

小
学
校

S c h o o l  D a t a

設立 1８７９（明治１２）年

校長 坂下俊彦先生

児童数 ２７２人

学級数 12学級（うち特別支援学級２）

所在地 〒026-0043　岩手県釜石市新町1-58

 双葉小学校内（１～４年生） 

TEL 0193-23-5122

所在地 〒026-００５２　岩手県釜石市小佐野町3-5-37

 小佐野小学校内（５～６年生） 

TEL 0193-23-5656

E-mail unosumai-es@edu-kamaishi.jp　

学校事例●2
東北　地区

●　人にしてもらったことに対して、感謝の気持ちを忘れない人
●　つらい経験でもきちんと受け止め、未来へと進む、たくまし
い心と体を持つ人

●　どこにいても地域の復興を担っていける人

●　人や物に対する感謝の気持ちを持ち続けられるように、子ど
もとかかわっていくこと

●　どのような状況にあっても、将来にわたって必要な力は変わ
らない。生き抜く力を付けるための授業をしっかり行うこと

●　当たり前の日常を大切にし、地域や保護者が寄せる信頼に応
えられるような学校であり続けること

どんな大人になってほしいか

そのための小学校の役割

釜
石
市
立
鵜
住
居
小
学
校
副
校
長

真
壁
信
義

M
akabe N

obuyoshi

「
先
生
方
が
、
安
心
し
て
子
ど
も
と
向
き

合
い
、
自
分
の
家
庭
生
活
も
営
め
る
よ
う

な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

釜
石
市
立
鵜
住
居
小
学
校
校
長

坂
下
俊
彦

Sakashita Toshihiko

「
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
。
教
師
と
し

て
の
謙
虚
さ
を
忘
れ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち

と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
」

釜
石
市
立
鵜
住
居
小
学
校

千
葉
玲
子

Chiba Reiko

教
務
主
任
、
６
学
年
担
任
。「
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
に
目
を
向
け
、
心
の
苦
し
さ
や
さ
び

し
さ
を
分
か
る
よ
う
に
接
し
て
い
き
た
い
」

釜
石
市
立
鵜
住
居
小
学
校

佐
々
木
香
理

Sasaki Kaori

研
究
主
任
、
１
学
年
主
任
。「
子
ど
も
、
保

護
者
、
学
校
を
つ
な
い
で
い
く
存
在
で
あ

り
た
い
」

未来に残したい　鵜住居小学校の力強さ
◎地域特有の課題を重視し、防災教育を徹底して行っていた。
災害時にはその訓練を生かして避難した。命の尊さ、物の大
事さ、絆の大切さを改めて実感し、皆で学ぼうとしている

◎2校に分かれても自校の文化を守るという強い意志を持つ

◎どのような状況でも、明るく前向きな姿勢で子どもや保護者
に向き合う。目指す子ども像を共有し合い、授業を核として、
将来に必要な力を子どもに付けていこうとしている

＊本記事の内容は、取材時（２０１１年 8月）のものです 
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三
陸
の
沿
岸
部
に
位
置
す
る
釜
石
市
立
鵜う

の
す
ま
い

住
居
小
学

校
は
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
校

舎
の
３
階
ま
で
浸
水
し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
11

年
12
月
に
仮
校
舎
が
完
成
す
る
ま
で
、
１
〜
４
年
生
は

釜
石
市
立
双
葉
小
学
校
内
で
、
５
〜
６
年
生
は
双
葉
小

学
校
か
ら
車
で
５
分
程
の
釜
石
市
立
小こ

さ

の

佐
野
小
学
校
内

で
学
ぶ
。

　
８
月
中
旬
の
２
学
期
開
始
に
当
た
り
、
坂
下
俊
彦
校

長
は
全
教
職
員
と
次
の
こ
と
を
改
め
て
話
し
合
っ
た
。

　「
失
っ
た
も
の
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
が
、『
命
の
尊
さ
、

物
の
大
事
さ
、
絆
の
大
切
さ
な
ど
、
今
だ
か
ら
こ
そ
学

び
取
れ
る
も
の
が
あ
る
は
ず
だ
。
引
き
続
き
子
ど
も
に

寄
り
添
い
、
教
師
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
前
向
き
な
気

持
ち
で
明
る
く
取
り
組
む
姿
を
示
そ
う
』
と
確
認
し
合

い
ま
し
た
」

　
2
学
期
の
重
点
課
題
と
し
た
の
は
次
の
４
点
だ
。

　

①
学
校
行
事
で
、
学
校
教
育
目
標
・
学
校
課
題
の
具
現

化
を
図
る

　
１
学
期
に
出
来
な
か
っ
た
修
学
旅
行
、
６
年
生
が
最

終
学
年
と
し
て
体
験
す
べ
き
学
習
発
表
会
な
ど
の
行
事

を
行
う
。
ま
た
、
１
学
期
に
全
校
で
集
ま
っ
た
の
は
始

業
式
、
終
業
式
、
運
動
会
だ
け
だ
っ
た
。
２
学
期
は
児

童
会
・
委
員
会
活
動
を
定
期
的
に
行
う
。

②
分
か
る
授
業
・
出
来
る
授
業
を
目
指
す

　
震
災
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
必

要
と
な
る
力
は
変
わ
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
ん
な
時
だ

か
ら
こ
そ
確
か
な
学
力
を
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
45
分
間
の
授
業
の
確
保
に
努
め
、
１
単
位
時
間
の

授
業
の
ね
ら
い
を
明
確
に
し
、子
ど
も
が
「
分
か
っ
た
」

「
出
来
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
。
そ
の
た

め
の
授
業
研
究
を
行
う
。

③
教
育
愛
に
根
ざ
し
た
、
児
童
理
解
に
基
づ
く
指
導
を

す
る

　
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
を
継
続
す
る
。
夏
休
み
中
に
、

多
数
の
子
ど
も
が
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
に
転
居
す
る

な
ど
、
家
庭
環
境
が
変
化
し
た
。
保
護
者
も
悩
み
な
が

ら
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
影
響
を
過
度

に
受
け
た
場
合
な
ど
は
問
題
行
動
が
懸
念
さ
れ
る
。「
学

校
を
休
ま
な
い
」
を
目
標
に
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご

は
ん
」
を
奨
励
し
、
毎
日
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
状
態

を
把
握
す
る
。

④
分
散
し
た
学
校
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
よ
う
に

す
る

　
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
、
時
間
を
捻
出
し
、
教
職
員

全
員
が
双
葉
小
学
校
に
集
ま
り
職
員
集
会
を
行
う
。
教

師
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
、
気
持
ち
を
合
わ
せ
る
た
め

に
、
全
員
で
顔
を
合
わ
せ
て
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
を

徹
底
す
る
。
報
告
・
連
絡
・
相
談
を
今
ま
で
以
上
に
意

識
し
て
行
う
。

　
真
壁
信
義
副
校
長
は
、
学
校
行
事
の
重
要
性
を
次
の

よ
う
に
話
す
。

　「
学
校
行
事
は
、
学
校
と
し
て
の
一
体
感
や
６
年
生

の
リ
ー
ダ
ー
意
識
な
ど
を
育
む
た
め
に
大
切
な
場
で

す
。
こ
の
基
盤
が
あ
っ
て
こ
そ
学
力
も
育
め
ま
す
。
一

つ
ひ
と
つ
の
行
事
を
大
切
に
し
、
鵜
住
居
小
学
校
と
し

て
の
文
化
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
教
室
に
は
子
ど
も
の
大
き
な
声
が
響
き
、
休
み
時
間

に
は
外
で
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
日
常

を
取
り
戻
す
ま
で
に
は
険
し
い
道
の
り
と
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
た
教
師
の
力
が
あ
っ
た
。

　
震
災
時
に
は
、
日
頃
の
防
災
教
育
の
成
果
に
よ
り
、

高
台
へ
向
け
て
速
や
か
に
避
難
で
き
た
。
し
か
し
、
自

宅
に
帰
っ
て
い
た
２
人
の
子
ど
も
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
、
事
務
職
員
１
人
は
依
然
と
し
て
行
方
不
明
だ
。
ま

た
、
７
割
弱
の
子
ど
も
が
自
宅
を
失
い
、
保
護
者
が
被

害
に
遭
っ
た
子
ど
も
も
い
た
。
３
月
11
日
か
ら
全
て

の
子
ど
も
を
保
護
者
に
引
き
渡
す
ま
で
の
１
週
間
、
教

職
員
は
不
眠
不
休
で
子
ど
も
と
共
に
避
難
所
で
過
ご
し

た
。
そ
の
後
、子
ど
も
の
現
状
把
握
か
ら
準
備
を
始
め
、

４
月
26
日
に
２
校
に
分
か
れ
て
新
年
度
が
始
ま
っ
た
。

多
く
の
子
ど
も
は
避
難
所
や
親
戚
宅
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
通
い
、
そ
し
て
、
被
災
地
に
あ
る
学
校
の
多
く
が

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、同
校
で
も
約
80
人
が
転
校
し
た
。

　
１
学
期
の
最
重
要
課
題
は
、「
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
」

だ
っ
た
。
大
阪
市
よ
り
二
人
の
臨
床
心
理
士
が
１
か
月

間
派
遣
さ
れ
、
教
師
は
子
ど
も
へ
の
声
掛
け
や
対
応
の

仕
方
を
学
ん
だ
。
臨
床
心
理
士
に
よ
る
面
談
を
、
担
任

も
同
席
の
上
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
と
行
っ
た
り
、「
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
観
察
シ
ー
ト
」
を
用
い
た
り
し

て
、
心
理
状
態
の
把
握
に
努
め
た
。
研
究
主
任
で
1
学

年
主
任
の
佐
々
木
香
理
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

特集　未来をつくる日本の小学校

２
校
に
分
か
れ
て
教
育
活
動
を
再
開

行
事
を
通
し
て「
鵜
小
の
文
化
」を
守
る

「
普
通
の
」
学
校
生
活
が

子
ど
も
た
ち
の
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
す
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　「
学
校
が
再
開
す
る
と
、子
ど
も
は『
学
校
に
行
け
る
』

『
友
だ
ち
に
会
え
る
』
と
い
う
喜
び
に
満
ち
た
顔
で
登

校
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
笑
顔
が
私
た
ち
教
師
の
支
え

で
し
た
。
た
だ
、『
勉
強
よ
り
も
ま
ず
は
生
活
』
と
い

う
状
況
下
で
、
え
ん
ぴ
つ
も
ノ
ー
ト
も
な
く
、
学
校
か

ら
１
か
月
半
の
間
、
離
れ
て
い
た
た
め
、
最
初
は
学
級

集
団
と
し
て
何
か
『
ず
れ
』
が
あ
り
ま
し
た
。
身
に
付

い
て
い
た
学
習
の
ル
ー
ル
や
生
活
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
日
々
、学
校
が
あ
る
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
の
安
定
し
た
生
活
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
」

　
教
務
主
任
で
６
学
年
担
任
の
千
葉
玲
子
先
生
も
、
次

の
よ
う
に
話
す
。

　「『
普
通
に
』
校
舎

で
勉
強
す
る
こ
と
が
、

子
ど
も
の
心
の
安
定

に
つ
な
が
る
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
避
難

所
な
ど
で
は
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
る
こ
と
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
は
子
ど
も
に

と
っ
て
、
友
だ
ち
や

教
師
に
会
え
る
、
安

心
で
き
る
場
所
だ
と

い
う
こ
と
を
再
認
識

し
ま
し
た
」

　
学
校
が
「
普
通
に
」

あ
る
こ
と
の
う
れ
し
さ
を
感
じ
た
の
は
教
師
も
同
じ

だ
。「
元
気
な
子
ど
も
に
会
え
る
。
当
た
り
前
だ
っ
た

こ
と
が
実
に
う
れ
し
い
。
新
任
の
時
の
気
持
ち
を
思
い

出
し
た
」「
新
１
年
生
の
机
に
名
前
を
貼
る
喜
び
を
感

じ
た
」。
こ
の
よ
う
な
声
が
聞
か
れ
た
１
学
期
だ
っ
た
。

　
学
校
再
開
後
、
授
業
は
教
科
書
と
教
具
が
全
員
分
そ

ろ
っ
た
教
科
か
ら
行
う
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
更
に
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
関
係
で
１
時
間
目
の
開
始
時
間
に
学

級
全
員
が
そ
ろ
わ
ず
、
授
業
を
始
め
る
の
が
難
し
か
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
授
業
研
究
を
す
る
の
は
無
理

で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
出
て
い
た
。

　
同
校
は
「
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」
の

指
定
を
受
け
、
前
年
度
ま
で
算
数
を
中
心
に
授
業
研
究

を
進
め
て
き
た
。
11
年
度
は
、
新
学
習
指
導
要
領
を
受

け
、
言
語
活
動
の
軸
と
な
る
国
語
も
加
え
、
更
に
各
教

師
が
個
人
課
題
を
設
定
し
、
研
究
を
進
め
よ
う
と
計
画

し
て
い
た
。
坂
下
校
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
今
年
度
は
、
授
業
時
数
が
足
り
ず
、
２
校
に
分
か

れ
て
い
る
の
で
授
業
を
見
に
行
く
の
も
大
変
だ
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
目
の
前
の
子
ど
も
に

力
を
付
け
る
の
は
授
業
で
す
。
完
成
度
の
高
い
、
型
に

は
ま
っ
た
立
派
な
授
業
は
し
な
く
て
い
い
。
こ
の
よ
う

な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
の
様
子
を
丁
寧
に
見
取

り
、
実
態
に
合
っ
た
授
業
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
と

意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
」

　
研
究
計
画
は
見
直
さ
れ
、
学
級
の
実
態
か
ら
、
教
師

の
個
人
課
題
も
設
定
し
直
し
た
。佐
々
木
先
生
は
言
う
。

　「『
被
災
し
た
か
ら
出
来
な
か
っ
た
』
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
は
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
確
か
な
学
力
、
当
た
り
前
の

学
力
と
社
会
性
は
付
け
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
」

　
子
ど
も
に
と
っ
て
「
学
び
」
は
喜
び
で
も
あ
る
と
、

千
葉
先
生
は
改
め
て
感
じ
た
と
話
す
。

　「
避
難
所
生
活
の
中
で
、
宿
題
を
出
す
こ
と
が
適
切

な
の
か
を
悩
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
以
前
は
宿
題
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
な
か
っ
た
子
ど
も
も
含
め
、
全
て
の

子
ど
も
が
き
ち
ん
と
宿
題
を
提
出
し
ま
し
た
。
子
ど
も

1

2

3

4

5

6

7

8

学
校
改
革

教
育
の
原
点

自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

「
被
災
し
た
か
ら
出
来
な
い
」
で
は
な
い

生
き
抜
く
力
を
付
け
る
授
業
研
究
を

写真上　６年生の授業の様子。音楽室に机を並べて使用している
写真下　別の学級の教室には、後ろの壁にクラス全員で書いた詩が掲げられていた



15 ［小学版］2011 Vol .3  創刊30号記念号

は
『
学
び
た
い
』
と
い
う
意
欲
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
意
欲
に
応
え
て
い
く
た
め
に
も
、
授
業
研
究
は
重

要
だ
と
思
い
ま
す
」

　
子
ど
も
が
毎
日
通
学
す
る
と
い
う
「
当
た
り
前
」
の

繰
り
返
し
は
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
安
定
し
た
時
間
を

も
た
ら
し
て
い
る
。

　「『
学
校
が
始
ま
っ
て
よ
か
っ
た
』『
授
業
を
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
』
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
朝
、
子
ど
も
を
学
校
に
送
り
出
す
。
夕
方
、

子
ど
も
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
。
子
ど
も
が
安
定
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
で
、
保
護
者
自
身
も
日
常
生
活
を

取
り
戻
し
て
い
る
よ
う
で
す
」（
真
壁
副
校
長
）

　
家
庭
の
状
況
は
子
ど
も
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

そ
の
た
め
、
同
校
は
保
護
者
の
不
安
を
払ふ

っ

拭し
ょ
くす

る
こ
と

も
重
視
し
、
５
月
に
は
授
業
参
観
、
６
月
に
は
運
動
会
、

７
月
に
は
保
護
者
面
談
と
、
保
護
者
が
月
に
１
回
は
学

校
を
訪
れ
る
機
会
を
設
け
た
。
教
師
の
前
向
き
な
姿
を

見
せ
る
と
共
に
、
学
校
の
方
針
や
今
後
の
対
応
も
伝
え

て
い
る
。
学
校
へ
寄
せ
ら
れ
た
保
護
者
の
声
か
ら
は
、

同
校
へ
の
深
い
信
頼
が
感
じ
ら
れ
る
（
図
）。

　

　
学
校
再
開
に
当
た
り
、

教
科
書
や
文
房
具
、
ラ

ン
ド
セ
ル
、
体
操
服
、

問
題
集
な
ど
多
く
の
学

用
品
が
各
地
か
ら
届
い

た
。
廊
下
に
は
、
全
国

の
小
学
校
、
海
外
の
学

校
か
ら
送
ら
れ
た
励
ま

し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
所

狭
し
と
貼
ら
れ
て
い
る
。

　「
今
、
子
ど
も
た
ち
は
よ
う
や
く
、
自
分
に
起
き
た

出
来
事
を
振
り
返
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
高

学
年
の
中
に
は
、
震
災
の
時
の
こ
と
を
作
文
に
書
く
子

ど
も
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
周
り
の
人
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た

気
持
ち
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
子
ど
も
た

ち
と
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
役
目
だ
と

思
い
ま
す
」（
真
壁
副
校
長
）

　「
低
学
年
の
子
ど
も
は
何
が
起
き
た
の
か
理
解
で
き

て
い
な
い
段
階
の
よ
う
で
す
。
時
間
が
経
過
し
、
自
分
が

経
験
し
た
こ
と
を
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
ら
れ
る
心
と
体
の
た
く
ま
し
さ
を

育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
佐
々
木
先
生
）

　
鵜
住
居
は
、
地
域
で
子
ど
も
を
見
守
る
と
い
う
文
化

の
あ
る
町
だ
。
新
し
い
街
づ
く
り
も
小
・
中
学
校
を
中

心
に
行
う
予
定
だ
と
い
う
。

　「
鵜
住
居
に
は
以
前
の
大
津
波
の
石
碑
が
あ
り
、『
総

合
的
な
学
習
の
時
間
』
で
昔
の
災
害
の
学
習
を
し
ま
し

た
。
今
回
の
震
災
後
、
あ
る
子
ど
も
が
『
今
度
は
自
分

た
ち
が
津
波
を
語
り
継
ぐ
ん
だ
ね
』
と
言
い
ま
し
た
。

10
年
後
、
20
年
後
、
町
を
支
え
て
い
く
の
は
こ
の
子
ど

も
た
ち
で
す
。た
と
え
こ
の
町
に
住
ん
で
い
な
く
て
も
、

自
分
の
体
験
を
後
世
に
伝
え
、
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に

変
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」（
千
葉
先
生
）

　
坂
下
校
長
は
改
め
て
今
後
の
決
意
を
こ
う
語
っ
た
。

　「
一
人
で
は
な
か
な
か
出
来
な
い
こ
と
も
、
仲
間
が

励
ま
し
て
く
れ
る
、
協
力
し
て
く
れ
る
、
困
っ
た
時
に

支
え
て
く
れ
る
。
子
ど
も
も
教
師
も
、
そ
れ
を
感
じ
ら

れ
る
の
が
学
校
で
す
。そ
う
し
た
当
た
り
前
の
こ
と
が
、

ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
く
、ど
れ
ほ
ど
重
要
で
あ
る
か
を
、

私
た
ち
は
思
い
返
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
毎
日
、
元

気
な
子
ど
も
に
会
え
る
。『
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
』と
、

み
ん
な
で
そ
ろ
っ
て
あ
い
さ
つ
が
出
来
る
。
今
ま
で
何

も
感
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
実
に
う
れ
し
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
育
の
原
点
か
ら
、
再
び
鵜

住
居
小
学
校
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

特集　未来をつくる日本の小学校

子
ど
も
と
先
生
の
姿
に

「
忘
れ
ら
れ
な
い
運
動
会
に
な
っ
た
」

育てたい大人像と
そのための小学校の役割

感謝を忘れず
復興にかかわっていく

◎非常に落ち着いた授業風景でした。何よりも先生方が「普通」に授業を進
められている姿が頼もしく感動的でした。これまでの鵜小の先生方の並々な
らぬご努力とご尽力に、深く心より感謝申し上げます。（後略）（２年生保護者・
５月の授業参観の感想）

◎久しぶりに鵜住居小学校の子どもたちを見てどうしようもなく泣きたくな
りました。（中略）運動会を見に行ってよかった。子どもたちの元気をもらっ
て私も頑張ろうと思いました。（後略）（４年生保護者・６月の運動会の感想）

◎今年は学校行事も出来るのかな？　６年生最後なのに……と思っていたの
で、運動会を「鵜住居小学校」として出来たことに校長先生をはじめ先生方
に感謝します。子どもたちはすごく輝いて見えました。「鵜小」としてやり
たいと息子も言っていたので、実現できてよかったです。全体練習も数える
くらいしかしていないと聞きましたが、それぞれが自分の役割をこなし、上
の子が下の子の面倒を見て、子どもたちの成長を見ることが出来たのでよ
かったです。忘れることの出来ない運動会になりました。（６年生保護者・
６月の運動会の感想）

保護者から寄せられた声図

＊同校の学校だよりから一部抜粋
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学
校
改
革

教
育
の
原
点

自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

全
て
の
教
育
活
動
で
一
工
夫

「
役
立
つ
自
分
」

「
感
謝
」が
あ
ふ
れ
る
学
校
に

群
馬
県

前
橋
市
立
岩
神
小
学
校

S c h o o l  D a t a

設立 1953（昭和28）年

校長 塩崎政江先生

児童数 ４０４人

学級数 １６学級（うち特別支援学級２）

所在地 〒371-0035　

 群馬県前橋市岩神町4-4-1

TEL 027-231-6162

URL http://menet.ed.jp/iwagami-es/

公開研究会　2011年11月8日（火）　

学校事例●3
関東甲信越　地区

●　自分たちが生きていけるのは当たり前のことではなく、この
地域や周囲の人々がいるからだと考え、人と人とのつながり
を大切にし、感謝の気持ちを持てる人

●　　理想や夢を諦めない人

●　周囲への感謝の気持ちを育むこと
●　この地域で育ってよかった、この地域があるから生きていけ
る、という基盤を感じられるようにすること

●　自分が出来ることを見つけて、自己有用感を持ち、臆するこ
となく実践する姿勢を育むこと

どんな大人になってほしいか

そのための小学校の役割

前
橋
市
立
岩
神
小
学
校
教
頭

飯
野
隆
宏

Iino Takahiro

「
子
ど
も
も
教
職
員
も
保
護
者
も
地
域
の

方
も
、皆
が
『
行
き
た
い
』『
協
力
し
た
い
』

と
心
か
ら
思
う
学
校
を
創
造
し
た
い
」

前
橋
市
立
岩
神
小
学
校
校
長

塩
崎
政
江

Shiozaki M
asae

「『
ど
う
せ
や
る
な
ら
楽
し
く
や
ろ
う
！
』

が
合
い
言
葉
。
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
学

校
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」

前
橋
市
立
岩
神
小
学
校

小
島
映
子

Kojim
a Eiko

教
務
主
任
。「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
思
い

や
り
の
心
を
育
て
て
い
き
た
い
」

前
橋
市
立
岩
神
小
学
校

山
口
良
枝

Yam
aguchi Yoshie

研
修
主
任
、
１
学
年
主
任
。「
自
分
を
大
事

に
す
る
と
共
に
、
周
囲
の
人
も
大
事
に
す

る
子
ど
も
を
育
て
た
い
」

未来に残したい　岩神小学校の力強さ
◎持てる力を自ら発揮しようとしない子どもたちの状況の改善
には、子どもが自己有用感を高める場を大人が意図的につく
る必要があると考え、全ての教育活動で子どもが「役立つ自
分」を感じられるような指導を行っている

◎学校内にとどまらず、保護者やＰＴＡなどとも、学校の思い
や取り組みを共有。学校を、保護者や地域全体と、「ありが
とう」と伝え合い、気持ちを交流し合う場としている
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前
橋
市
立
岩
神
小
学
校
は
、
前
橋
市
の
中
心
部
に
ほ

ど
近
い
住
宅
街
に
位
置
す
る
。
子
ど
も
は
総
じ
て
活
発

だ
が
、
自
己
有
用
感
の
低
さ
が
課
題
だ
っ
た
と
塩
崎
政

江
校
長
は
話
す
。

　「
３
年
前
に
本
校
へ
赴
任
し
た
時
、
力
は
あ
る
の
に

出
し
切
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
自
分
か
ら
発
揮
し
よ

う
と
し
な
い
子
ど
も
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
れ
は
子
ど
も
の
せ
い
で
は
な
く
、
む
し
ろ
子
ど
も
が

自
信
を
深
め
た
り
、
自
己
有
用
感
を
高
め
た
り
す
る
場

を
十
分
に
用
意
で
き
て
い
な
い
大
人
に
責
任
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
今
の
社
会
で
は
、
家
族

や
学
校
の
一
員
と
し
て
、
子
ど
も
が
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
力
を
発
揮
す
る
場
を
、
大
人
が
意
図
的
に
つ
く
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　
飯
野
隆
宏
教
頭
も
子
ど
も
の
様
子
を
こ
う
話
す
。

　「
失
敗
を
恐
れ
て
積
極
的
に
挑
戦
し
な
か
っ
た
り
、

勇
気
を
出
し
て
挑
戦
し
て
も
周
囲
に
認
め
ら
れ
な
い
と

必
要
以
上
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
子
ど
も
が

目
に
付
き
ま
し
た
」

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
同
校
は
２
０
１
０
年
度

か
ら
「『
役
立
つ
自
分
』
を
目
指
し
て
取
り
組
む
児
童

の
育
成
」
を
研
究
主
題
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

研
修
主
任
の
山
口
良
枝
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
自
分
が
大
切
な
存
在
だ
と
感
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、

自
分
を
出
し
切
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
が
人
の
た
め
に
『
役
立
つ
』

経
験
を
す
る
こ
と
で
、
自
己
有
用
感
が
高
ま
り
、
自
信

が
付
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
物
事
に
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
な
れ
ば
、
自
分
も
、
家
族
や
地
域
、
友
だ
ち
な

ど
、
周
囲
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、

人
の
大
切
さ
や
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う
の

で
す
」

　
学
校
づ
く
り
の
方
針
は「
み
ん
な
が
楽
し
い
岩
神
小
」

で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　「
本
校
の
目
指
す
『
楽
し
さ
』
は
、『
人
の
役
に
立
っ

て
い
る
と
い
う
楽
し
さ
』
で
す
。
人
に
あ
り
が
と
う
と

言
い
た
い
、
人
か
ら
あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
た
い
、
そ

ん
な
子
ど
も
を
育
み
た
い
と
思
い
ま
す
」（
塩
崎
校
長
）

　
同
校
で
は
、
教
育
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
「
役
立

つ
自
分
」
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　
普
段
の
授
業
で
は
、「
役
立
つ
自
分
」「
み
ん
な
の
お

か
げ
」
と
い
う
思
い
が
土
台
と
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も

が
間
違
え
て
発
言
し
て
も
、教
師
は
「
そ
れ
は
違
う
よ
」

と
は
言
わ
ず
に
、「
あ
な
た
が
発
言
し
て
く
れ
た
か
ら
、

み
ん
な
が
考
え
る
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
た
」
と
授
業
を

進
め
る
。
教
師
の
言
葉
が
少
し
違
う
だ
け
で
、「
発
言

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
気
持
ち
を
自
然
に

持
て
、
授
業
中
の
発
言
に
も
積
極
的
に
な
れ
る
。

　「
授
業
で
も
、『
出
来
た
』『
う
れ
し
い
』『
伝
え
た
い
』

と
い
う
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
は
学
び
に
向
か

い
ま
せ
ん
。
教
師
が
一
方
的
に
『
良
い
授
業
』
を
考
え

て
つ
く
り
込
む
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
か
を
し
っ
か
り
見
取
り
、
授
業
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
塩
崎
校
長
）

　
高
学
年
に
お
い
て
は
、
家
庭
科
を
中
心
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
教
務
主
任
の
小
島
映
子
先
生
は
次
の

よ
う
に
語
る
。

　「
家
庭
科
は
、
学
び
を
家
庭
生
活
や
家
族
の
た
め
に

生
か
す
の
に
最
適
な
教
科
で
す
。
５
年
生
か
ら
６
年
生

に
か
け
て
、
調
理
や
裁
縫
な
ど
自
分
の
出
来
る
こ
と
を

増
や
し
、
そ
れ
を
家
族
、
家
庭
生
活
に
生
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
役
立
ち
を
感
じ
る
場
面
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
家
族
の
役
に
立
っ
て
う
れ
し
い
と
感
じ
る
こ
と

で
、『
ま
た
や
ろ
う
』と
い
う
意
欲
が
生
ま
れ
る
の
で
す
」

　
授
業
以
外
の
場
面
で
は
、
感
謝
の
心
と
役
立
ち
感
、

自
分
の
行
為
が
喜
ば
れ
る
こ
と
の
う
れ
し
さ
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
へ
の
働
き
掛
け
を
工
夫
す
る
。

　「
な
か
よ
し
タ
イ
ム
」を
例
に
見
て
み
よ
う
。こ
れ
は
、

１
年
生
と
６
年
生
、
２
年
生
と
４
年
生
、
３
年
生
と
５

年
生
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
、
月
１
回
、
朝
の
時
間
に

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
を
し
て
一
緒
に
遊
ぶ
異
学
年
交
流

の
時
間
だ
。
上
級
生
と
下
級
生
が
ペ
ア
と
な
り
、
１
年

間
、
活
動
を
共
に
す
る
。
す
る
と
、
普
段
の
休
み
時
間

で
も
、
６
年
生
が
１
年
生
の
教
室
に
行
き
、
一
緒
に
遊

ぶ
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
光
景
は
以
前
か
ら

日
常
的
に
見
ら
れ
た
が
、「
役
立
つ
自
分
」
を
テ
ー
マ

に
研
究
を
始
め
て
か
ら
変
わ
っ
た
の
は
、
教
師
の
子
ど

も
へ
の
声
掛
け
だ
。

　「
か
つ
て
、
下
級
生
に
は
、
上
級
生
に
来
て
も
ら
う

こ
と
を
当
た
り
前
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
面
が
見
ら
れ

「
役
立
つ
自
分
」を
感
じ
て

積
極
的
に
力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い

小
さ
な
成
長
を
見
逃
さ
ず

子
ど
も
に
伝
え
る
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ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
教
師
が
１
年
生
に
『
６

年
生
が
来
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
ね
』
な
ど
と
意
図
的
に

声
を
掛
け
続
け
た
こ
と
で
、『
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ

ん
が
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
る
』
と
意
識
し
、
感
謝
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
上
級
生
に
目
を
向
け
る

と
、
同
学
年
の
友
だ
ち
だ
け
で
活
動
す
る
場
面
で
は
あ

ま
り
意
欲
的
で
な
い
子
ど
も
が
、
下
級
生
と
活
動
す
る

時
に
は
リ
ー
ド
す
る
姿
を
見
せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

教
師
は
そ
う
し
た
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
褒
め
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」（
山
口
先
生
）

　
毎
年
６
月
頃
に
５
〜
６
年
生
が
行
う
プ
ー
ル
清
掃
で

も
、11
年
度
は
一
工
夫
し
た
。
掃
除
の
様
子
を
撮
影
し
、

全
校
児
童
の
前
で
紹
介
し
た
の
だ
。
そ
れ
を
見
た
１
〜

４
年
生
は
自
然
と
そ
の
場
で
感
謝
を
伝
え
た
。
５
〜
６

年
生
は
う
れ
し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
た
と
い
う
。

　
小
島
先
生
は
、
少
し
気
付
き
を
促
す
だ
け
で
子
ど
も

た
ち
の
意
識
は
大
き
く
変
わ
る
と
話
す
。

　「
プ
ー
ル
が
ど
の
よ
う
に
し
て
き
れ
い
に
な
っ
た
の

か
を
伝
え
な
け
れ
ば
、
下
級
生
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

５
〜
６
年
生
も
下
級
生
に
感
謝
さ
れ
、
よ
り
一
層
自
分

が
役
に
立
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
し
た
」

　
全
校
児
童
が
地
域
に
出
て
掃
除
を
す
る「
公
道
清
掃
」

で
は
、学
校
と
は
違
う
気
付
き
を
促
せ
る
場
面
も
あ
る
。

11
年
６
月
に
６
年
生
が
公
園
を
掃
除
し
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
ご
み
が
あ
ま
り
落
ち
て
い
な
か
っ
た
。
２
日
前
に

地
域
の
人
た
ち
が
清
掃
し
た
か
ら
だ
っ
た
。

　「
た
だ
ご
み
を
拾
え
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
普
段
、

公
園
が
き
れ
い
な
の
は
地
域
の
人
々
が
掃
除
を
し
て
く

れ
て
い
る
か
ら
だ
と
、
子
ど
も

が
気
付
く
よ
う
な
指
導
が
大

切
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
子
ど

も
に
も
地
域
の
た
め
に
頑
張

ろ
う
と
い
う
意
識
が
芽
生
え

ま
す
」（
小
島
先
生
）

　
１
年
生
は
安
全
上
の
理
由

か
ら
校
庭
の
石
拾
い
を
担
当
。

初
め
て
「
役
立
つ
喜
び
」
を
感

じ
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。

　「
子
ど
も
た
ち
と
『
こ
の
石

を
拾
っ
た
ら
、
み
ん
な
が
転
び

に
く
く
な
る
ね
』
と
言
い
な
が
ら
作
業
を
し
ま
し
た
。

入
学
し
て
か
ら
上
級
生
に
し
て
も
ら
っ
て
ば
か
り
だ
っ

た
自
分
た
ち
が
役
立
て
る
、
そ
の
喜
び
が
活
動
へ
の
意

欲
の
源
と
な
っ
て
い
ま
し
た
」（
山
口
先
生
）

　
入
学
後
２
か
月
で
こ
の
よ
う
に
考
え
る
１
年
生
が
育

つ
背
景
に
は
、「
上
級
生
に
こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
し
て

も
ら
っ
た
ね
。
今
日
は
み
ん
な
が
お
返
し
で
き
る
ね
」

と
語
り
掛
け
て
い
る
教
師
の
指
導
が
あ
る
。

　「
役
立
つ
自
分
」
の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
塩

崎
校
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
ま
ず
、
子
ど
も
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
つ
く

る
こ
と
。
そ
し
て
、
教
師
が
『
家
族
や
友
だ
ち
、
地
域

の
人
々
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
み
ん
な
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
る
よ
』
と
伝
え
る
こ
と
で
す
。『
み
ん
な
が
自
分

の
た
め
に
し
て
く
れ
て
い
る
』
と
気
付
け
ば
、『
自
分

も
そ
の
人
た
ち
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
』
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
し
っ
か
り
見
取
り
、
褒

め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
際
、
担
任
以
外
の
先
生
か
ら
褒

め
ら
れ
る
の
は
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
学
級
を
超
え
て

子
ど
も
を
よ
く
見
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」

　「
役
立
つ
自
分
」
へ
の
取
り
組
み
で
は
、
家
庭
科
や

学
校
行
事
、
地
域
活
動
な
ど
、
６
年
間
の
流
れ
が
系
統

立
て
て
整
理
さ
れ
、
模
造
紙
で
校
内
に
掲
示
さ
れ
て
い

る
。
感
謝
の
気
持
ち
を
自
由
に
書
く
「
あ
り
が
と
う
短

冊
」
も
、
校
長
室
の
前
に
所
狭
し
と
貼
ら
れ
て
い
る
。

　「
校
内
に
掲
示
す
る
こ
と
で
、
１
〜
６
年
生
の
取
り

組
み
が
ど
う
結
び
付
い
て
い
る
の
か
、
根
底
に
は
ど
ん

な
思
い
が
あ
る
の
か
、
教
師
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
や

保
護
者
に
共
有
し
や
す
く
な
り
ま
す
」（
小
島
先
生
）
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学
校
改
革

教
育
の
原
点

自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

「
あ
り
が
と
う
」の
気
持
ち
を

交
流
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る

他にも、プレゼントをもらった保護者の気持ちを書いてもら
うワークシートも作成。親子の気持ちを交流できる
＊同校の資料をそのまま掲載

プレゼント作りのワークシート図
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取
り
組
み
の
総
ま
と
め
と
も
い
え
る
「
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
よ
う
」
の
活
動
の
一
つ
は
、
６
年
生
の
２
学

期
後
半
に
家
庭
科
で
行
う
家
族
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

だ
。
小
島
先
生
が
作
成
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
図
）
は
、

「
だ
れ
に
ど
ん
な
も
の
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
か
、
そ

れ
は
な
ぜ
か
」「
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
か
」
な
ど
の
項
目
に
よ
り
、
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。教
師
は「
こ

の
子
が
家
族
に
対
し
て
こ
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
の

か
」
と
、
普
段
と
は
違
う
一
面
を
発
見
す
る
と
い
う
。

　「
親
も
子
も
、
日
常
で
改
ま
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
機
会
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。『
し
て
も
ら
っ

て
う
れ
し
い
』『
し
て
よ
か
っ
た
』
と
い
う
気
持
ち
を

交
流
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
学
校
が
つ
く
れ
た
ら
と
思

い
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
考
え
ま
し
た
」（
小
島
先
生
）

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
の
授
業
に
は
学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
入
る
。
多
く
は
児
童
の
母
親
だ
。

　「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
、
楽
し
ん
で
授
業
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
役
に
立
つ
喜
び
が
あ
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」（
塩
崎
校
長
）

　
役
立
つ
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
の
輪
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
の
特
集
と
し
て

「『
役
立
つ
自
分
』
を
め
ざ
し
て
」
が
組
ま
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

主
催
「
親
子
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
年
2
回
）
の
参

加
者
は
例
年
以
上
に
多
か
っ
た
。
保
護
者
か
ら
は
「
子

ど
も
が
毎
日
通
う
学
校
を
き
れ
い
に
出
来
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
感
謝
の
言
葉
を
伝
え

合
う
機
会
が
格
段
に
増
え
、
学
校
全
体
に
「
役
立
つ
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
、う
れ
し
さ
」
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
子
ど
も
へ
の
思
い
を
、

塩
崎
校
長
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

　「
今
は
、
比
較
的
、
何

で
も
手
に
入
る
豊
か
な

時
代
で
す
。
し
か
し
、

10
年
後
、
20
年
後
の
社

会
は
、
む
し
ろ
『
豊
か

さ
は
当
た
り
前
で
は
な

い
』と
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
自
分
が
い
る
の
は
当
た
り
前
で
は
な

く
、
こ
の
地
域
や
周
囲
の
人
々
が
い
る
か
ら
生
き
て
い

る
と
考
え
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
、

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
本
格
的
な
思
春
期
に
入
る
前
の
小
学
校
時
代
に
、

周
囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
、
こ
の
地
域
で
育
っ
て
よ

か
っ
た
と
い
う
基
盤
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。こ
の
基
盤
が
あ
れ
ば
、世
界
中
ど
こ
へ
行
っ

て
も
自
信
を
持
っ
て
生
き
て
い
け
る
と
思
う
の
で
す
」

　
飯
野
教
頭
も
言
葉
を
続
け
る
。

　「
子
ど
も
に
は
、理
想
や
夢
を
諦
め
な
い
大
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
が
出
来

る
こ
と
を
見
つ
け
て
臆
す
る
こ
と
な
く
実
践
す
る
姿
勢

を
育
み
な
が
ら
、
世
界
に
目
を
向
け
て
将
来
の
夢
を
設

計
し
、
そ
れ
を
語
っ
た
り
図
や
絵
で
表
現
し
た
り
で
き

る
教
育
課
程
を
考
え
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　
同
校
の
職
員
室
の
机
に
は
、
塩
崎
校
長
が
書
い
た
メ

モ
が
よ
く
置
か
れ
て
い
る
。「
今
日
、
Ａ
く
ん
が
こ
ん

な
良
い
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
」
と
い
っ
た
内
容
だ
。

　「
私
が
教
室
で
『
今
日
、
校
長
先
生
が
褒
め
て
い
た

子
が
こ
の
ク
ラ
ス
に
い
ま
す
』
と
伝
え
る
と
、
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
し
ま
す
。『
１
年
１
組
は
こ
う
だ
ね
』

と
お
お
ま
か
に
褒
め
る
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
が
ど
の
よ
う
に
育
っ
て
い
る
の
か
を
つ
ぶ
さ
に

見
て
、
具
体
的
に
褒
め
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
」（
山
口
先
生
）

　
塩
崎
校
長
は
幼
稚
園
教
諭
と
園
長
を
務
め
た
経
験
が

あ
り
、
そ
の
時
と
同
様
に
人
数
が
多
く
な
っ
て
も
子
ど

も
の
名
前
と
顔
は
全
員
一
致
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
校
長
の
仕
事
の
一
つ
は
子
ど
も
の
良
さ
を
皆
に
伝

え
る
こ
と
で
す
。
良
い
こ
と
は
す
ぐ
に
伝
え
た
い
の
で

メ
モ
を
置
き
ま
す
。
こ
れ
は
先
生
方
に
も
言
え
る
こ
と

で
、
ど
の
先
生
に
も
良
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
引
き
出
し
て
皆
に
伝
え
る
の
が
、
私
の
役
割
で
す
」

（
塩
崎
校
長
）

　
職
員
会
議
が
終
わ
る
の
は
午
後
４
時
だ
が
、
そ
こ
か

ら
１
時
間
、
教
師
の
情
報
交
換
が
続
く
の
が
恒
例
だ
。

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
周
り

に
相
談
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
る
か
ら
だ
。

　「
理
想
の
上
司
と
も
い
え
る
塩
崎
校
長
の
下
で
、
と

に
か
く
自
分
が
実
践
し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
先
生
方
と

共
に
進
も
う
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
い
う
飯
野
教
頭
の

言
葉
か
ら
も
、
学
校
の
一
体
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　「
問
題
を
抱
え
て
い
て
も
、
皆
に
相
談
す
れ
ば
何
と

か
な
る
と
思
え
る
の
が
本
校
の
強
み
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
『
子
ど
も
の
た
め
』
と
い
う
視
点
を
変
え
ず
に
研
究

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
山
口
先
生
）

育てたい大人像と
そのための小学校の役割

周りへの感謝を忘れず
夢を諦めない大人に
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自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

全
員
が
同
じ
土
俵
で
行
う

授
業
研
究
を
核
に
、子
ど
も
も

教
師
も
学
び
続
け
る
集
団
に

愛
知
県

名
古
屋
市
立
東ひ

が
し

桜さ
く
ら

小
学
校

S c h o o l  D a t a

設立 １８７２（明治５）年

校長 坂野重法先生

児童数 261人

学級数 １０学級

所在地 〒461-0005　　

 愛知県名古屋市東区東桜1-13-１

TEL 052-961-7877

URL http://www.higashisakura-e.nagoya-c.ed.jp/

公開研究会　未定　

学校事例●4
東海北陸　地区

●　自分の根っこ（得意なこと、郷土愛）を持てる人
●　　自分の頭で考えて自分の意見を言える人
●　相手の意見を取り入れて、柔軟に変化することが出来る人
●　　みんなと共同作業が出来る人

●　一人ひとりの子どもの良さを見つけて伝えること
●　生涯にわたって「学び続けたい」と思える意欲を育むこと
●　子ども同士が学び合える話し合い活動が出来る指導法をつく
り上げること

●　学習習慣や生活習慣をはじめ、小学生の間に身に付けさせた
い基礎的な力を付けること

どんな大人になってほしいか

そのための小学校の役割

名
古
屋
市
立
東
桜
小
学
校
教
頭

土
屋
眞
治

Tsuchiya Shinji

「
自
分
の
良
さ
を
見
つ
け
、
向
上
心
を
持
っ

て
少
し
で
も
高
め
よ
う
と
す
る
子
ど
も
を

育
て
た
い
」

名
古
屋
市
立
東
桜
小
学
校
校
長

坂
野
重
法

B
anno Shigenori

「
昨
日
よ
り
一
歩
前
進
し
て
い
る
自
分
で
あ

り
た
い
。
校
長
と
し
て
一
日
一
日
、
子
ど

も
が
前
進
で
き
る
学
校
を
つ
く
り
た
い
」

名
古
屋
市
立
東
桜
小
学
校

山
本
伸
吾

Yam
am

oto Shingo

教
務
主
任
。「
自
分
の
生
活
す
る
地
域
で
、

周
囲
の
人
と
上
手
に
か
か
わ
り
、
仲
良
く

協
力
し
て
過
ご
せ
る
子
ど
も
を
育
て
た
い
」

未来に残したい　東桜小学校の力強さ
◎子どもの学ぶ意欲を育むこと、学び合う楽しさを伝えること
を学校の役割と捉え、そのための授業づくりに、教師全員で
一丸となって取り組んでいる

◎授業だけでなく教育目標づくりなどでも、全ての教師が同じ
土俵で話し合い、考えることで、集団の質を高め、教師自身
も学び続ける集団になることを目指している
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名
古
屋
市
立
東ひ

が
し

桜さ
く
ら

小
学
校
は
名
古
屋
市
の
中
心
部

に
位
置
し
て
い
る
。
自
然
や
虫
に
興
味
を
持
ち
、
心
優

し
い
、
落
ち
着
い
た
子
ど
も
が
多
く
、
家
庭
や
地
域
は
、

学
校
に
対
し
て
と
て
も
協
力
的
だ
と
い
う
。
子
ど
も
の

様
子
に
つ
い
て
、坂ば

ん

野の

重
法
校
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
ど
の
子
ど
も
も
礼
儀
正
し
く
素
直
で
、
家
庭
で
大

事
に
育
て
ら
れ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
基
本
的
な
学

習
習
慣
や
生
活
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
る
子
ど
も
が
多

い
た
め
、
授
業
づ
く
り
に
多
く
の
力
を
注
ぎ
や
す
い
の

は
、
本
校
の
強
み
で
す
」

　
子
ど
も
同
士
の
仲
も
良
く
、
校
内
は
温
か
い
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
半
面
、
多
様
な
人
間
関
係
の

中
で
も
ま
れ
る
経
験
が
少
な
く
、
自
分
の
意
見
を
積
極

的
に
出
す
た
く
ま
し
さ
に
欠
け
る
こ
と
が
課
題
だ
と
い

う
。

　
同
校
の
校
内
研
究
の
テ
ー
マ
は
、「
意
欲
的
に
学
び

続
け
る
子
を
め
ざ
し
て
〜
学
び
合
え
る
話
し
合
い
活
動

を
通
し
て
〜
」
だ
。
授
業
で
の
学
び
合
い
を
通
し
て
、

学
ぶ
意
欲
を
育
む
研
究
に
取
り
組
む
。
研
究
テ
ー
マ
の

背
景
に
あ
る
思
い
を
坂
野
校
長
は
こ
う
語
る
。

　「
以
前
に
比
べ
、
子
ど
も
が
学
習
に
意
義
を
見
い
だ

し
に
く
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
社
会
が

変
化
し
、
良
い
大
学
や
会
社
に
入
る
た
め
に
学
習
す
る

と
い
う
前
提
が
崩
れ
、『
ど
う
し
て
勉
強
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
？
』
と
い
う
子
ど
も
の
疑
問
に
答
え
に
く

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
下
で
、
私
た
ち
教
師

は
、
今
ま
で
以
上
に
子
ど
も
に
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を

教
え
、『
勉
強
そ
の
も
の
が
楽
し
い
』『
自
分
が
成
長
す

る
の
が
う
れ
し
い
』
と
実
感
さ
せ
て
、
も
っ
と
学
び
た

い
と
思
う
意
欲
を
引
き
出
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
」

　
同
校
の
授
業
を
見
る
と
、
挙
手
を
し
て
発
言
し
た
が

る
子
ど
も
が
多
く
、
十
分
に
意
欲
を
持
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
し
か
し
、
土
屋
眞
治
教
頭
は
、
人
の
意
見

を
聞
い
て
自
分
の
意
見
を
深
め
、
発
展
さ
せ
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
抱
く
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
本
当
の
意
味

で
の
意
欲
だ
と
い
う
。

　「
発
言
が
多
い
の
は
良
い
こ
と
で
す
が
、『
友
だ
ち
よ

り
早
く
言
い
た
い
』『
自
分
の
考
え
を
た
く
さ
ん
言
い

た
い
』
と
い
う
気
持
ち
か
ら
の
発
言
は
、
ひ
と
り
よ
が

り
で
本
校
の
目
指
す
意
欲
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
友
だ
ち

の
考
え
を
よ
く
聞
い
て
、
自
分
の
考
え
を
変
容
さ
せ
て

い
く
こ
と
の
価
値
を
理
解
し
、
友
だ
ち
と
学
び
合
い
た

い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
が
学
校

で
勉
強
す
る
意
味
だ
と
思
い
ま
す
し
、
私
た
ち
の
考
え

る
『
意
欲
』
で
す
」

　
教
務
主
任
の
山
本
伸
吾
先
生
も
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
意
欲
は
、
教
師
が
教
え
て
育
つ
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
が
自
分
で
学
び
た
い
と
思
え
る
よ
う
に

ど
の
よ
う
に
導
く
の
か
。
教
師
が
言
わ
な
く
て
も
興
味

を
持
っ
た
こ
と
を
調
べ
る
、
自
分
だ
け
で
な
く
み
ん
な

に
も
教
え
た
い
と
思
う
、
友
だ
ち
の
考
え
を
取
り
入
れ

よ
う
と
思
う
。
そ
う
な
っ
た
時
が
、
意
欲
が
高
ま
っ
た

時
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
感
じ
る
授
業
を
つ
く

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
学
習
意
欲
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
の
研
究
は
、

２
０
０
９
年
度
か
ら
続
け
て
い
る
。
10
年
度
ま
で
は
、

ま
ず
学
習
意
欲
と
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
、

学
習
意
欲
の
土
台
と
し
て
、
基
礎
・
基
本
と
な
る
学
習

習
慣
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
る
指
導
に
取
り
組
ん
だ
。

更
に
、
話
型
や
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
を
用
い
る
な
ど
し
て
、

子
ど
も
が
自
分
の
考
え
を
上
手
に
表
現
す
る
こ
と
、
そ

し
て
、
友
だ
ち
の
考
え
に
対
し
て
賛
成
・
反
対
・
付
け

足
し
な
ど
を
表
明
す
る
力
を
育
て
る
こ
と
に
注
力
し
て

き
た
。
11
年
度
は
、
学
び
合
い
に
よ
る
考
え
の
変
容
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
の
考
え
が
よ
り
深
ま
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　「
教
師
の
発
問
」
は
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
だ
。

発
問
は
、
答
え
が
一
つ
で
は
な
い
「
オ
ー
プ
ン
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
」に
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。例
え
ば
、「
ア

メ
リ
カ
大
陸
を
発
見
し
た
の
は
誰
か
」と
い
う
質
問
は,

答
え
が
一
つ
し
か
な
い「
ク
ロ
ー
ズ
ド
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
」

で
あ
り
、
知
っ
て
い
る
子
ど
も
し
か
答
え
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
、「
ど
う
し
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
発
見
し
た
い

と
思
っ
た
の
か
」
な
ど
、
オ
ー
プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
に

し
て
多
様
な
考
え
が
出
や
す
い
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、

子
ど
も
の
考
え
を
つ
な
ぐ
問
い
返
し
の
仕
方
や
板
書
の

仕
方
も
工
夫
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
授
業
を
つ
く
る
た
め
に
、
同
校
が
大
切

に
し
て
い
る
の
は
授
業
研
究
だ
。
教
師
全
員
が
そ
れ
ぞ

れ
年
間
１
回
以
上
公
開
授
業
を
行
い
、
事
前
・
事
後
検

学
び
合
う
楽
し
さ
を
伝
え

学
ぶ
意
欲
を
育
み
た
い

授
業
中
の
発
言
記
録
と
検
討
会
で

共
同
で
授
業
を
つ
く
り
上
げ
る
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討
会
も
低
・
中
・
高
学
年
の
部
会
に
分
か
れ
て
、
そ
の

都
度
開
く
。
他
に
年
２
回
の
全
体
公
開
授
業
も
実
施
し

て
い
る
。

　
事
前
検
討
会
で
は
、
指
導
案
の
作
成
だ
け
で
な
く
、

教
師
が
子
ど
も
役
に
な
る
模
擬
授
業
を
必
ず
行
う
。
山

本
先
生
は
、
そ
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
指
導
案
は
頭
の
中
で
描
い
た
も
の
な
の
で
、
実
際

に
授
業
を
し
て
み
る
と
予
想
外
の
こ
と
が
起
こ
り
ま

す
。
模
擬
授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
問
が
分
か

り
に
く
か
っ
た
り
、
子
ど
も
か
ら
想
定
し
て
い
な
い

反
応
が
あ
っ
た
り
、
授
業
の
展
開
が
ス
ム
ー
ズ
で
は
な

か
っ
た
り
す
る
こ
と
に
自
ら
気
付
き
、
授
業
前
に
修
正

で
き
る
の
で
す
」

　
授
業
の
「
リ
ハ
ー
サ
ル
」
を
行
う
こ
と
は
、
授
業
者

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
役
と
し
て
参
加
し
た
教
師
に

と
っ
て
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
授
業
の
流
れ
や
発
問

の
内
容
を
事
前
に
把
握
し
て
お
け
る
の
で
、
授
業
で
は

子
ど
も
の
様
子
を
よ
り
見
取
る
こ
と
が
出
来
、
事
後
検

討
会
で
の
議
論
が
深
ま
る
か
ら
だ
。
授
業
者
と
他
の

教
師
が
共
同
で
授
業
を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
意
識
が
持

て
、
教
師
集
団
と
し
て
の
一
体
感
も
強
ま
る
。

　
公
開
授
業
で
は
、
教
師
の
発
問
や
子
ど
も
の
発
言
の

全
て
を
、
担
当
者
が
パ
ソ
コ
ン
で
記
録
す
る
。
授
業
後

に
す
ぐ
に
印
刷
し
て
、
事
後
検
討
会
の
議
論
の
材
料
と

す
る
た
め
だ
。

　「
事
後
検
討
会
は
、『
授
業
は
こ
う
あ
る
べ
き
』
な
ど

の
抽
象
的
な
議
論
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
詳
細

な
授
業
記
録
が
あ
る
と
、
事
実
に
即
し
た
話
し
合
い
が

出
来
、
解
決
策
も
具
体
的
に
な
り

ま
す
」（
坂
野
校
長
）

　
坂
野
校
長
が
全
て
の
公
開
授
業

を
参
観
し
、
講
評
を
書
い
て
教
師

全
員
に
配
る
の
も
特
徴
だ
。
授
業

が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
気
付
い
た
こ

と
な
ど
を
書
き
始
め
、
Ａ
４
版
４

〜
５
枚
の
量
に
講
評
を
ま
と
め
て
、

基
本
的
に
当
日
、配
布
す
る
（
図
）。

　「
先
生
方
の
授
業
を
見
せ
て
も
ら

い
、
勉
強
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
へ

の
お
礼
を
込
め
て
、
コ
メ
ン
ト
を

し
て
い
ま
す
。
授
業
者
に
対
し
て

個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
ま
す
が
、

講
評
を
先
生
方
全
員
に
配
布
す
る

の
は
、
例
え
ば
『
こ
の
部
分
を
見

習
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
っ
た
こ
と

を
他
の
先
生
に
伝
え
た
い
か
ら
で

す
。
私
も
先
日
、
模
擬
授
業
を
し

ま
し
た
が
、
大
切
だ
と
思
う
の
は
、

若
手
教
師
も
ベ
テ
ラ
ン
教
師
も
、

皆
が
同
じ
土
俵
の
上
で
一
生
懸
命

に
授
業
を
す
る
こ
と
で
す
。
ベ
テ

ラ
ン
教
師
が
一
生
懸
命
、
教
材
研

究
を
す
る
姿
を
見
て
、
若
手
教
師

1

2

3

4

5

6

7

8

学
校
改
革

教
育
の
原
点

自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

皆
が
同
じ
土
俵
で

一
生
懸
命
に
授
業
を
す
る

「学び合い」についての考え方や授業づくりの
ポイントと、本時の授業についてのコメントが記
される

＊同校の資料をそのまま掲載。子どもの名前は仮名

授業については教師の発問と子どもの発言を
並べ、詳細な分析やアドバイスが書かれている

坂野校長による公開授業の講評（一部抜粋）図
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も
頑
張
ろ
う
と
思
う
で
し
ょ
う
。
教
師
の
技
も
伝
承
さ

れ
て
い
く
と
思
う
の
で
す
」（
坂
野
校
長
）

　「
坂
野
校
長
の
コ
メ
ン
ト
は
皆
が
楽
し
み
に
し
て
お

り
、
配
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
読
み
始
め
ま
す
。
自
分
の
授

業
を
振
り
返
る
、
ま
た
他
の
先
生
方
が
学
ぶ
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
土
屋
教
頭
）

　
時
に
は
厳
し
い
コ
メ
ン
ト
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
は

教
師
の
指
導
力
を
高
め
る
た
め
に
不
可
欠
だ
と
考
え

る
。
地
域
的
に
保
護
者
が
教
育
熱
心
で
あ
り
、
学
校
へ

の
期
待
が
非
常
に
高
い
こ
と
も
あ
り
、
全
て
の
教
師
が

一
定
水
準
以
上
の
授
業
を
出
来
る
よ
う
に
育
て
、
教
師

や
学
校
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
も
強
い
と
い

う
。

　
坂
野
校
長
の
姿
勢
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
校
で
は

教
師
が
話
し
合
い
、
共
同
で
授
業
や
学
校
経
営
を
考
え

る
方
針
を
大
切
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
学
校
教
育
目

標
は
、
中
・
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
各
部

会
が
単
年
度
の
具
体
的
な
目
標
を
つ
く
り
上
げ
る
。

　「
子
ど
も
と
日
々
接
し
て
い
る
教
師
が
検
討
す
る
か

ら
こ
そ
、
具
体
的
な
目
標
を
設
定
で
き
ま
す
。
更
に
、

自
分
た
ち
で
決
め
た
目
標
だ
か
ら
達
成
し
よ
う
と
い
う

強
い
気
持
ち
が
生
ま
れ
ま
す
」（
山
本
先
生
）

　
坂
野
校
長
は
こ
の
よ
う
に
話
す
。

　「
校
長
一
人
が
力
ん
で
全
て
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
し

て
も
、
先
生
方
は
そ
の
気
に
な
ら
ず
、
目
標
は
『
絵
に

描
い
た
餅
』
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
共
同
作
業
は
集

団
の
質
を
高
め
、
人
間
関
係
を
良
く
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
」

　
年
度
末
に
は
、
学
校
関
係
者
評
価
の
際
に
、
各
部
会

の
部
長
が
保
護
者
や
地
域
住
民
に
対
し
て
、
目
標
に
対

す
る
成
果
や
課
題
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

　「
学
校
関
係
者
評
価
の
関
係
者
に
は
、
課
題
は
指
摘

し
て
も
ら
い
ま
す
が
、
良
い
取
り
組
み
や
成
果
に
対
し

て
は
、『
出
来
る
だ
け
、
先
生
を
褒
め
て
ほ
し
い
』
と

話
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
同
じ
く
、
教
師
も
学
び
続

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
、
外
部
か
ら
良

い
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
は
、
と
て
も
大
き
な
や
る
気

の
源
に
な
り
ま
す
」（
坂
野
校
長
）

　
10
年
先
、
20
年
先
を

見
据
え
た
時
、研
究
テ
ー

マ
で
あ
る
「
意
欲
的
に

学
び
続
け
る
こ
と
」
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る

と
、
同
校
は
考
え
る
。

そ
の
学
び
続
け
る
姿
勢

を
育
て
る
に
は
自
己
肯

定
感
を
高
め
る
こ
と
も

重
要
な
こ
と
だ
と
、
土
屋
教
頭
は
言
う
。

　「
得
意
な
こ
と
を
自
覚
で
き
る
と
、
自
信
を
持
っ
て

自
分
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
が
成
長
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
良
さ
を
見
つ
け
て
、
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
山
本
先
生
は
、
自
分
を
認
め
ら
れ
た
次
の
段

階
と
し
て
、
人
と
互
い
に
か
か
わ
り
合
う
こ
と
が
大
切

だ
と
言
う
。

　「
郷
土
に
愛
着
を
持
ち
、
そ
の
上
で
世
界
の
人
た
ち

と
仲
良
く
し
て
い
け
る
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」

　
二
人
の
先
生
の
話
を
踏
ま
え
て
、
坂
野
校
長
は
次
の

よ
う
に
話
す
。

　「
価
値
観
は
ま
す
ま
す
多
様
化
し
、
今
後
ど
の
よ
う

な
社
会
に
な
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

得
意
な
こ
と
や
郷
土
愛
と
い
う
自
分
の
根
っ
こ
を
持
つ

こ
と
は
、
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、『
自

分
の
頭
で
考
え
て
自
分
の
意
見
を
言
う
』『
相
手
の
意

見
を
取
り
入
れ
て
柔
軟
に
変
わ
っ
て
い
く
』『
み
ん
な

と
一
緒
に
共
同
作
業
を
す
る
』
と
い
う
三
つ
の
こ
と
が

出
来
れ
ば
、
充
実
し
た
生
き
方
を
し
て
い
け
る
で
し
ょ

う
。
小
学
生
の
時
に
身
に
付
け
る
べ
き
学
習
習
慣
や
生

活
習
慣
を
土
台
と
し
た
上
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
意
欲

を
持
ち
、
学
び
続
け
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」

　
学
び
続
け
る
姿
勢
に
関
し
て
は
、
教
師
も
同
じ
だ
。

学
び
合
い
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
見
方
、
授

業
の
組
み
立
て
方
、
授
業
研
究
の
仕
方
な
ど
が
変
わ
っ

て
き
た
。
更
に
、
教
師
同
士
が
協
力
し
合
う
こ
と
で
、

授
業
の
質
を
少
し
で
も
高
め
て
い
こ
う
と
努
力
し
て
い

る
。

　「
一
人
で
教
壇
に
立
つ
教
師
は
、
孤
独
な
気
持
ち
に

な
り
が
ち
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
教
師
の
全
員
参
加
に

よ
る
校
内
研
究
や
学
校
づ
く
り
を
心
掛
け
、
坂
野
校
長

を
中
心
に
皆
で
一
つ
に
な
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」（
土
屋
教
頭
）

　
東
桜
小
学
校
は
、
将
来
に
向
け
て
、
子
ど
も
も
、
教

師
自
身
も
、
学
び
続
け
る
集
団
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

育てたい大人像と
そのための小学校の役割

子どもだけでなく
教師も学び続ける集団に
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1

2

3

4

5

6

7

8

学
校
改
革

教
育
の
原
点

自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

プ
ロ
集
団
と
し
て
の「
学
校
家
族
」を

目
指
し
、個
々
の
教
師
が

持
ち
味
を
生
か
せ
る
学
校
へ

京
都
府

京
都
市
立
羽は

束づ

か

師し

小
学
校

S c h o o l  D a t a

設立 1978（昭和53）年

校長 西澤安夫先生

児童数 923人

学級数 32学級（うち特別支援学級３）

所在地 〒612-8487

 京都府京都市伏見区羽束師菱川町640

TEL 075-934-1501

URL http://cms.edu.city.kyoto.jp/weblog/index.php?id=

 117708

公開研究会　未定　

学校事例●5
近畿　地区

●　知恵と知識を持ち、人とのかかわり合いを大切にしながら自
分の力を発揮できる人

●　しっかりした土台を持ち、自分の力を出し切って夢を実現で
きる人

●　自分で人生を開拓していける能力とやる気を持った人

●　どの学校へ行っても通用する教師（＝「『自分流』を持てる教
師」、「一つひとつのことを丁寧に行いながら子どもを育てる
姿勢を持つ教師」）を育てること

●　常に「取り組みが子どもの成長のためになっているか」を考
えて指導をし続けること

どんな大人になってほしいか

そのための小学校の役割

京
都
市
立
羽
束
師
小
学
校
教
頭

中
村
博
美

N
akam

ura H
irom

i

「
小
学
校
６
年
間
で
子
ど
も
の
描
く
夢
が

か
な
え
ら
れ
る
土
台
の
力
を
付
け
た
い
」

京
都
市
立
羽
束
師
小
学
校
校
長

西
澤
安
夫

N
ishizaw

a Yasuo

「
夢
と
希
望
の
実
現
に
向
け
て
、
子
ど
も

た
ち
が
自
己
の
可
能
性
に
め
い
っ
ぱ
い
挑

戦
す
る
学
校
を
目
指
し
た
い
」

京
都
市
立
羽
束
師
小
学
校

森
口
光
輔

M
origuchi Kosuke

６
学
年
担
任
、
学
年
主
任
。「
長
期
的
、
計

画
的
に
出
来
る
教
育
活
動
を
大
切
に
し
た

い
。そ
し
て
頼
ら
れ
る
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
」

京
都
市
立
羽
束
師
小
学
校

荒
木
龍
男

A
raki Tatsuo

５
学
年
担
任
、
学
年
主
任
。「
真
理
・
真

実
を
追
究
し
た
い
」

未来に残したい　羽束師小学校の力強さ
◎教師一人ひとりがしっかりとした「自分流」の指導観を持ち
つつ、「子どもの成長につながっているのか」という点にお
いて、全員の思いが共通している

◎互いの思いや願いを受け止め、「学校家族」を目指して教師
同士の信頼関係をつくりながら、プロ集団としての覚悟を
持っている

http://cms.edu.city.kyoto.jp/weblog/index.php?id=117708
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　「
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に
、
自
分
は
何
が
出
来
る

の
か
。
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
強
い
思
い
や
願
い
を
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
皆
さ
ん
の
思
い
や
願

い
を
全
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
私
は
そ
の
思
い
を
受
け

止
め
、
出
来
る
だ
け
応
え
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら
学
校
経

営
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
こ
れ
は
、
３
年
前
、
西
澤
安
夫
校
長
が
京
都
市
立
羽は

束づ
か

師し

小
学
校
に
着
任
し
た
際
、
全
教
職
員
に
語
り
掛
け

た
言
葉
だ
。「
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に
」
を
第
一
に

考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、「
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に
」

考
え
た
こ
と
を
教
職
員
が
提
案
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

り
出
し
て
い
く
こ
と
。
こ
の
２
点
を
強
調
し
た
の
は
、

当
時
、
同
校
は
二
つ
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
か
ら
だ
っ

た
。

　
一
つ
め
は
子
ど
も
の
課
題
だ
。
同
校
は
、
工
業
エ
リ

ア
、
商
業
エ
リ
ア
に
加
え
、
新
興
住
宅
街
が
混
在
す
る

地
域
に
あ
る
。
家
庭
環
境
も
多
様
で
、
経
済
的
な
困
難

を
抱
え
る
家
庭
も
多
い
。
学
習
習
慣
が
定
着
し
て
い
な

い
児
童
も
多
く
、
西
澤
校
長
の
赴
任
時
、
児
童
の
学
力

は
京
都
市
内
で
も
下
位
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　
二
つ
め
は
教
師
の
課
題
だ
。
自
分
の
指
導
観
を
持
つ

個
性
的
な
教
師
が
多
い
一
方
で
、
そ
の
思
い
が
別
々
の

方
向
を
向
き
、
学
校
全
体
と
し
て
の
結
束
力
が
弱
か
っ

た
。
時
と
し
て
、
子
ど
も
の
姿
よ
り
も
自
分
の
こ
だ
わ

り
が
優
先
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
状
況
も

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
か
、
落
ち
着

き
が
な
く
、
教
育
活
動
に
も
集
中
し
て
取
り
組
め
な
い

子
ど
も
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
西
澤
校
長
は
次
の
よ
う

に
話
す
。

　「
教
師
が
強
い
個
性
や
思
い
を
持
つ
こ
と
は
大
切
で

す
。
学
習
指
導
要
領
の
内
容
を
『
ど
う
教
え
る
か
』
こ

そ
教
師
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
か
ら
、
自
分
な
り
の

こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
良
い
と
考
え
る
取
り

組
み
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
時

に
大
切
な
の
は
、『
取
り
組
み
が
本
当
に
子
ど
も
の
成

長
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
か
』
を
常
に
念
頭
に
置
い
て

い
る
か
ど
う
か
で
す
。
共
通
の
思
い
を
持
っ
た
上
で
、

一
人
ひ
と
り
が
『
自
分
流
』
の
技
を
磨
い
て
い
く
こ
と

が
出
来
れ
ば
、
学
校
全
体
と
し
て
の
教
育
の
質
が
一
気

に
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
」

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ま
ず
は
学
校
教

育
目
標
を
見
直
し
た
（
図
）。
そ
の
上
で
、
西
澤
校
長

が
ま
ず
心
掛
け
た
の
が
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
思
い
や

考
え
を
受
け
止
め
る
こ
と
だ
っ
た
。

　「
教
師
個
々
の
取
り
組
み
が
学
校
全
体
と
し
て
一
つ

の
方
向
に
向
か
わ
ず
、
学
力
も
低
迷
し
て
い
た
の
は
、

教
師
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
受
け
止
め
、
そ
の
思
い
を

ど
う
す
れ
ば
子
ど
も
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
ら

れ
る
か
を
、学
校
全
体
で
考
え
、実
践
す
る
環
境
が
整
っ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
私
は
『
学
校
家

族
』
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
。
教
師
の
思

い
を
受
け
止
め
る
こ
と
に
加
え
、
教
師
が
抱
え
る
児
童

や
保
護
者
の
状
況
を
理
解
し
て
共
有
し
、
支
援
し
合
う

関
係
で
す
。
管
理
職
と
教
師
、
教
師
同
士
の
信
頼
関
係

や
共
に
実
践
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
な
け
れ
ば
、
教

師
の
自
発
性
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
」（
西
澤
校
長
）

　
教
師
の
提
案
に
筋
が
通
っ
て
い
れ
ば
、
学
校
の
取
り

組
み
と
し
て
承
認
し
、
教
師
全
員
で
共
有
す
る
。
そ
う

す
る
こ
と
で
他
の
教
師
の
協
力
も
得
や
す
く
な
る
し
、

結
束
力
も
高
ま
る
と
い
う
。

　
同
校
の
全
教
師
約
50
人
の
う
ち
20
人
以
上
は
、
教
職

歴
６
年
未
満
の
若
手
教
師
だ
。
そ
の
た
め
、
若
手
教
師

特集　未来をつくる日本の小学校

「
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
」を

第
一
に
考
え
た
指
導

学校教育目標図

京
都
市
立
羽
束
師
小
学
校

鹿
野
公
子

Kano Kim
iko

４
学
年
担
任
、
学
年
主
任
。「
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
、
子
ど
も
た
ち
を
温
か

い
人
間
環
境
の
中
で
育
み
た
い
」

京
都
市
立
羽
束
師
小
学
校

八
田
久
美
子

H
atta Kum

iko

栄
養
教
諭
。「
子
ど
も
た
ち
と
食
べ
る
楽

し
さ
を
共
感
し
、
食
事
を
大
切
に
す
る
心

を
伝
え
た
い
」

◎重点目標
豊かな人権感覚を育み、未来を切り拓く
個の育成を目指して
～人を大切にする子、
　しっかり学習する子、　元気な子～

はきはきと思いや考えを伝える子

ず（づ）っと地域を愛する子

かわらぬ友情を大切にする子

しっかりと話が聞き取れる子

は

づ

か

し
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が
管
理
職
や
先
輩
教
師
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
と
、
中
村
博
美
教
頭
は
話
す
。

　「
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に
声
を
掛
け
た
り
、
頑
張
っ

て
い
る
こ
と
を
必
ず
評
価
し
た
り
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
西
澤
校
長
は
、
職
員
室
で
空
気
を
和
ま

せ
て
、
話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
」

　
更
に
、
大
切
な
の
は
「
子
ど
も
の
こ
と
を
よ
く
知
る

こ
と
」
だ
と
、
中
村
教
頭
は
強
調
す
る
。

　「
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
担
任
ま
か
せ
に
せ
ず
、

朝
会
や
職
員
会
議
で
は
、
ど
の
子
に
ど
の
よ
う
な
出
来

事
が
あ
っ
た
の
か
を
、
教
師
全
員
で
共
有
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
課
題
が
多
い
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
特

に
担
任
の
負
担
が
大
き
い
の
で
、
管
理
職
も
、
教
室
の

中
だ
け
で
な
く
、
遠
足
な
ど
の
学
校
行
事
で
の
様
子
や

地
域
や
家
庭
の
事
情
を
知
っ
て
お
き
、
子
ど
も
の
こ
と

を
共
有
し
て
い
ま
す
。
担
任
と
話
し
合
え
る
こ
と
が
自

然
と
増
え
、
結
果
と
し
て
支
援
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
」

　「
学
校
家
族
」
と
は
、
仲
良
し
集
団
で
は
な
く
、「
志
」

を
同
じ
く
し
た
プ
ロ
集
団
で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り
が
教

育
に
責
任
を
持
つ
覚
悟
が
必
要
に
な
る
と
、
西
澤
校
長

は
言
う
。
例
え
ば
、
保
護
者
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た

時
に
は
、
ま
ず
担
任
一
人
で
家
庭
訪
問
を
さ
せ
る
。
こ

こ
で
事
態
が
収
拾
せ
ず
、
保
護
者
に
何
か
言
わ
れ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
教
師
が
成
長
す
る
た
め
に
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
壁
だ
と
考
え
る
か
ら
だ
。た
だ
し
、

状
況
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、「
い
つ
で
も

一
緒
に
行
く
」
と
伝
え
る
。

　「
若
手
教
師
で
も
安
心
し
て
困
難
に
立
ち
向
か
え
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
自
発
性
が
育
ち
ま
す
。
教
師

は
、
子
ど
も
に
や
さ
し
さ
や
仲
間
を
大
切
に
す
る
こ
と

や
、
自
分
の
個
性
を
発
揮
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。
教

師
に
も
全
く
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
す
。
教
師
一
人

ひ
と
り
が
力
を
発
揮
し
、
力
を
伸
ば
す
た
め
の
環
境
づ

く
り
は
、
子
ど
も
の
教
育
環
境
づ
く
り
と
同
じ
と
捉
え

て
励
ん
で
い
ま
す
」（
西
澤
校
長
）

　　
子
ど
も
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、
教
師
が
自
発
的
に
実

践
す
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
同
校
で
は
、
具
体
的
な
実

践
は
各
学
年
に
任
さ
れ
て
い
る
。
各
学
年
の
取
り
組
み

を
４
〜
６
年
生
の
学
年
主
任
、
そ
し
て
栄
養
教
諭
に
聞

い
た
。

◎
６
年
生
│
学
級
間
で
の
授
業
交
換

　
２
週
間
に
３
回
、
担
任
が
他
の
学
級
の
授
業
を
行
う

「
授
業
交
換
」
を
、
年
間
を
通
し
て
実
施
す
る
。
誰
が

い
つ
ど
の
学
級
を
担
当
す
る
の
か
が
分
か
る
１
週
間
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
作
成
し
、　
先
々
の
見
通
し
を
持

て
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
授
業
交
換
は
、
教
師
同
士
の
良
い
刺
激
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
同
じ
指
導
内
容
で
も
、
学
級
に
よ
っ
て
児

童
の
反
応
が
異
な
る
た
め
、
自
分
の
学
級
の
良
さ
や
足

り
な
い
も
の
が
見
え
て
く
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
新
し

い
取
り
組
み
を
行
う
時
に
は
、
誰
も
が
『
少
し
工
夫
す

れ
ば
出
来
る
』
と
思
え
る
よ
う
に
、
取
り
組
み
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
う
す
る

と
、
他
の
学
年
で
も
取
り
入
れ
や
す
く
な
り
、
学
校
全

体
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」（
森
口
光

輔
先
生
）

◎
５
年
生
│
「
自
主
勉
強
ノ
ー
ト
」
で
の
反
復
学
習
に

よ
る
基
礎
・
基
本
の
徹
底

　
家
庭
学
習
習
慣
と
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
の
た
め
、

家
庭
学
習
用
の
「
自
主
勉
強
ノ
ー
ト
」
を
用
意
し
、
毎

日
２
ペ
ー
ジ
以
上
、
年
間
10
冊
以
上
を
目
指
し
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
毎
日
の
学
習
や
テ
ス

ト
の
復
習
が
中
心
だ
。

　「
や
り
終
え
た
『
自
主
勉
強
ノ
ー
ト
』
が
増
え
る
と
、

子
ど
も
は
達
成
感
を
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を

始
め
て
か
ら
、
学
級
が
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
学
力

が
付
い
て
く
る
と
、
生
活
も
安
定
し
、
子
ど
も
は
す
く

す
く
育
ち
ま
す
」（
荒
木
龍
男
先
生
）

◎
４
年
生
│
な
ん
で
も
言
い
合
え
る
関
係
づ
く
り

　
算
数
の
授
業
を
中
心
に
、
自
分
の
考
え
を
他
人
に
分

か
り
や
す
く
話
し
た
り
、
他
人
の
意
見
を
し
っ
か
り
聞

き
、
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

　「『
自
分
の
学
級
だ
け
』
で
は
な
く
、
ど
の
学
級
も
同

じ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
学
年
団
で
密
に
話
し
合
う

機
会
を
多
く
設
け
て
い
ま
す
」（
鹿
野
公
子
先
生
）

◎
食
育
│
小
学
校
と
中
学
校
の
昼
食
の
違
い
を
学
習

　
６
年
生
で
は
、
小
学
校
と
中
学
校
で
の
昼
食
の
違
い

を
指
導
す
る
。
京
都
市
立
の
中
学
校
は
家
庭
か
ら
の
持

1

2

3

4

5

6

7

8

学
校
改
革

教
育
の
原
点

自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

個
々
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
指
導
が

み
ん
な
に
認
め
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
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参
の
弁
当
か
弁
当
給
食
を
選
択
す
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
弁
当
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
体
格
や
運
動
量

に
合
わ
せ
て
ど
の
く
ら
い
の
量
を
食
べ
る
必
要
が
あ
る

か
な
ど
を
説
明
す
る
。
実
際
に
中
学
校
の
給
食
を
教
材

と
し
て
、
子
ど
も
が
自
分
で
持
っ
て
き
た
弁
当
箱
に
詰

め
る
作
業
を
さ
せ
、栄
養
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
た
。

　「
栄
養
教
諭
は
一
人
だ
け
な
の
で
、
授
業
で
は
、
子

ど
も
だ
け
で
な
く
先
生
方
に
も
話
し
掛
け
る
と
い
う
意

識
で
行
い
、
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
折
り
に
触
れ
て

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」（
八
田
久

美
子
先
生
）

　
各
学
年
で
特
色
あ
る
取
り
組
み
は
異
な
る
が
、「
子

ど
も
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
点
に
お

い
て
は
共
通
し
て
い
る
。
６
学
年
主
任
を
務
め
る
森
口

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
以
前
は
、
他
の
先
生
の
取
り
組
み
や
細
か
な
考
え

が
異
な
る
と
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
感
情
的
に
議
論
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
西
澤
校
長
や
中
村
教
頭

の
言
動
か
ら
『
ま
ず
は
何
で
も
受
け
入
れ
る
』
と
い
う

姿
勢
を
感
じ
、
取
り
組
み
内
容
は
異
な
っ
て
も
『
思
い

は
一
緒
』
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で

は
、
若
手
の
先
生
に
『
校
長
室
で
思
い
を
伝
え
て
き
て

み
て
は
』
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。
あ
る
若
手
の

先
生
が
校
長
室
に
行
っ
た
ま
ま
、
２
時
間
以
上
も
帰
っ

て
こ
ず
、
心
配
し
て
様
子
を
見
に
行
く
と
、
西
澤
校
長

と
差
し
向
か
い
で
、
授
業
研
究
の
指
導
を
受
け
て
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

　
こ
の
よ
う
な
意
識
が
学
校
全
体
に
広
が
り
、
取
り
組

み
が
充
実
し
た
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
学
力
は
徐
々

に
向
上
し
た
。
生
活
態
度
も
落
ち
着
き
、
子
ど
も
た
ち

は
、
力
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
取
り
組
み
を
成
し
遂
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
運
動
会
で
の
組
み
体
操
は

そ
の
成
果
の
一
つ
だ
（
写
真
）。　

子
ど
も
に
は
、
将
来

ど
の
よ
う
な
大
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
の
か
。

先
生
方
に
聞
い
た
。

　「
社
会
に
出
て
活
躍
で

き
る
、
し
っ
か
り
し
た

土
台
を
持
っ
た
大
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
」（
森
口

先
生
）

　「
将
来
は
不
透
明
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
負
け

ず
に
、
将
来
を
自
分
自
身
の
手
で
開
拓
し
て
い
け
る
能

力
と
や
る
気
を
持
っ
た
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」（
荒

木
先
生
）

　「
人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
、
迷
っ
た
時
に
は

手
助
け
や
助
言
を
し
て
く
れ
る
な
ど
、
周
り
に
自
分
を

育
て
て
く
れ
る
よ
う
な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
大
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
」（
鹿
野
先
生
）

　「
な
に
か
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
健
康
で
な

け
れ
ば
挑
戦
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
自
分
の
体

の
こ
と
や
食
事
の
こ
と
を
大
切
に
出
来
る
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
」（
八
田
先
生
）

　「
自
分
が
持
っ
て
い
る
力
を
全
力
で
出
し
切
り
、
夢

を
実
現
で
き
る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
自

分
ら
し
さ
を
形
作
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」（
中
村
教
頭
）

　「
知
恵
と
知
識
、
そ
し
て
人
を
大
切
に
す
る
思
い
を

携
え
、自
分
の
力
を
発
揮
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

（
西
澤
校
長
）

　
そ
う
し
た
人
に
育
て
る
た
め
に
小
学
校
で
果
た
す
べ

き
役
割
は
、
ど
の
よ
う
な
学
校
で
勤
め
る
こ
と
に
な
っ

て
も
通
用
す
る
教
師
を
育
て
る
こ
と
だ
と
、
西
澤
校
長

は
話
す
。

　「
子
ど
も
の
成
長
を
願
い
な
が
ら
、『
自
分
流
』
を
持

て
る
教
師
、
一
つ
ひ
と
つ
の
こ
と
を
丁
寧
に
行
い
な
が

ら
子
ど
も
を
育
て
る
姿
勢
を
持
つ
教
師
を
育
て
て
い
く

の
が
私
の
役
目
で
す
」

　
一
人
ひ
と
り
の
指
導
観
や
取
り
組
み
は
多
様
だ
が
、

「
子
ど
も
の
成
長
」
へ
の
思
い
を
一
つ
に
し
て
、
同
校

は
今
日
も
前
進
し
続
け
て
い
る
。

特集　未来をつくる日本の小学校

育てたい大人像と
そのための小学校の役割

どこに行っても通用する
教師を育てる

写真　教師の結束力は、子どもの結束力として実を結ぶ。２０１０年度の運動
会では６年生が組み体操で８０人による７段ピラミッドを作った。ピラミッド
の後ろや土台を支える子どもも「頑張れ」と叫び続け、完成すると場内から
大歓声が上がった。８０人全員が主役となった瞬間だ
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1
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3

4

5

6

7

8

学
校
改
革

教
育
の
原
点

自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

地
域
の
素
材
を
活
用
し
た

教
材
開
発
を
し

子
ど
も
の
社
会
性
を
育
む

広
島
県

広
島
市
立
千せ

ん

田だ

小
学
校

S c h o o l  D a t a

設立 1924（大正13）年

校長 𠮷竹邦昭先生

児童数 58４人

学級数 22学級（うち特別支援学級3）

所在地 〒730-0053

 広島県広島市中区東千田町2-1-34

TEL 082-241-8623

URL http://www.senda-e.edu.city.hiroshima.jp/

公開研究会　2011年11月下旬　

学校事例●6
中国　地区

●　社会の一員として、社会に積極的に参画する人。周囲と「共生」
しようとする人

●　人の心を豊かに想像する感性を持ち、思いやりのある人
●　「スマートさ」だけでなく、人間味のあふれる人

●　子どもが地域の人を介して社会を探究し、生きて働く知恵を
獲得し、「社会化」を進められるようにすること

●小学校６年間を見通し、体系的かつ系統的なカリキュラムを策
定し、PDCAサイクルを回して実践を積み重ねること

●　子どもに自分も社会の構成員であることを意識させ、社会参
画の活動を体験させること

どんな大人になってほしいか

そのための小学校の役割

広
島
市
立
千
田
小
学
校
教
頭

岡
田
誠
嗣

O
kada Seiji

「
学
ん
だ
こ
と
を
土
台
に
、
自
分
で
更
に

何
か
を
求
め
て
い
け
る
子
ど
も
を
育
て
た

い
」

広
島
市
立
千
田
小
学
校
校
長

𠮷
竹
邦
昭

Yoshitake Kuniaki

「
教
育
に
感
動
は
不
可
欠
。
子
ど
も
た
ち

に
感
動
を
与
え
る
教
育
を
心
掛
け
た
い
」

未来に残したい　千田小学校の力強さ
◎継続的な教材開発に努めつつ、数年に１度の研究発表の成果
を活用することで、開発教材の教育性を高める

◎役職や経験年数の枠を超え、教師集団がそれぞれの強みを生
かして学び合える授業研究の共同体の力を高め、授業の充実
に向けてアイデア交流を行っている
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広
島
市
立
千せ

ん

田だ

小
学
校
は
、
広
島
市
の
中
心
部
に
位

置
す
る
。
同
校
に
は
広
島
大
が
隣
接
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
（
現
在
は
東
広
島
市
に
移
転
）、
文
教
地
区
と
し

て
、
今
も
教
育
へ
の
関
心
が
高
い
土
地
柄
だ
。
校
区
に

は
古
く
か
ら
住
ん
で
い
る
世
帯
が
多
く
、
親
子
三
代
に

わ
た
っ
て
同
校
に
通
う
家
庭
も
あ
る
。
地
域
の
人
た

ち
が
作
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
小
さ
な
山
や
つ
り
橋

の
あ
る
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
よ
う
な
遊
び
場
が
校
庭
に
あ

り
、
地
元
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
る
。

　
校
内
に
は
、
い
く
つ
も
の
被
爆
し
た
樹
木
や
石
、
記

念
碑
が
残
っ
て
お
り
、
修
学
旅
行
で
広
島
を
訪
れ
た
生

徒
が
立
ち
寄
る
こ
と
が
あ
る
（
写
真
）。
爆
心
地
か
ら

同
校
ま
で
は
わ
ず
か
２
キ
ロ
。
当
時
、
多
く
の
子
ど
も

が
都
市
部
を
離
れ
て
疎
開
し
て
い
た
が
、
残
っ
て
い
た

子
ど
も
と
教
師
合
わ
せ
て
44
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
毎

年
８
月
11
日
に
は
、
同
窓
会
主
催
に
よ
る
慰
霊
祭
が
開

か
れ
る
。

　
２
０
１
１
年
度
に
赴
任
し
た
𠮷
竹
邦
昭
校
長
は
、
子

ど
も
の
印
象
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
の
子
ど
も
の
良
さ
は
、
社
会
的
な
出
来
事
に

対
す
る
関
心
が
高
い
と
こ
ろ
で
す
。
物
事
を
論
理
的
に

解
釈
す
る
力
も
高
い
と
感
じ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ

れ
ら
が
社
会
に
積
極
的
に
参
画
す
る
姿
勢
や
行
動
に
結

び
付
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
人
の

生
き
方
を
通
し
て
、
社
会
を
見
て
、
追
究
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
地
域
に
あ
る
素
材
を
掘
り
起
こ
し
て

教
材
と
し
て
開
発
し
、
授
業
で
実
践
で
き
れ
ば
と
考
え

ま
し
た
。
真
に
問
題
解
決
の
出
来
る
体
験
学
習
が
充
実

す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
参
画
へ
の
意
欲
も
高
ま

る
と
思
っ
た
の
で
す
」

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
同
校
で
は
生
活
科
・
社
会
科

を
中
心
に
、
地
域
と
連
携
し
、
地
元
の
素
材
を
生
か
し

た
教
材
開
発
や
授
業
づ
く
り
に
伝
統
的
に
力
を
入
れ
て

き
た
。１
９
７
１
年
、92
年
、２
０
０
５
年
の
過
去
３
回
、

「
全
国
小
学
校
社
会
科
研
究
協
議
会
研
究
大
会
」
の
会

場
校
に
な
る
な
ど
、
先
進
的
な
教
育
活
動
に
取
り
組
み

続
け
て
い
る
。
こ
の
蓄
積
を
生
か
し
な
が
ら
、
開
発
教

材
等
の
教
育
性
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
を
追
究
し
て
い

る
。

　
05
年
の
全
国
大
会
で
同
校
の
研
究
発
表
を
担
当
し
た

岡
田
誠
嗣
教
頭
は
、「
本
校
で
全
国
大
会
が
開
か
れ
る

と
な
る
と
、
先
生
方
の
意
識
も
大
い
に
高
ま
っ
て
い
き

ま
す
」
と
振
り
返
る
。
𠮷
竹
校
長
が
続
け
る
。

　「
大
会
の
た
め
に
研
究
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
大
会
が
終
わ
っ
た
ら
熱
が
冷
め
て
い
く
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
本
校
に
は
、
大
会
を
一
つ
の
基
点
に
し

な
が
ら
、
そ
の
成
果
を
組
織
的
に
受
け
継
い
で
い
く
文

化
が
根
付
い
て
い
ま
す
」

　
全
国
大
会
は
大
き
な
節
目
で
は
あ
る
が
、
他
の
時
期

で
も
教
材
開
発
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
。
10
年
度
は
、

「
自
主
公
開
」
と
い
う
形
で
全
国
大
会
で
の
発
表
と
同

じ
よ
う
に
教
材
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

　
同
校
の
生
活
科
・
社
会
科
の
教
材
開
発
に
は
、
主
に

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
一
つ
め
は
地
域
素
材
を
活

用
す
る
こ
と
、
二
つ
め
は
実
際
に
教
材
と
し
て
役
に
立

ち
、
か
つ
単
元
全
体
や
教
科
を
超
え
た
視
点
を
盛
り
込

む
こ
と
だ
。
地
元
に
住
む
人
々
、
名
産
品
や
企
業
を
教

材
に
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
地
域
へ
の
愛
着

を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
日
常
生
活
と
関
連
付
け

た
学
習
に
よ
っ
て
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が

出
来
る
。

　「
単
に
知
識
だ
け
の
物
知
り
博
士
で
は
、
本
当
の
力

は
付
き
ま
せ
ん
。
自
分
で
調
べ
た
こ
と
で
分
か
る
楽
し

さ
を
味
わ
っ
た
り
、『
も
っ
と
調
べ
て
、
こ
ん
な
こ
と

を
知
り
た
い
』
と
自
分
か
ら
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た

社
会
参
画
へ
の
意
欲
と

行
動
の
基
礎
を
育
む

学
習
指
導
要
領
を
読
み
込
み

地
域
の
素
材
に
結
び
付
け
る

写真　校内にはイチョ
ウやカイヅカイブキな
どの「被爆樹木」が
多数ある。戦後、地
域の協力を得て、校
区内にある被爆しなが
ら生き残った樹木を移
植した。同校は市内
有数の緑豊かな学校
となっている
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り
す
る
と
、
中
学
校
、
高
校
に
進
ん
で
か
ら
も
学
習
が

楽
し
い
と
感
じ
る
で
し
ょ
う
」（
岡
田
教
頭
）

　
教
材
開
発･

研
究
の
過
程
で
更
に
加
味
す
る
必
要
が

あ
る
の
は
、
単
元
の
幹
と
な
る
「
学
習
課
題
」
の
設
定

だ
と
い
う
。

　「
調
査
や
見
学
と
い
う
具
体
的
な
活
動
や
体
験
に
重

点
を
置
き
な
が
ら
も
、
体
験
し
て
終
わ
り
、
調
べ
た
結

果
を
発
表
し
て
終
わ
り
と
い
う
の
で
は
、
子
ど
も
に
力

が
付
き
ま
せ
ん
。ま
ず
学
び
の
動
機
付
け
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
学
習
課
題
の
設
定
を
一
層
工
夫
し
、
ど
の

よ
う
な
形
で
子
ど
も
に
提
示
す
れ
ば
学
び
が
深
ま
っ

て
い
く
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
更
に
、
社

会
科
だ
け
で
は
な
く
、
他
教
科
と
関
連
さ
せ
て
総
合
的

な
単
元
に
し
て
い
く
視
野
も
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」（
𠮷
竹
校
長
）

　
教
材
開
発
の
三
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
学
習
指
導
要

領
の
内
容
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
地
域
素
材
を
吟

味
・
検
討
す
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
岡
田
教
頭
は
７
年

前
、
広
島
名
物
お
好
み
焼
き
用
ソ
ー
ス
の
製
造
の
工
夫

や
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
違
い
な
ど
を
調
べ
る
教
材
を
開
発

し
た
。
こ
れ
は
現
在
、
市
内
の
小
学
校
で
使
わ
れ
る
副

教
材
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　「
こ
の
教
材
を
作
る
に
当
た
り
、
学
習
指
導
要
領
を

何
回
も
読
み
込
み
ま
し
た
。
学
習
指
導
要
領
の
ど
の
部

分
の
力
を
付
け
る
こ
と
に
な
る
の
か
を
確
認
す
る
た
め

で
す
。地
域
に
あ
る
素
材
が
教
材
と
な
る
か
ど
う
か
は
、

素
材
の
中
に
学
習
指
導
要
領
で
ね
ら
い
と
し
て
い
る
内

容
と
一
致
す
る
点
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
あ
る

と
思
い
ま
す
」（
岡
田
教
頭
）

　
多
忙
な
中
で
も
、
学
習
指
導
要
領
を
読
ま
ざ
る
を
得

な
い
状
況
を
つ
く
る
こ
と
は
、
授
業
研
究
を
深
め
る
契

機
の
一
つ
に
な
る
と
𠮷
竹
校
長
は
指
摘
す
る
。

　「
先
生
方
に
適
度
な
負
荷
を
掛
け
て
い
く
の
も
、
授

業
研
究
の
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。
多
忙
だ
か
ら
こ
そ
、

節
目
は
必
要
で
す
。
研
究
指
定
を
受
け
る
こ
と
は
、
先

生
方
の
授
業
力
や
教
師
力
向
上
に
つ
な
が
る
節
目
と
な

り
、自
己
実
現
に
迫
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
、

最
終
的
に
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る
の
で
す
」

　　
同
校
が
開
発
し
た
教
材
の
代
表
例
を
見
て
い
こ
う
。

２
年
生
の
生
活
科
「
わ
た
し
の
町
の
し
ょ
う
店
が
い
│

と
び
出
せ
！

　
千
田
た
ん
け
ん
た
い
│
」
は
、
05
年
の

全
国
大
会
に
向
け
て
練
り
上
げ
ら
れ
、
今
も
続
け
ら
れ

て
い
る
単
元
だ
。
１
年
間
を
通
し
て
、
校
区
に
あ
る
タ

1

2

3

4

5

6

7

8

学
校
改
革

教
育
の
原
点

自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

子
ど
も
に
も

社
会
に
参
加
す
る
義
務
が
あ
る

２年生  「わたしの町のしょう店がい」の学習指導計画（全36時間の概要）図

タカノ橋商店街を盛り立てる人 と々年間を通してかかわっていく学習を設定。学校の教育活動の柱である授
業の一環として、地域の行事をしっかり組み込んでいるのが特徴だ　　＊同校の資料を基に編集部で作成

タカノ橋商店街は、どんなところかな（4）
自分のお店は、どんなところかな（3）
自分のお店を探検しよう（5）

教えてあげる、わたしのお店（2）
わたしのお店を紹介します（3）

◉
◉

◉

●

●

●

●

●

●

●

●

「26夜祭」に参加しよう［8月26日］
商店街の人の願いや思い
は何かな（5）
わたしたちにできること
は、どんなことかな（2）

すてきだね、わたしと
商店街（2）
わたしの気持ち、伝え
ます（5）

◉応援します  商店街
［10月25日］（4）

大すきだよ　商店街（1）

しる
（17）

かかわる
（11）

つたえる
（8）

＊ （　）内は授業時数

商店街の自分
のお店を紹介
しよう

本物の「５の市」を体験
しよう

タカノ橋商店街の「５の
市」で、自分たちで準備
をして、本物の商品を売
ったり買ったりしよう

商店街の人に、商店街
への思いやお礼の気持
ちを手紙に書いて商店
街に伝えよう
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カ
ノ
橋
商
店
街
と
か
か
わ
っ
て
い
く
（
図
）。

　
街
中
の
商
店
街
が
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
傾
向
が

全
国
的
に
見
ら
れ
る
が
、
同
商
店
街
で
は
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
、
消
費
者
の
要
望
に
合
わ
せ
た
き
め
細

か
い
対
応
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
振
興
を
図
っ
て

い
る
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
商
店
街
を
好
き
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
受
け
て
、
同
校
は
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
深
め
て
き
た
。
そ
の
結
晶
と
し
て
、
同
商
店

街
を
子
ど
も
が
探
検
し
、
人
と
の
か
か
わ
り
合
い
の
中

で
地
域
の
人
や
伝
統
の
良
さ
を
発
見
し
て
い
く
単
元
を

開
発
し
た
。
一
時
的
な
交
流
で
は
な
く
、
１
年
間
を
通

し
て
、
授
業
の
一
環
と
し
て
教
育
活
動
に
位
置
付
け
て

い
る
の
が
特
徴
だ
と
、
𠮷
竹
校
長
は
話
す
。

　「
子
ど
も
も
社
会
の
構
成
員
で
す
。
学
び
の
結
果
を

生
か
し
て
自
分
な
り
に
社
会
に
働
き
掛
け
る
義
務
が
あ

る
と
考
え
、
こ
の
よ
う
な
単
元
を
開
発
し
ま
し
た
」

　
授
業
で
は
、
タ
カ
ノ
橋
商
店
街
で
毎
月
５
日
に
開
か

れ
る
「
５
の
市
」
に
学
校
と
し
て
参
加
し
、
本
物
の
商

品
を
売
っ
た
り
買
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
年
３
回
ほ
ど

催
さ
れ
る
祭
り
に
も
参
加
し
、
住
民
と
の
つ
な
が
り
、

絆
を
深
め
る
。
商
店
街
と
の
連
携
は
年
間
を
通
し
て
続

く
た
め
、
商
店
街
側
に
も
相
当
な
協
力
を
得
る
こ
と
に

な
る
が
、
子
ど
も
か
ら
元
気
と
希
望
を
も
ら
え
る
と
、

毎
年
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
い
う
。

　「
子
ど
も
が
必
要
性
を
感
じ
な
い
見
学
や
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

必
然
性
の
あ
る
見
学
や
調
査
で
、
多
く
の
発
見
、
実
感

や
納
得
が
得
ら
れ
、
先
生
方
も
そ
れ
が
認
識
で
き
る
か

ら
こ
そ
、続
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
𠮷
竹
校
長
）

　
𠮷
竹
校
長
は
着
任
早
々
、
社
会
科
の
授
業
の
導
入
部

分
の
模
擬
授
業
を
行
っ
た
。
よ
り
良
い
授
業
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
役
職
や
経
験
年
数
の
枠
を
超
え
て
、
教
師

全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
皆
で
共
有
し
、
自
分

に
足
り
な
い
も
の
を
互
い
に
補
い
合
い
、
高
め
合
う
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
る
か
ら
だ
。

　「
先
生
方
に
は
子
ど
も
が
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
授

業
を
し
て
い
こ
う
と
い
つ
も
語
り
掛
け
て
い
ま
す
。
縁

あ
っ
て
同
じ
職
場
に
い
る
仲
間
で
す
。
校
内
研
究
は
、

意
見
交
流
を
通
し
て
、
授
業
力
を
含
む
教
師
力
を
互
い

に
耕
す
場
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
自
分
た
ち
の
財

産
で
す
。
ま
た
、
信
頼
関
係
や
人
間
関
係
が
深
ま
っ
て

い
く
絶
好
の
機
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。
若
い
先
生
方
に

伝
え
る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
こ
と
も

私
た
ち
の
役
目
で
す
。
そ
れ
が
若
い
先
生
を
大
事
に
育

て
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」（
𠮷
竹
校
長
）

　

　
今
後
の
課
題
は
、
市

が
全
校
に
設
置
し
た
50

イ
ン
チ
の
モ
ニ
タ
ー
や

電
子
黒
板
と
い
っ
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
だ
。

例
え
ば
、子
ど
も
が
作
っ

た
作
品
を
資
料
に
し
、

提
示
し
た
り
比
較
し
た

り
す
る
時
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

と
使
い
方
で
活
用
す
る
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
研
究
が

必
要
だ
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
、
言
語
活
動
の
充
実
と
関

連
さ
せ
て
考
え
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
う
。

　「
言
語
活
動
は
、
体
験
な
ど
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

を
更
に
深
め
る
た
め
の
重
要
な
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
そ
の
効
果
を
更
に
高
め
る
ツ
ー
ル
で
す
」

（
岡
田
教
頭
）

　
更
に
、
６
年
間
の
教
育
課
程
の
充
実
に
も
力
を
注
ぎ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　「
小
学
校
６
年
間
で
ど
う
学
び
を
積
み
上
げ
て
い
く

か
を
考
え
、
そ
の
た
め
の
中
身
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
更
に
は
、
小
中
連
携
を
強
め
、
小
中
９
年

間
を
ど
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
し
て
い
く
か
も
今
後
の
課

題
で
す
」（
𠮷
竹
校
長
）

　
人
と
の
か
か
わ
り
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
を
深
め
る

６
年
間
を
土
台
に
し
て
人
間
味
の
あ
る
大
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
、
𠮷
竹
校
長
は
語
る
。

　「
効
率
の
良
さ
や
学
力
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、

社
会
の
一
員
と
し
て
、
周
り
の
人
と
共
生
し
、
社
会
に

積
極
的
に
参
画
で
き
る
人
間
、
人
間
臭
く
て
た
く
ま
し

い
人
間
、
人
の
心
を
想
像
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
電
車
や
バ
ス
で
立
っ
て
い

る
高
齢
者
を
見
か
け
て
も
、
見
て
見
ぬ
振
り
を
す
る
こ

と
や
、
そ
の
存
在
に
す
ら
気
付
か
な
い
子
ど
も
が
増
え

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
人
に
関
心
を
持
ち
、
人
の

気
持
ち
を
想
像
す
る
感
性
が
育
っ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
学
校
で
も
行
事
が
精
選
さ

れ
、
効
率
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
中
、
た
と
え

時
間
が
掛
か
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
本
物
の

知
恵
に
な
り
得
る
よ
う
な
営
み
を
大
切
に
し
た
教
育
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

育てたい大人像と
そのための小学校の役割

教師が得意分野を共有し
人間味あふれる人を育てる
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醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
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づ
く
り

教
師
、保
護
者
、

地
域
が
一
体
と
な
り

子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る

香
川
県

高
松
市
立
栗り

つ

林り

ん

小
学
校

学校事例●7
四国　地区

S c h o o l  D a t a

設立 １８８４（明治１７）年

校長 藤本泰雄先生

児童数 １１９３人

学級数 ３９学級（うち特別支援学級５）

所在地 〒７６０-００７３　

 香川県高松市栗林町２-１０-７

TEL 0８７-８６１-３４３８

URL http://www.edu-tens.net/syoHP/riturinHP/

公開研究会　未定　

●　自分の住む地域を愛し、誇りに思える人
●　「自分だって、やれば出来る」と思える人
●　自分の意見をしっかりと持ち、他者の意見にも耳を傾けられ
る人

●　公共心を持った人

●　地域の子どもを見る目と声を謙虚に受け止めながら、多くの
人との交流を通して、子どもの主体性とかかわる力を育成す
ること

●　保護者や地域の人々が学校にかかわる機会を積極的に設け、
教師、保護者、地域が一体となって子どもを育てること

未来に残したい　栗林小学校の力強さ
◎地域、保護者と共に子どもを育て、学校を支えていこうとす
る姿勢

◎言語活動を取り入れた授業づくりや心の教育など、全員が学
校教育目標の達成にかかわり、学年団を横糸、プロジェクト
を縦糸として、一体となって教育活動に取り組む

どんな大人になってほしいか

そのための小学校の役割

高
松
市
立
栗
林
小
学
校

三
木
省
二

M
iki Syoji

学
校
評
価
担
当
、
５
学
年
担
任
。「
栗
林

地
区
に
限
ら
ず
、
自
分
の
住
む
地
域
を
愛

せ
る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

高
松
市
立
栗
林
小
学
校
校
長

藤
本
泰
雄

Fujim
oto Yasuo

「
子
ど
も
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
、
家

庭
に
も
地
域
に
も
伝
え
ら
れ
る
学
校
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」

高
松
市
立
栗
林
小
学
校

佐
藤
盛
子

Sato M
oriko

道
徳
主
任
、
１
学
年
担
任
。「『
努
力
す
れ
ば

出
来
る
、
自
分
に
だ
っ
て
出
来
る
』。
心
か

ら
そ
う
信
じ
ら
れ
る
子
ど
も
を
育
て
た
い
」

高
松
市
立
栗
林
小
学
校

真
鍋
長
嗣

M
anabe Takeshi

現
職
教
育
主
任
、
３
学
年
担
任
。「
他
者
の

意
見
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
自
分
の
意
見

を
鍛
え
ら
れ
る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
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高
松
市
立
栗り

つ

林り
ん

小
学
校
は
、
児
童
数
１
０
０
０
人
を

超
え
る
大
規
模
校
だ
。
か
つ
て
は
こ
の
地
域
に
長
く
住

む
家
庭
の
子
ど
も
が
大
半
だ
っ
た
が
、
最
近
は
保
護
者

の
転
勤
な
ど
で
引
っ
越
し
て
き
た
家
庭
の
子
ど
も
が
増

え
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
学
校
に
強
い
関
心
を
寄
せ
る

地
域
性
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
。
運
動
会
に
は
、
保
護

者
だ
け
で
な
く
地
域
の
人
も
参
加
す
る
ほ
ど
だ
。

　
同
校
の
子
ど
も
は
、
学
力
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る

が
、
自
分
の
考
え
を
発
表
し
た
り
、
自
ら
進
ん
で
行
動

し
た
り
す
る
積
極
性
に
乏
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
友
だ
ち
に
対
す
る
気
配
り
に
欠
け
る
行
動
が
見
ら

れ
る
こ
と
も
課
題
だ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
改
善
し
よ
う
と
、
２
年
前
か
ら
教

師
全
員
で
検
討
を
重
ね
、
２
０
１
１
年
度
は
学
校
教
育

目
標
を
「
よ
く
学
び

　
よ
く
遊
び

　
よ
く
働
く
子
ど
も

を
育
て
る
」
と
し
、「
自
主
・
思
い
や
り
・
夢

　
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
。
藤
本
泰
雄
校
長

は
、
子
ど
も
に
主
体
性
と
他
者
と
か
か
わ
る
力
を
付
け

た
い
と
話
す
。

　「
将
来
、
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
周
り
の
人
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
く
じ
け
ず
に

全
力
を
尽
く
せ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の

自
主
性
を
育
て
、
他
者
と
か
か
わ
る
力
を
高
め
た
い
と

考
え
ま
し
た
」

　
重
点
目
標
を
踏
ま
え
、
①
学
力
向
上
、
②
心
の
教
育
、

③
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
、
④
健
康･

安
全
、
⑤
個
別
学

習
、
⑥
生
徒
指
導
の
六
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
会
を
新

設
し
、
ど
の
教
師
も
い
ず
れ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
所

属
す
る
形
に
し
た
（
図
）。
一
つ
の
部
会
は
10
人
ほ
ど

か
ら
成
る
。
部
会
は
月
１
回
と
し
、
ど
の
教
師
も
勤
務

時
間
内
に
無
理
な
く
参
加
で
き
る
よ
う
、
校
内
研
修
の

年
間
計
画
に
組
み
入
れ
た
。
ど
の
部
会
に
も
全
学
年
の

教
師
が
所
属
す
る
よ
う
に
し
た
た
め
、
各
部
会
で
話
し

合
っ
た
内
容
は
毎
週
の
学
年
会
議
で
も
共
有
で
き
る
。

　
学
校
評
価
担
当
で
５
学
年
担
当
の
三
木
省
二
先
生
は
、

全
員
で
取
り
組
む
体
制
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
六
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
、
以
前
か
ら
各

学
年
で
大
切
に
し
て
き
た
活
動
ば
か
り
で
す
が
、
そ
れ

を
学
校
教
育
目
標
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
沿
っ
て
改
め
て
位

置
付
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
学

校
全
体
と
し
て

の
取
り
組
み
に

し
て
い
こ
う
と

考
え
ま
し
た
。

学
年
団
を
横

糸
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
縦
糸
と

し
て
、
先
生
方

全
員
の
意
識
を

一
つ
に
ま
と
め

上
げ
ら
れ
れ
ば

と
考
え
た
の
で

す
」

　　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
元
年
で
あ
る
11
年
度
は
、
六
つ
の
う

ち
二
つ
に
重
点
を
置
く
。
一
つ
め
は
、
①
学
力
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に
伴

い
、
全
学
年
で
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り

を
始
め
た
。
言
語
活
動
が
主
体
性
や
か
か
わ
る
力
の
育

成
に
適
し
て
い
る
と
い
う
部
会
の
判
断
も
あ
っ
た
。

　
10
年
度
の
反
省
で
は
ど
の
学
年
の
教
師
か
ら
も
、「
自

分
の
考
え
を
言
え
な
い
子
ど
も
が
い
る
」
と
い
う
声

が
上
が
っ
た
。
検
討
の
結
果
、「
言
語
ス
キ
ル
の
時
間
」

を
全
学
年
で
設
け
る
こ
と
に
決
め
た
。
こ
れ
は
言
語

活
動
を
進
め
る
土
台
と
な
る
力
を
付
け
る
た
め
の
時
間

学校教育目標、重点目標と六つのプロジェクトとの関係図

特集　未来をつくる日本の小学校

六
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り

「
主
体
性
」と「
か
か
わ
る
力
」を
育
成

何
人
も
の
教
師
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し

言
語
活
動
の
質
を
高
め
る
工
夫
を
重
ね
る

学校教育目標と重点目標を踏まえ、従来から取り組んできた教育活動を再編。
それぞれの活動に特化したプロジェクト部会を設けた。個別学習プロジェクト
と生徒指導プロジェクトは、全ての教育活動の基盤という意味を込めて他四つ
のプロジェクトの下部に位置付けている　　 ＊同校の資料を基に編集部で作成

◎本年度のスローガン…自主・思いやり・夢 チャレンジ

学校教育目標
よく学び　よく遊び　よく働く　子どもを育てる

教師全員がいずれかのプロジェクトに所属

個別学習プロジェクト5

個の学習を支える場づくり
生徒指導プロジェクト6

子どもの悩みに共感し、心を支
える活動

学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1

心
の
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2

チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

3

健
康･

安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

4

な
か
ま
と
と
も
に
進
ん

で
学
び
、
深
く
考
え
る

学
習
の
推
進

思
い
や
り
を
中
心
に
、

心
を
豊
か
に
す
る
活
動

の
推
進

な
か
ま
と
と
も
に
工
夫

し
て
働
き
、
や
り
た
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
活
動
の
推
進

な
か
ま
と
と
も
に
元
気

に
遊
び
、
心
と
体
を
鍛

え
る
活
動
の
推
進
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で
、
朝
学
習
の
時
間
の
う
ち
第
４
週
・
第
５
週
の
火
曜

日
・
金
曜
日
を
充
て
る
。
活
動
内
容
は
あ
え
て
統
一
せ

ず
、
担
任
が
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
決
め
る
こ
と
に
し
た
。

　
現
職
教
育
主
任
で
３
学
年
担
任
の
真
鍋
長た

け

嗣し

先
生

は
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
活
動
内
容
は
、
担
任
が
そ
れ
ぞ
れ
、
目
の
前
の
子

ど
も
の
実
態
に
合
わ
せ
て
工
夫
し
て
い
ま
す
。
私
の
学

級
で
は
、
友
だ
ち
の
意
見
と
自
分
の
意
見
と
が
ど
う
違

う
の
か
、
ど
こ
が
違
う
の
か
を
判
断
で
き
な
い
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
テ
ー
マ
が
似
通
っ
た
課
題

文
の
プ
リ
ン
ト
を
二
つ
用
意
し
、
筆
者
の
考
え
を
比
べ

さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
間
で
見
え
て
き
た
各

学
級
の
課
題
な
ど
は
、
学
年
会
や
部
会
で
共
有
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
教
師
も
一
人
ひ
と
り
が
主

体
的
に
取
り
組
み
や
す
く
な
り
、
他
の
教
師
へ
の
刺
激

に
も
つ
な
が
り
ま
す
」

　
６
月
に
は
、
３
年
、
５
年
、
６
年
の
一
学
級
ず
つ
で

一
斉
に
国
語
の
研
究
授
業
を
行
っ
た
。
他
者
と
か
か
わ

る
こ
と
を
通
し
て
主
体
性
を
育
て
よ
う
と
い
う
ね
ら
い

だ
が
、
子
ど
も
が
二
人
一
組
で
話
し
合
う
学
年
、
４
〜

５
人
の
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
う
学
年
、
教
師
と
子
ど

も
と
の
対
話
が
中
心
の
学
年
と
い
う
よ
う
に
、
活
動
の

仕
方
に
は
違
い
が
見
ら
れ
た
。

　「
他
学
年
の
授
業
を
見
る
こ
と
で
、
発
達
段
階
に
応

じ
て
活
動
内
容
や
形
式
を
ど
う
工
夫
す
れ
ば
よ
い
か
が

分
か
り
ま
す
。
国
語
以
外
の
教
科
に
言
語
活
動
を
ど
う

取
り
入
れ
る
か
を
考
え
る
上
で
も
役
立
ち
ま
す
。ま
た
、

他
学
年
の
教
師
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
ら
れ
た
り
、

授
業
を
見
た
学
年
の
児
童
に
声
を
掛
け
や
す
く
な
っ
た

り
す
る
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま
す
」（
真
鍋
先
生
）

　
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
二
つ
め
は
、②
心
の
教
育
だ
。

他
者
へ
の
思
い
や
り
を
育
も
う
と
、「
栗く

り

っ
子
あ
り
が

と
う
の
日
」
を
設
け
た
。
こ
れ
は
、
児
童
会
の
子
ど

も
た
ち
の
考
え
を
基
に
、
心
の
教
育
部
会
が
設
定
し
た

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
毎
日
の
生
活
で
感
じ
た
友
だ
ち
の

良
い
と
こ
ろ
や
家
族
の
あ
り
が
た
さ
な
ど
を
発
表
す
る

活
動
だ
。
ど
の
学
年
も
、
道
徳
の
時
間
を
核
と
し
た
指

導
計
画
の
中
で
月
１
回
行
う
。
５
月
に
は
、
地
域
の
人

も
参
加
し
て
行
わ
れ
る
運
動
会
の
感
想
文
を
書
い
た
。

感
想
文
は
各
学
年
か
ら
数
点
ず
つ
を
選
ん
で
廊
下
に
掲

示
し
、
子
ど
も
が
友
だ
ち
の
書
い
た
内
容
を
読
め
る
よ

う
に
し
た
。

　
道
徳
主
任
で
１
学
年
担
任
の
佐
藤
盛
子
先
生
は
、
そ

の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
運
動
会
で
は
地
域
の
人
と
普
段
よ
り
も
身
近
に
接

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
う
し
た
か
か
わ
り
を
通
し

て
自
分
が
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

す
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
な
か
な
か
自
分
の
気
持
ち
を

表
に
出
せ
な
い
の
は
、
照
れ
く
さ
さ
が
邪
魔
を
し
て
い

る
か
ら
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
素
直
に
感
謝
の
気
持
ち
を
つ

づ
っ
た
文
章
を
掲
示
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
気
持
ち
を

伝
え
る
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
わ
な
い
雰
囲
気
を
つ
く

ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
」

　
感
想
文
に
は
、「
近
所
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
一
緒
に

踊
っ
て
く
れ
て
楽
し
か
っ
た
」（
１
年
生
）、「
大
き
な

音
量
で
流
れ
る
音
楽
は
僕
た
ち
に
は
楽
し
い
け
れ
ど
、

近
所
の
人
に
と
っ
て
は
う
る
さ
く
感
じ
ら
れ
る
は
ず
。

そ
れ
で
も
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
『
あ
り
が

と
う
』
と
言
い
た
い
で
す
」（
５
年
生
）
な
ど
、
い
ず

れ
に
も
地
域
に
対
す
る
感
謝
が
表
れ
て
い
た
。

　
現
在
、
栗
林
小
学
校
は
教
師
、
保
護
者
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
を
見
取
る
環
境
を
整
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
感
想
文
の
掲
示
に
も
、
来
校
す
る

保
護
者
に
も
子
ど
も
の
感
想
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
も
ら

お
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
。
保
護
者
が
子
ど
も
の
成

長
を
感
じ
る
働
き
掛
け
を
、
意
識
的
に
行
っ
て
き
た
。

　
学
校
に
強
い
関
心
を
寄
せ
る
保
護
者
が
多
い
の
は
、

そ
う
し
た
積
み
重
ね
の
成
果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
朝
の

全
校
集
会
を
見
学
し
て
か
ら
出
勤
す
る
父
親
の
姿
が
見

ら
れ
た
り
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
水
泳
ク
ラ
ス
マ
ッ

チ
（
写
真
）
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
参
観
者
が
集
ま
っ
た

り
す
る
ほ
ど
だ
。

　
保
護
者
会
や
懇
談
会
な
ど
で
は
、
多
く
の
保
護
者
が

学
校
と
家
庭
と
の
役
割
分
担
を
意
識
し
て
、
発
言
や
提

言
を
す
る
と
い
う
。

　「
地
域
と
本
校
の
連
携
に
つ
い
て
は
『
こ
う
い
う
取

り
組
み
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
』
と
い
う
意
見
を
い
た

だ
き
ま
す
。
生
活
習
慣
に
関
し
て
は
『
家
庭
で
出
来
る

1

2

3

4

5

6

7

8

学
校
改
革

教
育
の
原
点

自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

他
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

素
直
に
表
現
で
き
る
よ
う
に

大
人
と
の
多
様
な
交
流
を
通
じ
て

社
会
を
見
る
目
を
鍛
え
る
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こ
と
は
な
い
か
』
と
協
力
の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
す
。

教
師
と
保
護
者
と
が
一
緒
に
教
育
活
動
を
考
え
る
伝
統

が
出
来
て
い
る
の
で
す
」（
三
木
先
生
）

　
同
校
は
、
国
の
特
別
名
勝
で
あ
る
栗り

つ

林り
ん

公
園
で
の
始

業
式
や
観
光
ガ
イ
ド
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
地
域
と

連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　「
地
域
の
活
動
は
、
社
会
人
や
高
齢
者
な
ど
、
保
護

者
以
外
の
大
人
と
の
か
か
わ
り
が
お
の
ず
と
生
ま
れ
ま

す
。
そ
こ
で
の
協
働
的
な
活
動
や
交
流
を
通
し
て
、
子

ど
も
は
地
域
に
つ
い
て
の
探
究
活
動
を
深
め
ま
す
。
教

科
学
習
で
身
に
付
け
た
知
識
を
活
用
す
る
良
い
機
会
に

も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
人
の
賢
さ
や
優
し
さ
に

触
れ
、憧
れ
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
」

（
三
木
先
生
）

　
学
校
運
営
に
つ
い
て
も
地
域
の
声
を
取
り
入
れ
よ
う

と
、
子
ど
も
会
会
長
や
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
体
育
協
会
会

長
な
ど
で
編
成
さ
れ
る
地
域
学
校
連
携
推
進
委
員
会
を

設
け
て
い
る
。
10
年
度
か
ら
始
め
た「
マ
ラ
ソ
ン
期
間
」

は
、
子
ど
も
の
体
力
低
下
を
心
配
す
る
同
委
員
会
の
声

に
応
え
た
も
の
だ
。

　

　
10
年
後
、
20
年
後
、

社
会
に
出
て
い
く
子
ど

も
た
ち
を
ど
の
よ
う
な

姿
に
育
て
た
い
か
を
、

先
生
方
に
聞
い
た
。

　
三
木
先
生
は
、
地
域

を
愛
す
る
大
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
話
す
。

　「
地
域
は
生
活
の
基
盤

と
な
り
ま
す
。
今
、
住
ん
で
い
る
栗
林
地
区
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
将
来
、
ど
こ
に
住
む
こ
と
に
な
っ
て
も
、

近
隣
の
人
と
力
を
合
わ
せ
て
、
そ
の
地
域
の
た
め
に
尽

く
そ
う
と
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

　
佐
藤
先
生
は
、
自
ら
の
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
乗
り
越

え
て
い
け
る
強
い
意
志
を
持
っ
た
大
人
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
話
す
。

　「
何
ご
と
に
も
諦
め
ず
に
根
気
よ
く
取
り
組
む
気
持

ち
を
支
え
る
の
は
、『
や
れ
ば
出
来
る
』
と
い
う
信
念

で
す
。
自
分
を
信
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
何
も
始
ま
り
ま

せ
ん
。
自
尊
感
情
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
他
者
へ
の
思
い

や
り
も
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
真
鍋
先
生
は
、
自
分
の
考
え
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ

と
話
す
。

　「
社
会
に
出
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
の
人
に
出

会
い
ま
す
。
他
者
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
は
重
要

で
す
が
、
子
ど
も
に
は
そ
の
前
に
ま
ず
、
自
分
は
ど
う

考
え
る
か
を
し
っ
か
り
固
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

話
し
合
い
で
も
討
論
で
も
、
根
本
は
そ
こ
に
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
藤
本
校
長
は
、
相
手
を
気
遣
う
こ
と
と
責
任
感
の
育

成
が
大
切
だ
と
言
う
。

　「
人
間
は
自
分
一
人
で
生
き
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
周
り
の
人
に
対
し
て
気
を
配
っ

た
り
、
所
属
す
る
集
団
の
中
で
の
義
務
を
果
た
し
た
り

出
来
る
、
い
わ
ば
公
共
心
を
備
え
た
大
人
に
育
て
た
い

と
思
い
ま
す
」

　
そ
う
し
た
大
人
を
育
て
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
、

藤
本
校
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　

　「
地
域
の
方
は
率
直
な
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
授
業
参
観
で
は
、『
あ
の
場
面
で
は
、
子
ど
も
の

答
え
に
教
師
が
も
う
少
し
反
応
し
て
も
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
』
と
い
っ
た
教
科
指
導
の
課
題
も
指
摘
さ
れ

ま
す
。い
つ
も
受
け
入
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

教
師
の
視
点
に
偏
ら
な
い
指
導
を
追
究
す
る
上
で
、
と

て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち
教
師
は
、
地
域

の
子
ど
も
を
見
る
目
と
声
を
謙
虚
に
受
け
止
め
な
が

ら
、
多
く
の
人
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

特集　未来をつくる日本の小学校

育てたい大人像と
そのための小学校の役割

公共心を育むため
多くの人とのかかわりを

写真　学年ごとの水泳クラスマッチにはたくさんの保護者が参観に訪れ、「共に力を合わせる
仲間に出会えて、子どもは幸福だと思う」など、自分の子どもだけでなく子どもの友だちが頑
張る姿を見て感動したという声が寄せられた
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1

2

3

4

5

6

7

8

学
校
改
革

教
育
の
原
点

自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

「
心
の
基
盤
を

西
池
に
持
つ
人
」を
育
て
る

宮
崎
県

宮
崎
市
立
西
池
小
学
校

S c h o o l  D a t a

設立 1955（昭和30）年

校長 髙山秀典先生

児童数 ８７１人

学級数 30学級（うち特別支援学級２）

所在地 〒880-0027

 宮崎県宮崎市西池町12-49

TEL 0985-24-2611

URL http://www.mcnet.ed.jp/nishiike-s/

公開研究会　未定　

学校事例●8
九州　地区

●　ふるさとを愛し、世界のどこにいても、心の基盤をふるさと
に持っている人

●　たとえ困難にぶつかっても諦めずに努力して、夢を実現しよ
うとする人

●　子どもが「楽しい」「自分には大切な戻れる場所がある」と感
じられる心の拠り所であること。そのために、教師も教育活
動を楽しいと感じるような学校であること

●　地域に必要とされる学校。そのために、積極的に情報を発信
したり、地域とかかわったりすること

どんな大人になってほしいか

そのための小学校の役割

宮
崎
市
立
西
池
小
学
校

日
髙
康
朗

H
idaka Yasurou

教
務
主
任
。「
人
に
頼
ら
ず
、
困
難
を
自

力
で
解
決
で
き
る
人
間
を
育
て
た
い
」

宮
崎
市
立
西
池
小
学
校
校
長

髙
山
秀
典

Takayam
a H

idenori

「
子
ど
も
た
ち
が
主
役
で
あ
る
こ
と
を
常

に
念
頭
に
置
き
、
楽
し
い
学
校
を
つ
く
り

た
い
」

宮
崎
市
立
西
池
小
学
校

馬
場
義
和

B
aba Yoshikazu

研
究
主
任
。「
学
校
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ

ま
な
物
事
、
そ
し
て
人
に
対
し
て
、
常
に

謙
虚
さ
を
忘
れ
ず
に
接
し
た
い
」

未来に残したい　西池小学校の力強さ
◎子どもにとっても、地域の人にとっても豊かで楽しい生活を
送るきっかけの場となろうとしている。そのために、保護者
や地域の協力を得ながら、その期待に応えられるように、学
校から積極的に働き掛けたり、連携したりする取り組みを数
多く続けている

◎学力向上のために、常に授業改善に努めている
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宮
崎
市
立
西
池
小
学
校
は
、
県
立
図
書
館
や
県
立
美

術
館
、
宮
崎
公
立
大
な
ど
が
あ
る
宮
崎
市
中
心
部
の
文

教
地
区
に
位
置
す
る
。
大
手
企
業
の
社
宅
も
あ
り
、
教

育
熱
心
な
保
護
者
が
多
い
。
最
近
で
は
卒
業
生
の
約
３

分
の
１
〜
５
分
の
１
が
地
元
の
公
立
中
学
校
に
進
ま

ず
、
国
立
・
私
立
中
学
校
、
県
立
中
高
一
貫
校
に
進
学

し
た
。

　
保
護
者
や
地
域
の
学
校
に
対
す
る
期
待
は
高
く
、
非

常
に
協
力
的
だ
。
例
え
ば
、
地
元
に
は
プ
ー
ル
が
な
い

た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
プ
ー
ル
委
員
会
を
組
織
し
、
約
30
人

の
保
護
者
が
運
営
を
補
助
し
て
夏
休
み
の
数
日
間
、
同

校
の
プ
ー
ル
を
開
放
す
る
。
１
日
当
た
り
平
均
２
０
０

人
前
後
も
の
子
ど
も
が
集
ま
る
と
い
う
。日
程
終
了
後
、

忘
れ
物
は
そ
の
ま
ま
ま
と
め
て
保
管
さ
れ
る
の
が
一
般

的
だ
が
、プ
ー
ル
委
員
長
が「
そ
の
ま
ま
で
は
臭
く
な
っ

て
し
ま
う
」
と
、
バ
ス
タ
オ
ル
や
下
着
な
ど
を
全
て
洗

濯
し
、
畳
ん
で
持
っ
て
き
た
。
髙
山
秀
典
校
長
は
、「
私

は
教
師
生
活
37
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
初
め
て
の
経
験

で
し
た
。『
お
ら
が
学
校
』
と
い
う
気
持
ち
で
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
落
ち
着
い
た
学
習
環
境
に
あ
り
、
学
力
的
に
も
安
定

し
て
い
る
同
校
に
赴
任
し
た
時
の
こ
と
を
、
研
究
主
任

の
馬
場
義
和
先
生
は
、「
指
導
に
専
念
で
き
る
と
思
う

半
面
、
保
護
者
の
教
育
に
対
す
る
意
識
が
高
い
こ
と
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
教
務

主
任
の
日
髙
康
朗
先
生
も
、「
更
な
る
学
力
向
上
の
た

め
に
、
私
た
ち
の
授
業
力
を
常
に
高
め
る
必
要
性
を
強

く
感
じ
ま
し
た
」
と
続
け
る
。

　　
こ
う
し
た
保
護
者
の
思
い
に
応
え
る
べ
く
、
同
校
で

は
学
力
向
上
の
た
め
に
新
た
な
授
業
方
法
の
研
究
や
導

入
に
と
て
も
積
極
的
だ
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
面

で
は
、
２
０
１
０
年
に
モ
ニ
タ
ー
や
実
物
投
影
機
が

全
教
室
に
配
備
さ
れ
た
。
教
師
は
子
ど
も
の
興
味
・
関

心
を
引
く
た
め
の
導
入
部
分
を
中
心
に
活
用
。
30
学
級

の
う
ち
、
常
時
半
分
近
く
の
学
級
で
使
っ
て
い
る
。
11

年
度
に
は
ブ
ロ
グ
の
更
新
や
実
物
投
影
機
の
使
い
方
な

ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
研
究
会
を
開
い
た
。

　「
以
前
の
研
究
会
で
は
、
時
に
厳
し
い
言
葉
が
飛
び

交
う
こ
と
に
よ
っ
て
互
い
の
指
導
力
を
高
め
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
の
研
究
会
で
は
互
い
の
指
導
に
口
を
出
さ

な
い
と
い
う
風
潮
が
強
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
本
校
の
授
業
研
究
や
職
員
会
議
で
は
、
厳
し
い

意
見
も
出
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
互
い
に
切
磋

琢
磨
す
る
た
め
に
は
、物
言
わ
ぬ
集
団
で
は
だ
め
で
す
」

（
髙
山
校
長
）

　
11
年
度
に
は
、
中
学
校
区
で
の
小
中
一
貫
教
育
の
推

進
に
取
り
組
み
始
め
た
。
小
学
校
２
校
、
中
学
校
１
校

の
３
校
で
、「
夢
と
希
望
を
も
ち
主
体
的
に
学
ぶ
児
童

生
徒
の
育
成
〜
学
力
向
上
と
『
自
分
さ
が
し
』
の
推
進

を
通
し
て
〜
」
と
い
う
共
同
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
。
学

力
向
上
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
二
本
柱
に
研
究
を
進
め
て

い
る
。

　
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
積
み
上
げ
て
き
た
伝
統

も
あ
り
、共
同
で
の
研
究
は
そ
う
簡
単
に
は
進
ま
な
い
。

　「
小
中
一
貫
教
育
の
良
さ
や
大
切
さ
は
、
教
師
全
員

が
理
解
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
各
校
に
は
歴
史
と
伝

統
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
を
持
っ
て
、
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。学
級
担
任
制
の
小
学
校
と
、

教
科
担
任
制
の
中
学
校
と
で
は
、
教
師
の
空
き
時
間
の

取
り
方
や
、
授
業
の
進
め
方
な
ど
、
物
理
的
に
実
現
が

難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
中
学
校
の
教
師
が

小
学
校
の
授
業
に
入
っ
た
り
、
中
学
生
が
、
出
身
小
学

校
の
後
輩
に
体
験
談
を
話
し
た
り
す
る
な
ど
の
具
体
的

な
活
動
を
通
し
て
、
教
師
も
子
ど
も
も
、
小
中
の
交
流

を
深
め
て
、互
い
を
理
解
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
馬
場
先
生
）

　
３
校
に
よ
る
小
中
一
貫
教
育
の
研
究
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
だ
が
、
髙
山
校
長
は
少
し
ず
つ
手
応
え
を
感
じ
始

め
て
い
る
。

　「
子
ど
も
た
ち
に
は
単
に
知
識
量
を
増
や
す
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
を
生
か
し
て
自
分
の
夢
を
実
現
し
て
い
く

力
を
付
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ま
さ

に
キ
ャ
リ
ア
教
育
そ
の
も
の
で
す
。
私
た
ち
教
師
は
ま

だ
ま
だ
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
で
す
が
、

３
校
で
協
力
し
て
、
９
年
間
か
け
て
力
を
付
け
る
と
い

う
共
通
理
解
が
少
し
ず
つ
深
ま
っ
て
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
」

　
先
の
プ
ー
ル
開
放
の
件
の
よ
う
に
、
地
域
の
人
々
が

特集　未来をつくる日本の小学校

教
育
熱
心
で
協
力
的
な

保
護
者
の
期
待
に
応
え
た
い

子
ど
も
、教
師
、学
校
に
か
か
わ
る
誰
も
が

「
楽
し
い
」と
思
え
る
学
校
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
、
授
業
研
究
、
小
中
連
携

学
力
向
上
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
あ
り
方
を
模
索
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同
校
に
寄
せ
る
ま
な
ざ
し
は
温
か
い
。
し
か
し
、
子
ど

も
が
地
域
に
愛
着
を
感
じ
た
り
、
地
域
に
見
守
ら
れ
て

い
る
実
感
を
十
分
に
得
ら
れ
た
り
し
て
い
る
と
は
い
え

な
い
状
況
に
あ
る
。
転
勤
し
て
き
た
家
庭
や
マ
ン
シ
ョ

ン
居
住
者
が
多
い
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
理
由
だ
。
例
え

ば
、
近
隣
の
小
学
校
は
ほ
ぼ
全
員
が
子
ど
も
会
に
加
入

し
て
い
る
が
、
同
校
は
３
割
程
度
。
こ
の
た
め
、
子
ど

も
会
が
集
団
登
校
を
担
う
こ
と
が
出
来
な
い
な
ど
の
課

題
が
生
じ
て
い
る
。

　
集
団
登
校
な
ど
目
先
の
課
題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

長
期
的
に
見
て
も
、
学
校
が
基
点
と
な
り
、
子
ど
も
と

地
域
、保
護
者
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と
深
め
、

地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
、
同
校

は
考
え
て
い
る
。

　「
子
ど
も
た
ち
は
将
来
、
必
ず
し
も
地
元
に
残
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
日
本
を
飛
び
出
し
て
、

世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
可
能
性
も
大
い
に
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
子
ど
も
に
と
っ
て
、
本
校
が
心
の
拠
り

所
で
あ
り
た
い
。『
自
分
に
は
、
大
好
き
な
戻
れ
る
場

所
が
あ
る
』
と
思
え
る
か
ら
こ
そ
、
困
難
と
向
き
合
っ

た
時
も
く
じ
け
ず
、
夢
を
実
現
し
よ
う
と
ひ
た
む
き
に

努
力
で
き
る
と
思
う
か
ら
で
す
」（
髙
山
校
長
）

　
子
ど
も
が
大
人
に
な
っ
て
い
つ
か
帰
り
た
い
と
思

い
、
地
元
の
人
々
が
も
っ
と
豊
か
で
楽
し
い
生
活
を
送

る
き
っ
か
け
の
場
と
な
る
こ
と
で
、
西
池
小
の
地
域
が

も
っ
と
活
性
化
し
、よ
い
循
環
が
続
く
。
そ
の
た
め
に
、

も
っ
と
出
来
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
髙
山
校

長
は
考
え
て
い
る
。

　「
地
域
の
人
た
ち
が
、
自
由
に
学
校
に
出
入
り
出
来

る
よ
う
な
活
動
は
な
い
か
と
模
索
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
朝
学
習
で
地
域
の
高
齢
者
の
方
が
教
え
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
日
髙
先
生
も
「
子
ど
も
の
た
め
に
な
る
活
動
と
い
う

の
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
高
齢
者
に
生
き

が
い
を
提
供
す
る
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
た
め
の
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
特
徴
的
な
取
り
組
み
の
一

例
を
紹
介
す
る
。

◎
民
生
委
員
と
の
交
流
給
食
（
５
月
）

　
校
区
の
民
生
委
員
約
30
人
を
学
校
に
招
待
。
１
・
２

年
生
の
教
室
に
４
〜
５
人
ず
つ
入
っ
て
も
ら
い
、
子
ど

も
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
る
（
写
真
１
）。
民
生
委
員

の
仕
事
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
、
１
・
２
年
生
に
は
ま

だ
十
分
に
理
解
で
き
な
い
が
、
給
食
を
食
べ
な
が
ら
話

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
は
自
分
が
地
域
全
体

で
見
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
機
会
と
な
っ
て
い

る
。
給
食
費
は
自
費
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
生

委
員
の
人
た
ち
は
、
毎
年
、
喜
ん
で
参
加
し
て
い
る
と

い
う
。

1

2

3

4

5

6

7

8

学
校
改
革

教
育
の
原
点

自
己
有
用
感
の
醸
成

授
業
研
究

教
師
の
連
携

教
材
開
発

地
域
と
の
共
育

心
の
基
盤
づ
く
り

地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
で

共
に
子
ど
も
を
育
む

写真１　民生委員と一緒に給食を楽しむ。この日は、体育館に集まって地域の
話を聞いたり、下校時は一緒に歩いたりと、１日かけて交流を楽しんだ（写真は
２０１０年度３年生での交流給食の様子）

写真２　サマースクールで地域ボランティアの講師に書道を習っている様子。一つ
の講座につき複数の講師が対応するため、きめ細かく指導してもらえる。子どもの
参加は任意にもかかわらず、毎年盛況だ
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◎
校
区
内
の
危
険
箇
所
点
検
（
７
月
）

　
各
自
治
会
長
と
教
師
が
一
緒
に
校
区
内
を
歩
き
、
子

ど
も
に
と
っ
て
危
な
い
場
所
を
点
検
し
、
マ
ッ
プ
を

作
っ
て
い
る
。
自
治
会
を
教
師
全
員
に
振
り
分
け
、
日

程
の
調
整
や
点
検
す
る
地
域
の
役
割
分
担
な
ど
、
自
治

会
長
と
の
連
絡
は
担
当
教
師
が
直
接
行
う
。

　
ま
た
、
教
師
は
、
地
域
の
生
涯
学
習
担
当
や
文
化
祭

担
当
な
ど
、
地
域
連
携
の
何
ら
か
の
役
割
を
校
務
分
掌

に
位
置
付
け
ら
れ
、
出
来
る
だ
け
地
域
の
行
事
に
参
加

す
る
。
例
え
ば
、
馬
場
先
生
は
公
民
館
で
開
か
れ
る
地

域
の
文
化
祭
に
２
年
連
続
で
参
加
し
た
。

◎
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
（
８
月
）

　
夏
休
み
の
２
日
間
、
地
域
の
人
が
講
師
を
務
め
る
パ

ソ
コ
ン
講
座
や
絵
手
紙
講
座
、
宮
崎
公
立
大
の
学
生
が

教
え
る
学
習
講
座
な
ど
を
開
い
た
（
写
真
２
）。
11
年

は
児
童
約
４
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　「
学
校
を
支
え
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
地
域
の
方

に
は
な
か
な
か
そ
の
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
は
、
自
分
の
特
技
を
生
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も

と
接
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
書
道
の
講
師

は
80
代
の
方
で
、『
こ
れ
が
生
き
が
い
で
す
』
と
毎
年
、

快
く
引
き
受
け
て
く
れ
ま
す
」（
髙
山
校
長
）

◎
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ー
ド

　
加
入
率
が
低
い
子
ど
も
会
の
代
わ
り
に
、
子
ど
も
が

地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
異
年
齢
交
流
を
行
う
機
会
と

し
て
始
め
た
の
が
、「
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ー
ド
」だ
。

地
域
の
行
事
に
参
加
し
た
際
、
主
催
者
か
ら
専
用
カ
ー

ド
に
参
加
印
を
も
ら
い
、
10
個
貯
ま
る
と
学
校
か
ら
賞

状
が
渡
さ
れ
る
。
行
事
の
前
に
は
、
担
任
が
子
ど
も
た

ち
に
「
今
週
末
に
こ
う
い
う
行
事
が
あ
り
ま
す
。
参
加

し
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
伝
え
る
こ
と
も
あ
る
。

　「
地
域
の
行
事
も
子
ど
も
の
参
加
率
が
低
い
と
、
今

後
の
運
営
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
校
が
地
域

に
協
力
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
学
校
も
地
域
に
協

力
す
る
と
い
う
意
識
の
下
、『
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ー

ド
』
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
互
い
を
活
性
化
さ
せ
よ
う

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
協
力
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
」（
髙
山
校
長
）

◎
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実

　
地
域
の
人
を
含
め
、
保
護
者
に
学
校
の
様
子
を
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
情

報
発
信
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。「
学
年
別
」「
校
長

室
」「
給
食
室
」
な
ど
の
ブ
ロ
グ
を
設
け
て
、
高
い
頻

度
で
更
新
し
、
日
々
の
学
校
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

そ
の
充
実
ぶ
り
は
、
全
国
的
な
小
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
す
る
ほ
ど
だ
。
11
年
度
に
は
、

「
お
す
す
め
レ
シ
ピ
」
と
「
保
健
室
」
の
ブ
ロ
グ
を
新

た
に
加
え
た
。
ア
ク
セ
ス
数
は
１
日
平
均
２
０
０
に
上

る
と
い
う
。

　「
一
人
の
担
当
者
だ
け
で
運
営
し
よ
う
と
す
る
と
、

担
当
者
の
異
動
と
共
に
更
新
が
滞
り
が
ち
に
な
り
ま

す
。
本
校
で
は
、
担
当
者
を
一
人
置
い
て
い
ま
す
が
、

教
職
員
全
員
が
更
新
で
き
る
よ
う
に
し
、
常
に
誰
か
が

学
校
の
様
子
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
と
し
て
い
ま

す
。
本
校
が
ど
の
よ
う
な
学
校
か
、
校
長
が
ど
ん
な
思

い
を
抱
い
て
い
る
の
か
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
思
い
、
私

も
で
き
る
だ
け
毎
日
更
新
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

（
髙
山
校
長
）

　
髙
山
校
長
が
念
頭
に

置
い
て
い
る
こ
と
は
、

子
ど
も
に
と
っ
て
も
教

師
に
と
っ
て
も
、
学
校

に
か
か
わ
る
大
勢
の

人
た
ち
に
と
っ
て
も
楽

し
い
学
校
に
す
る
こ
と

だ
。

　「
子
ど
も
に
と
っ
て

は
、
単
な
る
一
時
的
な
快
楽
で
楽
し
い
と
感
じ
る
の
で

は
な
く
、『
勉
強
が
分
か
っ
た
』
と
い
う
、
本
当
の
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
意
味
で
、

学
力
向
上
は
、
今
後
も
学
校
づ
く
り
を
支
え
る
柱
と
な

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も
が
『
楽
し
い
』
と
感
じ

る
た
め
に
は
、
指
導
す
る
教
職
員
も
『
楽
し
い
』
と
思

う
こ
と
が
大
切
で
す
。『
仕
事
だ
か
ら
』
と
受
け
身
の

姿
勢
で
い
て
は
、
よ
り
良
い
授
業
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア

も
湧
か
ず
、
忙
し
い
日
々
に
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
世

の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
職
業
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
教

師
が
最
高
の
職
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
、
定
年

を
迎
え
ま
す
が
、も
う
一
度
職
業
を
選
べ
る
と
し
て
も
、

ま
た
教
師
を
選
び
ま
す
。
い
か
に
世
の
中
が
変
わ
ろ
う

と
、
人
を
教
え
ら
れ
る
仕
事
は
教
育
者
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
先
生
方
に
は
、
教
師
と
い
う
仕
事
や
自
分
の
立
場

を
誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
う
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
す
る
の
が
、
校

長
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

育てたい大人像と
そのための小学校の役割

西池小を心の基盤に
夢を実現しようと努力する

特集　未来をつくる日本の小学校
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―
―
ま
ず
、
先
生
方
の
海
外
の
学
校
へ
の
赴
任
経
験
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

嶋
田

　
１
９
９
４
年
か
ら
３
年
間
、
香
港
日
本
人
学
校

に
教
諭
と
し
て
、２
０
０
６
年
か
ら
３
年
間
、バ
ー
レ
ー

ン
の
バ
ハ
レ
ー
ン
日
本
人
学
校
に
校
長
と
し
て
赴
任
し

ま
し
た
。
香
港
は
小
学
校
だ
け
で
48
学
級
、
小
・
中
合

わ
せ
て
約
２
２
０
０
人
が
在
籍
す
る
大
規
模
校
で
、
バ

ハ
レ
ー
ン
は
児
童
数
30
人
程
度
の
小
規
模
校
で
し
た
。

高
橋

　
79
年
か
ら
82
年
ま
で
、
パ
リ
日
本
人
学
校
に
教

諭
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
札
幌
市
の
公
立

小
学
校
校
長
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
定
年
退
職
後
も

海
外
の
教
育
に
関
心
が
あ
り
、
シ
ニ
ア
派
遣
と
し
て
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
補
習
授
業
校
（
＊
）、
イ
ギ

リ
ス
の
テ
ル
フ
ォ
ー
ド
補
習
授
業
校
の
校
長
を
各
２
年

間
務
め
、
11
年
３
月
に
帰
国
し
ま
し
た
。

継
田

　
02
年
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
学
校
ク
レ
メ

ン
テ
ィ
校
に
教
頭
と
し
て
、
09
年
か
ら
は
中
国
の
大
連

日
本
人
学
校
に
校
長
と
し
て
赴
き
ま
し
た
。

―
―
海
外
経
験
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き

る
日
本
の
子
ど
も
に
は
、
ど
の
よ
う
な
力
が
必
要
だ
と

お
考
え
で
す
か
。

嶋
田

　
現
地
で
日
本
企
業
の
生
産
拠
点
が
ど
ん
ど
ん
進

出
し
て
く
る
状
況
を
見
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
急
速
な

進
展
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
と

共
に
技
術
も
国
外
に
流
れ
、
国
内
産
業
の
空
洞
化
が
進

む
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
単
に
知
識
や
技
術

を
身
に
付
け
た
だ
け
で
は
、
仕
事
が
な
か
な
か
見
つ
か

ら
な
い
状
況
が
起
こ
り
得
ま
す
。
日
本
に
と
っ
て
切
実

な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
バ
ー
レ
ー
ン
に
い
た
時
、
彼

ら
が
既
に
太
陽
光
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
既
存
の
豊
富
な
原
油
を

輸
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
常
に
新
た
な
付
加
価
値
を
考

え
て
い
る
の
で
す
。
日
本
が
こ
う
し
た
国
々
に
肩
を
並

べ
て
繁
栄
す
る
に
は
、
新
学
習
指
導
要
領
で
強
調
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
知
識
や
技
術
を
活
用
す
る
力
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
て
、
付
加
価
値
を
生
み
出

す
力
を
付
け
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

高
橋

　
同
感
で
す
。
私
は
そ
れ
に
加
え
て
も
う
二
つ
、

必
要
だ
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
め
は
、
身
に

付
け
た
力
を
実
社
会
や
将
来
と
結
び
付
け
て
考
え
る
こ

と
で
す
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、中
学
生
く
ら
い
か
ら
、

自
分
が
就
き
た
い
仕
事
の
実
習
に
行
き
ま
す
。
私
の
い

た
補
習
授
業
校
で
も
、
教
員
志
望
の
卒
業
生
が
、
実
習

を
さ
せ
て
ほ
し
い
と
来
て
、
受
け
入
れ
た
こ
と
が
あ
り

一
斉
指
導
、板
書
、校
内
研
究

世
界
か
ら
見
た
日
本
の
教
育
の
強
み

世
界
の
国
々
に
比
べ
る
と
、
日
本
の
教
育
は
ど
の
よ
う
な
点
に
特
徴
が
あ
る
の
か
。
未
来
に
引
き
継
ぎ
た
い

日
本
の
教
育
の
良
さ
、
海
外
の
学
校
か
ら
学
べ
る
ヒ
ン
ト
を
、
海
外
の
学
校
へ
の
赴
任
経
験
を
も
つ
３
人
の
先
生
に
聞
い
た
。

座
談
会

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い

付
加
価
値
を
生
み
出
せ
る
力
が
重
要
に

北
海
道
札
幌
市
立
中
の
島
小
学
校
校
長

嶋
田
肇

し
ま
だ
・
は
じ
め
◎
札
幌
市
公
立
小
学
校
教
諭
、
香
港
日
本
人
学
校
教
諭
、

バ
ハ
レ
ー
ン
日
本
人
学
校
校
長
な
ど
を
経
て
、
現
職
。
北
海
道
国
語
教
育
連

盟
研
究
講
師
、
札
幌
国
際
理
解
教
育
研
究
会
副
会
長
も
務
め
る
。

札
幌
市
立
中
の
島
小
学
校
◎
国
際
社
会
で
信
頼
と
尊
敬
を
得
る
に
ふ
さ
わ
し

い
調
和
の
と
れ
た
児
童
の
育
成
を
目
指
す
。
児
童
数
は
４
８
３
人
。

＊補習授業校とは、現地の学校や国際学校（インターナショナルスクール）に通学している日本人の子どもに対し、土曜日や放課後などを利用して、
国内の小学校又は中学校の一部の教科について日本語で授業を行う教育施設（文部科学省『海外で学ぶ日本の子どもたち』（平成２１年２月）より）
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ま
し
た
。
夢
や
志
を
も
ち
、「
学
ん
だ
こ
と
を
こ
う
い

う
風
に
役
立
て
た
い
、
生
か
し
た
い
」
と
将
来
を
見
据

え
て
考
え
る
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
二
つ
め
は
、
自
分
の
文
化
を
誇
り
に
思
い
、
自
分
の

考
え
を
伝
え
な
が
ら
、
相
手
の
文
化
も
理
解
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
で
す
。
赴
任
国
で
は
声
の
大
き
い
方
が
勝
つ

と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
相
手
の
気
持
ち
と
共

に
全
体
を
考
え
る
、
両
方
が
仲
良
く
す
る
こ
と
を
考
え

る
の
が
日
本
の
文
化
で
す
。
ま
ず
は
こ
の
良
さ
に
誇
り

を
も
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

継
田

　
私
の
赴
任
し
て
い
た
頃
の
中
国
で
は
、
日
本
と

は
異
な
り
、
何
か
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
順
番
に
並
ぶ

よ
う
な
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
異
な

る
文
化
の
国
に
入
っ
た
ら
、
そ
の
国
の
文
化
と
し
て
相

手
を
尊
重
し
、
そ
の
上
で
自
分
を
認
め
て
も
ら
え
る
よ

う
に
発
信
し
て
い
く
力
が
必
要
で
す
。
加
え
て
、
何
か

問
題
が
生
じ
た
時
に
は
、
知
識
を
使
っ
て
判
断
し
て
解

決
し
て
い
く
力
が
な
け
れ
ば
世
界
に
通
用
し
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

―
―
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
な
力
を
育
む
た
め
に
、
今
後

も
大
切
に
す
べ
き
、
日
本
の
教
育
の
良
さ
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
諸
外
国
の
学
校
教
育
の
特

徴
と
併
せ
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

継
田

　
中
国
の
学
校
は
、
教
え
込
み
が
中
心
で
す
。
子

ど
も
は
姿
勢
よ
く
話
を
聞
き
、
学
校
と
家
庭
で
勉
強
す

る
時
間
は
、
日
本
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
長

い
で
す
。
日
本
も
か
つ
て
は
、
知
識
・
技
能
を
一
番
に

重
視
し
て
、
教
え
込
み
の
教
育
を
行
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
子
ど
も
が
待
つ
時
間
や
黙
っ

て
い
る
時
間
を
少
な
く
し
よ
う
と
工
夫
し
た
り
、
理
解

が
よ
り
深
ま
る
具
体
物
を
用
意
し
た
り
、
子
ど
も
が
考

え
た
り
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
も
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
。
更
に
現
在
、
今
ま
で
日
本
が
も
っ
て
い
た
一
斉
指

導
の
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
子
ど
も
の
発
想
も
生
か
す

指
導
、
単
な
る
教
え
込
み
で
は
な
く
て
、
子
ど
も
個
人

の
意
欲
や
個
性
を
大
切
に
す
る
教
育
に
う
ま
く
転
換
で

き
て
い
る
の
は
良
い
点
だ
と
思
い
ま
す
。

高
橋

　
赴
任
国
で
は
、
日
本
の
よ
う
に
学
級
全
員
が
き

ち
ん
と
自
席
に
座
っ
て
い
る
こ
と
や
、
教
師
の
一
言
で

同
じ
活
動
を
さ
せ
る
指
導
は
「
神
業
」
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
一
斉
指
導
の
中
で
多
く
の
先
生
方

が
、
問
題
解
決
学
習
を
多
く
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
、
海

外
の
教
育
関
係
者
は
驚
き
を
感
じ
て
い
ま
す
。

嶋
田

　「
一
斉
指
導
の
時
代
は
終
え
る
べ
き
」
の
よ
う

に
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
香
港
の
日
本
人
学
校
に
い
た
時
に
取
材
を

受
け
、「
子
ど
も
た
ち
が
一
斉
に
掃
除
を
す
る
こ
と
は

信
じ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
内
容
の
報
道
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
先
日
の
東
日
本
大
震
災
で
も
、
被
災
地
の
方
の

落
ち
着
い
た
対
応
に
各
国
が
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し

一
斉
指
導
や
丁
寧
な
板
書
な
ど

世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
教
育

北
海
道
札
幌
市
立
百
合
が
原
小
学
校
校
長

継
田
昌
博

元
北
海
道
札
幌
市
立
小
学
校
校
長

高
橋
承
造

つ
ぎ
た
・
ま
さ
ひ
ろ
◎
札
幌
市
公
立
小
学
校
教
諭
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人

学
校
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
校
教
頭
、
札
幌
市
公
立
小
学
校
校
長
、
中
国
・
大
連
日

本
人
学
校
校
長
な
ど
を
経
て
、
現
職
。
北
海
道
小
学
校
理
科
研
究
会
副
会
長
、

札
幌
国
際
理
解
教
育
研
究
会
副
会
長
も
務
め
る
。

札
幌
市
立
百
合
が
原
小
学
校
◎
教
育
目
標
は
「
豊
か
な
心
で
地
球
と
と
も
に

伸
び
や
か
に
生
き
る
百
合
が
原
の
子
ど
も
の
育
成
」。
児
童
数
は
７
１
１
人
。

た
か
は
し
・
し
ょ
う
ぞ
う
◎
札
幌
市
公
立
小
学
校
教
諭
、
教
頭
、
校
長
、
パ

リ
日
本
人
学
校
教
諭
、
北
海
道
国
際
理
解
教
育
研
究
協
議
会
会
長
な
ど
を
務

め
る
。
定
年
退
職
後
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ダ
ブ
リ
ン
補
習
授
業
校
、
イ
ギ
リ
ス
・

テ
ル
フ
ォ
ー
ド
補
習
授
業
校
の
校
長
を
務
め
、
11
年
３
月
に
帰
国
。
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た
。
一
つ
の
指
示
で
混
乱
な
く
行
動
で
き
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
教
育
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

継
田

　
海
外
で
は
よ
く
、
子
ど
も
は
勉
強
が
仕
事
で
、

掃
除
は
仕
事
で
は
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
日

本
の
学
校
で
は
、
集
団
生
活
の
仕
方
、
ル
ー
ル
や
我
慢

の
仕
方
も
学
び
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
日
本

の
学
校
教
育
の
良
さ
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

高
橋

　
指
導
案
も
誇
れ
る
点
で
す
。
私
が
知
る
限
り
、

海
外
で
は
指
導
内
容
を
確
認
す
る
程
度
で
、
日
本
の
よ

う
な
指
導
案
を
作
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
の
流

れ
を
想
定
し
、
子
ど
も
の
反
応
を
予
想
し
、
そ
れ
に
対

し
て
、
ど
う
発
問
を
投
げ
掛
け
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

道
筋
で
授
業
の
目
標
を
達
成
す
る
か
と
い
う
シ
ナ
リ
オ

を
き
め
細
か
く
準
備
す
る
の
は
、
日
本
の
教
育
で
誇
れ

る
良
い
伝
統
だ
と
思
い
ま
す
。

継
田

　
当
時
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
学
習
内
容
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

通
り
に
授
業
を
進
め
ま
し
た
。
子
ど
も
の
予
想
外
の
発

言
を
生
か
し
て
学
習
を
広
げ
る
よ
う
な
指
導
は
、
日
本

の
よ
う
に
授
業
の
目
標
の
中
心
を
押
さ
え
て
、
子
ど
も

の
反
応
や
そ
れ
に
対
す
る
教
師
の
発
問
を
事
前
に
考
え

て
お
か
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん
。

　
板
書
の
完
成
度
の
高
さ
も
、
日
本
の
学
校
教
育
の

特
長
で
し
ょ
う
。
中
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
使
い
、
板
書
は
ほ
と

ん
ど
し
ま
せ
ん
し
、
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
も
視
察
し
ま

し
た
が
、
板
書
は
重
視
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
授

業
の
流
れ
が
一
目
で
分
か
り
、
色
チ
ョ
ー
ク
な
ど
を
駆

使
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
考
え
を
黒
板
に
位

置
付
け
て
い
く
技
術
、
相
反
す
る
意
見
も
位
置
付
け
て

新
し
い
と
こ
ろ
へ
ま
と
め
て
い
く
技
術
は
、
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
は
板
書
を
見
て
そ
の
時
間
に

学
ん
だ
こ
と
を
振
り
返
れ
ま
す
し
、
友
だ
ち
が
何
を
考

え
て
い
た
の
か
も
分
か
り
ま
す
。
自
分
の
考
え
が
尊
重

さ
れ
た
、
授
業
に
参
加
で
き
た
と
い
う
自
信
や
意
欲
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

―
―
日
本
の
学
校
の
組
織
面
で
は
、
海
外
と
比
較
す
る

と
ど
の
よ
う
な
特
徴
や
良
さ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

高
橋

　
こ
れ
ほ
ど
校
内
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
、
お
そ
ら
く
日
本
だ
け
で
し
ょ
う
。
教
師
が
互
い
に

授
業
を
見
せ
合
い
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
素
晴
ら
し
さ

を
、
海
外
経
験
を
通
し
て
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

嶋
田

　
学
校
全
体
だ
け
で
な
く
、
学
年
団
や
教
科
ご
と

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
指
導
法
や
教
材
を
研
究

し
、
そ
れ
を
研
究
発
表
ま
で
す
る
の
は
日
本
な
ら
で
は

で
す
。
教
師
の
指
導
力
向
上
に
大
変
役
立
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

高
橋

　
海
外
で
は
、
他
の
教
師
に
授
業
を
見
せ
る
こ
と

は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
教
師
に
保

護
者
参
観
に
つ
い
て
話
し
た
ら
、「
ど
う
し
て
保
護
者

に
授
業
を
見
せ
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
と
驚
か
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
が
授
業
を
見
せ
る
の
は
視
学

官
の
査
定
を
受
け
る
時
だ
け
で
す
。
良
し
悪
し
は
と
も

か
く
、
そ
れ
く
ら
い
授
業
の
内
容
は
個
々
の
教
師
に
任

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

嶋
田

　
バ
ー
レ
ー
ン
の
現
地
校
で
は
、
教
師
は
１
年
契

約
で
担
任
を
任
さ
れ
、
職
員
室
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
査
定
は
給
与
に
影
響
す
る
の
で
、
教
師
は
業
績
を

上
げ
る
こ
と
に
必
死
で
す
。
教
師
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
「
分
か
っ
た
」「
出
来
た
」
と
い
っ
た
喜
び
を
も

た
せ
た
い
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、
個
々
に
授
業
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
教
師
間
の
同
僚
性
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
学
校
経
営
と
い
う
発
想
も
あ
り
ま
せ
ん
。

教
材
研
究
や
教
材
・
教
具
作
り
、
生
活
指
導
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
面
で
組
織
的
に
取
り
組
め
る
の
は
、
日
本
の
学

校
の
大
き
な
強
み
で
す
。

同
僚
性
が
高
く

組
織
的
に
対
応
で
き
る
日
本
の
学
校
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―
―
日
本
の
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
教
育
を

更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に
大
切
だ
と
思
う
視
点
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

嶋
田

　
ま
ず
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
を
付
け
る

た
め
に
言
語
活
動
を
更
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
力
が
付
く
授
業
が
出
来
て
い
る
か
、

子
ど
も
が
今
ま
で
培
っ
た
こ
と
を
使
え
る
機
会
と
な
っ

て
い
る
か
、
意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

継
田

　
海
外
の
学
校
へ
出
て
感
じ
た
の
は
、
子
ど
も
が

自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
言
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
30
代
後
半
に
自
分
の
学
級
で
帰
国
児
童
を
受
け

も
っ
た
時
に
も
感
じ
た
こ
と
で
、
海
外
の
教
育
に
関
心

を
も
つ
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
も
、
言

語
活
動
を
通
じ
て
、
低
学
年
か
ら
自
分
の
思
い
や
考
え

を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

高
橋

　
評
価
も
大
切
で
す
。
赴
任
国
で
は
、
知
識
だ
け

で
な
く
考
え
も
書
か
せ
た
り
、
集
団
で
議
論
を
さ
せ
た

り
し
て
力
を
測
り
ま
す
。
自
分
が
ど
う
考
え
た
の
か
、

行
動
ま
で
出
来
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
評
価
の
対

象
に
な
る
の
で
す
。
テ
ス
ト
の
仕
方
や
内
容
が
変
わ
れ

ば
、
授
業
も
よ
り
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
一
方
で
、
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
と
、
子
ど

も
に
十
分
考
え
さ
せ
て
思
考
力
を
育
て
て
い
く
部
分
と

で
め
り
は
り
を
つ
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
赴
任
国

で
も
、
低
学
年
の
う
ち
は
、
基
礎
・
基
本
を
徹
底
し
て

教
え
て
い
ま
し
た
。

継
田

　
習
熟
度
別
や
少
人
数
の
指
導
も
大
切
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
習
熟
度
別
は
差
別
に
な
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

海
外
で
は
そ
う
い
う
発
想
は
な
く
、
保
護
者
は
喜
び
ま

す
。
理
解
が
十
分
で
な
い
な
ら
、学
習
し
直
す
た
め
に
、

小
学
校
で
も
留
年
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

機
会
均
等
と
い
う
考
え
方
で
す
。
子
ど
も
の
理
解
に
合

わ
せ
て
進
ん
で
い
く
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
人
ひ
と

り
が
出
来
た
と
い
う
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
本

当
に
そ
の
子
の
力
を
付
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

嶋
田

　
海
外
の
日
本
人
学
校
の
運
営
費
は
、
文
部
科
学

省
、児
童
の
保
護
者（
授
業
料
）、日
本
企
業（
日
本
人
会
）

が
３
分
の
１
ず
つ
負
担
し
て
い
ま
す
。
特
色
の
あ
る
、

魅
力
の
あ
る
学
校
で
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
は
別
の
学
校

を
選
択
し
て
し
ま
う
た
め
、運
営
が
出
来
ま
せ
ん
。「
ぜ

ひ
選
択
し
て
く
だ
さ
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
上
で
お
金

を
預
か
る
の
で
す
か
ら
、
成
果
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
学
校
の
教
職
員
全
員
が
、
常
に
必
死
で
し
た
。

お
金
を
か
け
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
に
見
合
う
取
り
組
み

に
す
る
必
要
が
あ
る
。「
例
年
通
り
」
と
い
う
こ
と
は
、

日
本
人
学
校
で
は
あ
り
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
費
用
対
効

果
や
特
色
を
意
識
し
た
学
校
づ
く
り
の
感
覚
は
、
こ
の

経
験
を
通
じ
て
身
に
付
け
ま
し
た
。

継
田

　
札
幌
市
で
は
「
札
幌
ら
し
さ
」
を
出
そ
う
と
い

う
方
針
で
、
各
校
が
「
雪
」「
環
境
」「
読
書
」
を
大
事

に
す
る
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、

本
校
は
屋
上
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る

の
で
、
子
ど
も
に
札
幌
の
自
然
を
大
事
に
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
を
育
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
ふ

る
さ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
学
校
や
地
域
の
特
色
か
ら

何
が
出
来
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
特
色
の
あ
る
、
魅

力
の
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
と
思
い
ま
す
。

高
橋

　
補
習
授
業
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
平
日
は
慣
れ

な
い
外
国
語
を
話
し
、
友
だ
ち
と
の
会
話
が
十
分
で
な

い
中
で
過
ご
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
日
本
語
が
話
せ
、

友
だ
ち
も
た
く
さ
ん
い
る
補
習
授
業
校
は
、
彼
ら
に

と
っ
て
大
好
き
な
場
所
で
あ
り
、
皆
、
と
て
も
意
欲
的

で
し
た
。
週
１
回
で
す
か
ら
、
指
導
内
容
は
本
当
に
子

ど
も
の
た
め
に
な
る
こ
と
に
絞
り
ま
す
。
保
護
者
も
、

日
本
に
帰
国
後
、
子
ど
も
が
困
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い

と
い
う
強
い
願
い
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
学
校
経
営
に

大
変
協
力
的
で
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
「
子
ど
も
の
た
め
に
」
学
校
づ
く
り
を
し
て
い
ま
し

た
。
教
育
の
原
点
に
立
ち
返
っ
た
経
験
で
し
た
。

嶋
田

　
日
本
人
学
校
の
子
ど
も
の
多
く
は
、
最
初
は
泣

い
て
現
地
へ
来
ま
す
。「
日
本
を
離
れ
た
く
な
か
っ
た
」

と
。
し
か
し
、
帰
る
時
は
「
も
っ
と
い
た
い
」
と
言
う

の
で
す
。
そ
れ
は
、
異
文
化
、
異
質
な
も
の
に
対
し
て
、

排
除
す
る
こ
と
が
な
く
、
ど
の
子
ど
も
も
自
然
体
で
過

ご
せ
る
体
験
を
す
る
か
ら
で
す
。
日
本
人
学
校
で
は
、

い
じ
め
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

継
田

　
海
外
の
学
校
の
良
さ
は
そ
こ
で
す
ね
。
自
分
と

違
う
文
化
や
考
え
を
認
め
て
く
れ
る
の
で
す
。
日
本
に

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
を
も
っ
た
子
ど
も
が
、
今
後

は
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
子
た
ち
を
生
か
し

て
、
互
い
に
尊
重
し
合
え
る
価
値
観
を
育
ん
で
い
け
る

と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

言
語
活
動
の
充
実
を
図
り
な
が
ら

異
文
化
を
尊
重
し
合
え
る
価
値
観
を
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日
本
の
教
育
は
、
世
界
的
に
見
て
非
常
に
高
い
学
力

を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
な
ぜ
そ
れ
が
可
能
な
の
か
を
欧

米
の
研
究
者
が
注
目
し
て
き
た
ほ
ど
で
す
。
私
は
、
そ

の
答
え
は
次
の
三
つ
の
要
素
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
始
業
・
終
業
の
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り
行
う
、
私
語

を
慎
む
と
い
っ
た
「
授
業
の
成
立
に
必
要
な
学
習
規

律
指
導
」

②
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
毎
日
一
定
時
間
机
に
向
か
う

な
ど
の
「
家
庭
で
の
学
習
・
生
活
習
慣
を
促
す
指
導
」

③
教
師
が
互
い
に
学
び
合
っ
て
授
業
力
を
高
め
る
「
教

師
の
力
量
形
成
を
促
す
機
会
」

　
先
生
方
は
、
こ
の
三
つ
の
要
素
を
基
盤
に
、
子
ど
も

た
ち
と
一
日
中
、
一
年
中
向
き
合
い
、
授
業
実
践
と
研

究
と
工
夫
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
日
本
が
世
界
に
誇
る

べ
き
義
務
教
育
の
特
長
で
す
。

　
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
で
生
き
て
い
く
力
を

育
む
場
で
す
。
そ
し
て
今
、
そ
の
社
会
は
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
世
界
を
席
巻
す
る
国
際
化
の
波
が
容

赦
な
く
日
本
に
も
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
経
済
的
に
見

て
も
、
景
気
の
低
迷
や
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
消
費
の

伸
び
が
期
待
で
き
な
い
日
本
国
内
よ
り
も
、
む
し
ろ
需

要
拡
大
が
著
し
い
ア
ジ
ア
諸
国
を
市
場
と
し
て
重
視
す

る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
外
国
で
の
事
業
機
会
を
獲

得
す
る
べ
く
、
国
内
外
で
外
国
人
を
積
極
的
に
採
用
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
国
内
に
い
て
も
、
外

国
人
と
競
争
し
て
会
社
に
就
職
す
る
こ
と
も
身
近
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
一
つ
の
会
社
に
各
国
の
人
が
働
き
、
世
界
を
相
手
に

仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
あ
り
方
が
変
わ
り
ま
す
。
英
語
を
公
用
語
に
す
る
国

内
企
業
が
既
に
現
れ
て
い
ま
す
が
、
言
葉
だ
け
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
異
な
る
文
化
や
価
値
観
を
持
つ
人

た
ち
と
い
か
に
良
好
な
人
間
関
係
を
築
く
か
が
問
わ
れ

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
職
場
で
あ
っ
て
も
一
人
で
仕
事
は

出
来
な
い
か
ら
で
す
。

　
更
に
、
こ
れ
か
ら
は
、
各
自
が
得
た
知
識
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
個
人
で
蓄
積
す
る
の
で
は
な
く
、
皆
が
情
報
を
共

有
し
、
互
い
に
影
響
し
合
う
こ
と
に
ま
す
ま
す
価
値
が

置
か
れ
る
社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
や
ク
ラ
ウ
ド
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
一
形
態
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　
た
と
え
国
内
に
い
て
も
、
日
本
人
は
日
本
人
同
士
だ

け
で
な
く
、
自
分
と
は
文
化
的
背
景
の
違
う
人
た
ち
と

新
た
な
時
代
が
す
ぐ
そ
こ
に

三
つ
の
基
盤
を
維
持
し
つ
つ

教
師
の
思
い
を
込
め
て
授
業
に
一
工
夫
を

日
本
女
子
大
教
職
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
所
長
・
人
間
社
会
学
部
教
授

　

吉
崎
静
夫

１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
の
学
制
発
布
か
ら
今
日
ま
で
、
日
本
の
義
務
教
育
を
支
え
続
け
る
小
学
校
。

今
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
更
に
進
み
、
異
な
る
文
化
や
価
値
観
を
持
つ
人
た
ち
と
共
生
す
る
必
要
性
が
高
ま
る
中
、

こ
れ
か
ら
の
小
学
校
に
求
め
ら
れ
る
あ
り
方
や
授
業
づ
く
り
の
工
夫
に
つ
い
て
、

日
本
女
子
大
の
吉
崎
静
夫
先
生
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー世

界
に
誇
れ
る

日
本
の
教
師
の
指
導
力

更
に
多
様
な
人
々
と
つ
な
が
ら
な
い
と

生
き
て
い
け
な
い
時
代
が
到
来
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も
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
時
代
が
到
来
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
社
会
が
変
わ
る
中
、
小
学
校
教
育
で
身

に
付
け
さ
せ
た
い
力
は
二
つ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
つ
め
は
、「
か
か
わ
る
力
」
で
す
。
多
く
の
人
が

情
報
を
持
ち
寄
り
、
話
し
合
っ
て
こ
そ
、
良
い
ア
イ
デ

ア
が
生
ま
れ
ま
す
。
将
来
、
文
化
的
に
異
な
る
社
会
で

育
っ
た
人
た
ち
と
共
に
働
い
た
り
、
競
い
合
っ
た
り
す

る
機
会
が
増
え
れ
ば
、
自
分
と
違
う
個
性
や
考
え
方
を

柔
軟
に
受
け
入
れ
、交
流
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
二
つ
め
は
、「
活
用
す
る
力
」
で
す
。
か
か
わ
り
の

輪
が
広
が
り
、
人
間
関
係
が
多
様
に
な
れ
ば
、
直
面
す

る
課
題
や
問
題
も
複
雑
に
な
り
ま
す
。対
応
す
る
に
は
、

自
分
と
他
者
の
知
識
や
情
報
を
、
状
況
に
応
じ
て
組
み

合
わ
せ
て
活
用
す
る
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
二
つ
は
、
経
済
開
発
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

も
今
後
の
社
会
生
活
に
重
要
な
力
と
し
て
挙
げ
て
お

り
、
世
界
中
で
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
う
し
た
力
は
、
一
朝
一
夕
に

は
定
着
し
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
社
会
に
出
る
ま
で

に
時
間
が
あ
る
小
学
校
か
ら
育
む
こ
と
が
重
要
な
の
で

す
。
新
学
習
指
導
要
領
が
知
識
の「
習
得
」と
共
に「
活

用
」
を
重
視
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
す
。

　
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
力
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
か
ら

こ
そ
、
そ
の
基
礎
を
担
う
小
学
校
の
役
割
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
の
授
業
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
は
、
他
者
と
か

か
わ
り
、
知
識
を
活
用
す
る
力
を
付
け
る
よ
う
、
授
業

を
工
夫
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た

力
が
い
か
に
大
切
か
を
、
先
生
方
が
「
教
え
る
」
だ
け

で
な
く
、
子
ど
も
の
日
常
に
引
き
付
け
て
「
実
感
さ
せ

る
」
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
場
合
に
よ
っ
て
は
、
教
師
以
外
の
立
場
に
あ
る
人
の

方
が
、
子
ど
も
へ
の
説
得
力
が
強
ま
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
例
え
ば
海
外
で
活
躍
す
る
人
に
、
仕
事
で
普

段
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る

か
を
話
し
て
も
ら
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
目
の
前
の
学

習
が
自
分
の
将
来
に
役
立
つ
と
実
感
す
る
良
い
機
会
に

な
る
は
ず
で
す
。

　「
か
か
わ
り
」
や
「
活
用
」
の
必
要
性
を
体
感
さ
せ

る
活
動
に
は
、
子
ど
も
の
好
奇
心
や
探
究
心
に
応
え
ら

れ
る
だ
け
の
準
備
や
知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
先
生
方

だ
け
で
行
う
に
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
場
合
は
、
視
点

を
変
え
て
外
部
人
材
を
探
し
て
み
た
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取

り
入
れ
た
り
す
る
こ
と
も
、
今
後
は
も
っ
と
本
格
的
に

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
う
し
た
「
か
か
わ
る
力
」「
活
用
す
る
力
」
を
身

に
付
け
さ
せ
る
授
業
を
つ
く
る
た
め
に
、
誰
に
何
を
し

て
も
ら
う
か
、
外
部
か
ら
力
を
借
り
る
に
は
ど
の
よ
う

な
手
立
て
が
考
え
ら
れ
る
か
。
先
生
方
に
は
今
後
、
そ

の
企
画
を
立
て
て
実
現
に
こ
ぎ
着
け
る
、
い
わ
ば
授
業

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
力
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

「
か
か
わ
り
」「
活
用
」
の
必
要
性
を

日
常
に
引
き
付
け
実
感
さ
せ
る

よしざき・しずお　１９５０年茨城県生まれ。大阪大助手、鳴門教育大助教授を
経て現職。学術博士。専門は教育工学で、特に学力向上を目指した授業づくり
に詳しい。「授業づくり」では、学生に教えるだけでなく、全国の学校現場や
教育委員会を多数訪れて指導に当たっている。著書は『デザイナーとしての教
師 アクターとしての教師』（金子書房）、『事例から学ぶ　活用型学力が育つ授
業デザイン』（ぎょうせい）ほか多数。
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◎
学
校
を
「
開
く
」
教
師
の
視
点

◎
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
教
師
の
力

◎
子
ど
も
に
「
生
き
る
力
」
を
育
み
た
い

　
と
い
う
、
教
師
の
熱
意
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新
し
い
時
代
に
必
要
な
力
を
意
識
し
た
授
業
づ
く
り

を
始
め
て
い
る
小
学
校
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
の
あ
る
小
学
校
は
県
立
自
然

博
物
館
の
協
力
を
得
て
、
４
年
生
の
理
科
「
季
節
と
生

き
も
の
」の
単
元
で
次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
教
室
と
博
物
館
の
学
芸
員
の
研
究
室
そ
れ
ぞ

れ
に
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
双
方
を
特
殊
な
携
帯

電
話
で
つ
な
ぎ
ま
す
。
い
わ
ば
、
携
帯
電
話
に
よ
る
テ

レ
ビ
会
議
が
出
来
る
環
境
を
整
え
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
子
ど
も
を
５
〜
６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
身
近
に
生
え
て
い
な
が
ら

名
前
を
知
ら
な
い
植
物
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
、
画
像
を
学
芸
員
に
送
信
し
、
そ
の
植
物
の
名
前
を

尋
ね
ま
す
。
学
芸
員
は
、
す
ぐ
に
は
答
え
を
言
い
ま
せ

ん
。
子
ど
も
に
葉
の
枚
数
、
色
や
形
と
い
っ
た
特
徴
を

説
明
さ
せ
た
上
で
正
解
を
伝
え
、
更
に
、
似
た
特
徴
を

持
つ
別
の
植
物
を
挙
げ
ま
す
。
子
ど
も
は
友
だ
ち
と
話

し
合
い
な
が
ら
、
教
え
て
も
ら
っ
た
植
物
を
同
校
内
に

あ
る
植
物
園
で
探
し
て
そ
の
画
像
を
撮
影
・
送
信
し
、

気
付
い
た
特
徴
を
改
め
て
学
芸
員
に
説
明
し
ま
す
。
こ

れ
を
繰
り
返
す
の
で
す
。

　
こ
の
活
動
に
お
い
て
、
子
ど
も
は
学
芸
員
と
の
会
話

を
通
し
て
新
し
い
こ
と
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
皆
で
協

力
し
て
得
た
情
報
を
整
理
し
伝
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
の
知
識
を
活
用
し
て
言
葉
で
説
明
す
る
力
を
身
に
付

け
て
い
ま
す
。
外
部
の
人
材
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
に
取
り

入
れ
つ
つ
、
他
者
と
の
か
か
わ
り
や
知
識
の
活
用
の
大

切
さ
を
、
子
ど
も
が
身
を
も
っ
て
感
じ
る
工
夫
を
凝
ら

し
た
授
業
の
好
例
で
す
。

　
授
業
づ
く
り
の
基
本
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
が
大
切
に

し
て
き
た
基
盤
、
つ
ま
り
「
授
業
の
成
立
に
必
要
な
学

習
規
律
指
導
」、「
家
庭
で
の
学
習
・
生
活
習
慣
を
促
す

指
導
」、「
教
師
の
力
量
形
成
を
促
す
機
会
」
の
三
つ
を

守
り
続
け
る
こ
と
で
す
（
図
）。

　
た
だ
し
、
今
後
の
社
会
を
生
き
る
上
で
求
め
ら
れ
る

「
か
か
わ
る
力
」「
活
用
す
る
力
」
を
育
む
た
め
に
、「
子

ど
も
た
ち
に
必
要
な
力
を
付
け
さ
せ
た
い
」「
そ
の
た

め
に
も
っ
と
良
い
授
業
を
し
た
い
」
と
い
う
先
生
方
の

思
い
や
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
新
た
な
工
夫
を
、
従
来

の
指
導
に
少
し
で
も
加
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
良
い
授
業
を
つ
く
る
た
め
に
ま
ず
大
切
な
の
は
、

先
生
方
一
人
ひ
と
り
の
「
思
い
」
で
す
。
目
の
前
の
子

ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ
た
時
の
社
会
で
何
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
る
。「
○
○
の
力
を
身
に

付
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
普
段
の
授

業
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
工
夫
す
る
。
こ
の
よ
う
に
日
々
の

指
導
に
取
り
組
め
ば
、
お
の
ず
と
教
材
や
指
導
法
に
変

化
が
生
ま
れ
、
将
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な

力
を
付
け
る
授
業
を
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
気
掛
か
り
な
の
は
、
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
教
師

の
力
量
形
成
の
機
会
を
ど
う
担
保
し
て
い
く
か
で
す
。

教
師
の
年
齢
が
50
歳
代
と
20
歳
代
と
に
二
分
さ
れ
る
学

外
部
人
材
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

授
業
づ
く
り
に
取
り
組
む
小
学
校
の
例

新
た
な
授
業
づ
く
り
は

従
来
の
基
盤
の
上
に
築
か
れ
る

日本の小学校教育における授業づくり図

これまでもこれからも、教育を支える基盤 これまでも大切にされてきたが、
今後更なる工夫が

必要とされる授業の要素①授業の成立に必要な学習規律指導
●　始業・終業時のあいさつ
●　子ども同士の人間関係の見取り　など

教材（教科書）

教授組織（外部人材の活用を含む）

ICTの活用（教育メディアを含む）

学習時間・空間
（家庭に任せきりにしない
学力保障の在り方）

など

②家庭での学習・生活習慣を促す指導
●　家庭と連携した基本的な生活習慣指導
●　家庭学習とつながる授業　など

③教師の力量形成を促す機会
●　校内研修（レッスン・スタディ）
●　校外での研修や研究会
●　教師同士の授業評価　など



特集　未来をつくる日本の小学校

　吉崎先生がおっしゃる「今後の社会
で身に付けさせたい力」と２０１１年度
から全面実施された新学習指導要領と
の関係を考えてみました。私は、外国
語活動と言語活動に特に注目しています。
　外国語活動は、異なる文化や価値観に触れる良い機会
となります。教師自身が外国語に親しむ姿勢を持ち、ＡＬ
Ｔとの連携を図ることで、子どもの「かかわる力」を育め
る授業をつくっていきたいです。
　言語活動では、新しい情報から自分の考えを深めて言葉
で表現する活動こそ、「活用する力」を育成する鍵になる
と思います。実際に指導する立場になったら、日々の授業
の中で教師と子どもとの対話はもちろん、子ども同士が意
見を交換する機会も増やしたいと考えています。そうすれ
ば、子どもの「かかわる力」を伸ばすことにもつながるの
ではないでしょうか。
　私は教師を目指す者として、いずれの活動でも子ども一
人ひとりを丁寧に見取っていきたいと思います。授業場面
でも生活場面でも、子どもが居場所を感じられる環境をつ
くることによって、学習意欲につながっていくと考えてい
ます。

日本女子大人間社会学部４年

湯山千怜さん

外国語活動と言語活動を工夫し
「かかわる力」と「活用する力」を育みたい

未来の先生に聞く　「私が大切にしたいこと」　̶吉崎先生の記事を読んで̶

ち　さと

　吉崎先生のお話を読み、「かかわる
力」と「活用する力」の重要性がよく
分かりました。教師の卵として、子ど
もが知識を得るだけでなく、得た知識
を組み合わせる活動を取り入れていきたいと思います。私
が実際に取り組む立場になったら、次の二つを大切にした
いと考えています。
　一つめは、多様な交流です。友だち同士だけでなく、例
えば地域に住む保護者以外の大人ともかかわることで、子
どもはさまざまな考え方に触れるでしょう。自分と年齢の
離れた人とどうしたらうまくコミュニケーションがとれ
るかを探るうちに、おのずと視野が広がると思います。
　二つめは、どの子どもも自由に意見を交換できる学級づ
くりです。一人ひとりが互いを思いやる気持ちを持てるよ
う指導し、教室を、恥ずかしがらずに自分の考えを述べら
れる空間にしていきたいと考えています。友だちとの話し
合いを通して、自分の意見を鍛えてほしいからです。
　この二つは、何もないところからは生まれません。学習
規律や生活習慣、先輩の先生方に教わる姿勢といった授業
の基盤があってこそ実現できると思います。日本の小学校
教育の特長を守りながら、工夫を重ねていきたいです。

明星大教育学部４年

澤崎美智子さん

授業の基盤を大切にしながら
多様な交流が生まれる学級をつくりたい

47 ［小学版］2011 Vol .3  創刊30号記念号

校
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
見
習
う
べ
き
先

輩
が
身
近
に
い
な
い
た
め
に
授
業
力
を
付
け
る
上
で
重

要
な
校
内
研
修
が
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
り
、
教
師

間
の
世
代
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
た
め
に
教
師
同
士
が

学
び
合
う
集
団
に
な
り
に
く
か
っ
た
り
と
い
っ
た
課
題

が
表
れ
て
い
ま
す
。
少
子
化
に
よ
っ
て
小
規
模
校
が
増

え
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
掛
け
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
こ
れ
ま
で
の
基

盤
が
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
深
刻
な
状
況
に
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
学
力
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
授
業
以
外
で
の

学
習
を
家
庭
に
任
せ
る
学
校
が
増
え
、
家
庭
間
の
教
育

に
対
す
る
意
識
や
経
済
的
条
件
な
ど
の
違
い
に
よ
っ

て
、
学
力
差
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
も
し
教
師
の
授
業

力
が
下
が
り
、
家
庭
学
習
と
関
連
付
け
た
授
業
が
出
来

な
く
な
れ
ば
、
更
に
差
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
課
題
の
解
決
に
も
、
工
夫
し
て
企
画
し

学
校
を
開
く
、
先
生
方
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の

役
割
が
重
要
で
す
。
校
内
だ
け
で
は
力
量
形
成
が
難
し

く
て
も
、
近
隣
の
小
学
校
と
の
共
同
研
修
や
中
学
校
と

の
共
同
授
業
研
究
な
ど
、
他
校
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
連
携

が
あ
り
得
ま
す
。
学
力
面
で
は
、
学
校
や
教
育
委
員
会

が
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
む

な
ど
、
定
期
的
に
補
習
を
行
う
こ
と
も
一
案
で
す
。

　
先
生
方
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
学
校
の
進
む
方
向
を

定
め
る
に
は
、
管
理
職
の
先
生
方
の
力
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
社
会
が
大
き
く
変
わ
る
、
時
代
の
転
換
期
だ
か
ら

こ
そ
、
校
長
先
生
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
先
を
見
通

す
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
ご
指
導
に
当
た
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



◎私も「自力解決と学び合いを取り入れた、楽しく分か
る問題解決的な授業」を目指していますが、学び合いは
なかなか深まらないのが実情です。今回の特集は、学
び合いをつくる手立てについて授業を再現しながら具
体的に紹介してあり、大変分かりやすかったです。普
段の授業に取り入れながら、一人ひとりの考えを練り
上げられるような学び合いを、少しずつつくっていけ
そうだと感じました。

◎35年ほど前、新任の教師として悪戦苦闘していた私
に、先輩教師が「満足できる授業なんて１年間にそんな
に多くないよ」とアドバイスしてくれました。その日
から授業の中身を少しでも高めようと努力を重ねてき
ました。文教大の嶋野道弘教授と掛川市立城北小学校
の鈴木功一校長の「課題整理と実践のヒント」は、教師
も共に育つことが出来る内容であり、若手教師に授業
力の向上に励んでほしいと思い、回覧しました。

◎「課題整理と実践のヒント」で取り上げられていた
「かもつれっしゃ」の授業が面白く、「なるほど！」と納
得しながら読みました。「詩」は「形式ではなく、情景が
思い浮かぶものかどうか」を考えるきっかけとなった、
児童の何気ない言葉を取り上げたことが素晴らしいと
思いました。

◎子どもが「学びたい」「解決したい」と思える課題の設
定がとても大切だと思いました。教師には、日頃の授

業で子どもの素直な疑問（つぶやき）を取り上げる心の
ゆとり、感性が求められます。掛川市立城北小学校の
「『自まん』づくり」は、学校を挙げて取り組めば子ども
が変わると思いました。本校でも取り入れてみたいで
す。

◎掛川市立城北小学校の「6年生算数の授業に見る学び
合いの流れとポイント」では、同じ流れの指導案で行わ
れた二つの授業を並べていましたが、指導案が同じで
も、学級、児童の構成、個性、特徴、教師の持ち味などで、
全く異なる授業展開になっていた点が興味深かったで
す。教師の投げ掛けなどを比較しながら見ていくと、
変容につながるポイントが見えてくるようで、楽しく
読みました。

◎大田区立久
くが

原
はら

小学校の事例にある「ポイントを絞っ
た指導で、学び合いの時間を捻出」が、勉強になりまし
た。教科書にある資料は全て提示しなければならない
という意識がありましたが、「学習指導要領でポイント
を確認し、教科書にある資料でも取り上げないことも
あります」というコメントに、そうではないことに改め
て気付かされ、指導内容のポイントを把握する重要性
を学びました。

◎「学び合い」を活性化させるための五つのポイントを
実践している大田区立久原小学校は素晴らしいと思い
ます。極小規模複式学級の本校の研修にも、大変参考
になります。

2011 Vol.２特集「思考が深まる『学び合い』」へのご意見

　これまでにうかがった全ての学校で、子どもと笑顔で接する、子どものために
授業づくりに力を尽くす先生方の姿、言葉に胸を打たれ、元気をいただいてき
ました。今回うかがった釜石市では、学校を再開し、教育活動を行い続ける姿
勢に、強い信念、覚悟を教えていただきました。今日までご指導いただいた先
生方へ、心より御礼申し上げます。これからも、各地の先生方のパワーを、思
いを、熱を、少しでも多くお届けできるよう、力を尽くします。日本の未来は、教
育が、小学校がつくると信じています（青木）
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お知らせ

［群馬県／A小学校／S・M］

［大阪府／M小学校／M・H］

［栃木県／K小学校／Ｔ・H］

［和歌山県／N小学校／Y・Y］

［栃木県／N小学校／Y・A］

［山梨県／K小学校／K・K］

［鹿児島県／S小学校／K・T］
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